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　それは決して、勝利などではなかった。




　俺おれがようやく意い識しきを取り戻した時、戦いはすでに終わっていた。太陽が高く昇っていた時からずっと舞い続けていた血しぶきもいまは落ち着いて、空に浮かぶのは砕けた機工部品のさびた香りと、肉にく塊かいと化した異海鬼獣リヴアイアサンの死臭ばかりだ。

「誰だれか…………誰かいないのか…………」

　叫ぶこともままならないほどに、喉のどが渇きを覚えている。

　それでも喉から声を絞り出そうとするのは、そうしなければ自分自身が景色の中に埋もれてしまいそうだったからだ。

　夕暮れの赤い光が目を刺す。

　戦場となった海岸を、俺は一人、痛みと痺しびれをひきずりながら歩いていく。

　一歩踏み出すごとに、ぐらりと体ごと世界が揺れる。戦いの最中、頭を打ったことだけが理由ではない。この場所はもはや、人が歩ける場所ではなくなっている。

　自分が踏みしめているのは砂浜などではない。足の下にあるのは、鋼はがねのような皮ひ膚ふをした奇怪な生物。海からやってきた化け物の死体だ。それらは獣けものの姿を、または蛇へびや蛙かえるの姿を、ものによっては怖おぞ気けを覚えるような虫の姿をしている。姿を真ま似ねているだけならまだしも、その大きさは本来のものとは比べようもない。この島の生物では、ない。

　海の向こうからやってきた人類の天敵──異海鬼獣リヴアイアサン。

　見渡す限りに、異海鬼獣リヴアイアサンの死体が広がっている。

　それは、壮絶にして凄せい惨さんな光景だった。

　死体の山。そしてとめどなく流れ続けた血が、大地を赤く染めている。

　鉄のニオイが鼻を突く。俺のデハイドも、敵と自分の血で赤く染まっている。

　……だけど、すべてはもう終わったことだ。戦いの時間はすでに過ぎ去っている。叫び声も、うめき声も、化け物の断だん末まつ魔ますらさざ波の音にかき消されて、誰も知らない場所へと流されていく。

「ちくしょう……痛ぇ……痛ぇよ…………」

　自分の右腕から絶え間なく血が流れているのがわかる。氷を押し当てたのとはまるで違う気色の悪い冷たさが、腕の中でうずくまっている。

　痺れが薄れてきた。腕が治ったからじゃない。痺れてるって感覚すら、既に麻ま痺ひしはじめているからだ。

　痛みも痺しびれも、すべては異海鬼獣リヴアイアサンのせいだ。

　三年前に突然現れ、そして人類を文字通り食い荒らしはじめた異海鬼獣リヴアイアサン。海からやってきた異海鬼獣リヴアイアサンは群れを成して、俺おれたちの島を襲おそいはじめた。何度も、何度も、追い払う度たびに数を増して、ヤツらは島に入り込み、棲すみ処かと食しよく糧りようを得るべく人類を攻こう撃げきし続けてきた。

　しかしついに、その戦いに終わりを告げる時が来た。

　一万を超こす異海鬼獣リヴアイアサンの群れ。

　そしてそれらを引き連れてきた最大最強の異海鬼獣リヴアイアサン──〝獣けものの王おう〟。

　ふと顔を上げると山ほどもあるその体が夕ゆう陽ひを隠し、海岸全体に大きすぎる影を落としている。

　通常では考えられない数の異海鬼獣リヴアイアサンと、その首級たる〝獣の王〟。それらが同時に襲ってきたということは、これがヤツらにとっての最終戦争であることを誰だれもが理解していた。そしてこれが、この島にとって過去最悪の危機であることもまた、言うまでもなく明白だった。

　だが、俺たちは勝った。

　俺は既に事切れた巨大な異海鬼獣リヴアイアサンの死体を迂う回かいするように歩いていく。

　その巨体を絶命せしめた砲ほう撃げき型がた巨きよ大だい機き工こう兵へい器きを抱きしめるようにして、〝獣の王〟は夕陽に背を向けて死んでいた。

　そうだ、〝獣の王〟を殺すことには成功したんだ。

　他の異海鬼獣リヴアイアサンたちもすべて、もう動くことはない。

　だというのに。

「誰か……誰かいないのか……」

　俺は虚こ空くうに問いかける。

　死体の群れに希望を問う。

　誰かいないのか？　違う。正しい問い方はそうじゃない。

　──誰か、生き残っている者はいないのか？

　俺が知りたかったのは、そういうことだった。

　死の色は、黒か白だと思ってた。

　戦えば、深い沼の底に沈んでいくような黒い死を。

　目を背そむければ、暖光に溶けていくような白い死を。

　そういうわかりやすい死を俺は想像していた。だけど、たったいま俺の目の前に広がっている死は、燃えるような赤い色をしていた。

　よく知っている海岸も、いまは真っ赤に染まっている。夕焼けのせいだけじゃない。人を殺し続けた化け物どもも、流す血の色は赤だったからだ。

「どうして……どうしてこんなことに……」

　似たような意味の言葉を、もしくは意味なんてまるでない言葉の数々を、俺おれは繰くり返かえしつぶやいていた。誰だれかがそれに答えてくれるのを待つかのように。それに答えられる者など一人もいないことは、こんなにも明白だというのに。

　俺は──ジャーク・タックスは、ただの見み習ならい職しよく人にんだ。

　纏てん装そう式しき魔ま術じゆつ機き工こう、通称〝デハイド〟を作る職人の下したっ端ぱだ。

　完成品のテストのためにデハイドを着慣れてはいたが、だからといって、決して戦いに慣れていたわけじゃない。これを着て戦うのは、訓練を積んだ機き工こう兵へいだけのはずだったのに。

　一万の異海鬼獣リヴアイアサンを殲せん滅めつするためには、機工兵だけではまるで足らなかった。デハイドの数だけ人員を投入して、総力戦に持ちこむことでしか、戦うことができなかった。

　そうして俺たちは戦い切った。その結果、敵を全滅させるところまで辿たどり着ついた。だというのに──だというのに、なんだというんだ、この悪夢のような景色は。

「どうして……どうして俺なんかが…………痛ッ……」

　骨が軋きしむ。頭の痛みは止やむどころかどんどん強まっている。胃の中のものをすべて吐き出してしまいそうだ。

　どうして自分だけが生き残ったのか？

　その答えを、たぶん俺は既に知っていた。

　口にするのが怖かっただけだ。考えるのも嫌だっただけだ。

　俺だけが生き残ったのは。

　俺だけが、本当の意味で戦っていなかったからだ。

　途切れた記憶と頭の痛みが、俺の現状を何より正確に教えてくれる。

　戦いがはじまってすぐ、俺は意い識しきを失った。目を覚ました時には腕からとめどなく血が流れ、全身に痛みと痺しびれが走り、そして目の前にはこの赤い光景が広がっていた。それが、俺にとってのこの最終戦争のすべて。なにもできずに地に伏した──それが俺の戦いのすべて。何もできなかった結果。それがこの、〝赤い光景〟なんだ。

　痛みが足を重くする。無力感が俺から声を奪う。

　俺がその場に座り込み、立ち上がる力を絶望に奪われてしまうのも時間の問題だった。

　だけどその時、かすかに目の端で、死体と機工の山が崩くずれるのが見えた。

「誰かいるのか!?」

　一いち縷るの望みをかけて、音がする方へと走った。

　きっと、誰かを救うためにじゃない──自分が救われたかったからだ。

　だけど、ガレキと化した機工兵器の隣となりで立ち上がったそいつは、俺の望む姿をしていなかった。四本足で、人間ほどの高さを持ち、そして──敵を嚙かみ殺ころすための牙きばを持っていた。

「異海鬼獣リヴアイアサン……!!　虎とら型がたのノーマルクラスか……!!」

　本来なら黄金色に輝くはずの毛皮もいまは赤く血に濡ぬれている。嚙み殺した獲え物ものの血じゃない。そいつ自身の血だ。そいつもすでに戦い疲れ、招かれた死神を傍らで待たせているような状態だ。それでも牙きばを剝むき出だしにして、敵を探して目を光らせ、殺気を全身に漲みなぎらせている。

　体が竦すくむ。足が止まる。人間を全滅させられた怒りより、この怪物を相手にすることの恐怖が勝まさっている。敵は一匹だけなのに。

　体長は二、三メートルほど。前々から島に生息していた虎とらと比べれば二倍は大きい。だけど、異海鬼獣リヴアイアサンの中では最も小さい部類に入る。コイツにビビってるようじゃ──ここに来た意味なんてまるでないってことになる！

「恐怖はない……恐怖はない……!!　デハイドのチャージは充分!!」

　戦いがはじまってすぐに倒れたことが幸いした。デハイドには魔ま力りよくが満ちている。

　纏てん装そう型がた魔ま術じゆつ機き工こう──着る魔術機工〝デハイド〟。

　機工により体現する人体の強化。

　魔術により実現する魔力の流動。

　体を覆おおう鋼はがねの兵器が、魔術によって人間の身体能力を極限まで引き上げる。

　これこそが、ノーマルクラスの異海鬼獣リヴアイアサンを殺す最良の手段だ。

　ただ導どう線せん回かい路ろを流れるだけだった魔力が、デハイド中を巡る。充じゆう塡てん装そう置ちの放出口が開き、魔力に反応してデハイドが青く強い光を発し出す。過剰な魔力が氾はん濫らんしないよう、拡散機構が起動する。

　巡る魔力は染み出すように、温度を分けるように、俺おれの体まで届く。

　そしてデハイドが、魔力を魔術へと変換する。エネルギーを、パワーへと変換する!!

「来い……!!」

　覚悟を決め、俺は虎がこちらを向くのを待っていた。だけど、虎が俺の方を向くことはなかった。顔を横に向け、俺のことなどまるで無視して、どこか遠くを眺めていた。

　虎の視線を追うと、俺にもその理由がわかった。

「生存者……!?」

　ここから五十メートルもない。魔力補充を担っていた魔ま術じゆつ師したちの死体の向こうに、人影がある。それも一人じゃない。二人だ。片方が負傷しているのか、肩を貸しながら歩いている。

　機き工こう公こう国こくではすでに古くさいとされる外がい套とうを羽は織おっている。二人とも魔術師だ。

　まずい。

　あの二人は魔術師だ……機工兵じゃない……！　ってことは、デハイドは着てない……!!

　俺と違って、あの牙を向けられたら、どこを嚙かまれたって致命傷になる！

「行かせるか!!　お前は行かせない!!」

　魔術でコーティングされた外装と、魔術でチューンアップされた体が自然に接続する。

　魔術は、異海鬼獣リヴアイアサンに対して効果が薄い。ヤツらは魔力に対して強い耐性を持つ。

　だからデハイドが要いる──だから、俺が戦うんだ!!

　虎とらが駆け出すより先に体勢を整え、砲ほう撃げきのような勢いで獣けものの体に飛びかかった。

　怖れるな！　こっちはデハイドで完全にガードしてるんだ……！　二百キロを超こす巨体から圧力をかけられようが、剣のような牙きばを持つ獣にかじりつかれようが、魔ま力りよくが満ちているうちは問題ない！　〝獣の王〟やジェネラルクラスの異海鬼獣リヴアイアサンならまだしも、ノーマルクラスの敵なら、その牙はデハイドで包まれた腕を貫くことはない──！

　腹に組みつかれて、虎は激はげしく抵抗した。暴れ回り、牙を振り回し、俺おれを引ひき剝はがして殺そうとする。

「離さねぇ……!!　俺はここに、戦いに来たんだ……!!」

　だが、興こう奮ふんした虎の力は俺の想像を超えていた。器用に体を捻ひねり、俺の胴体に喰くらいついたと思うと、そのまま首を振るって俺を獣の死し骸がいの上へと投げ飛ばした。

「痛ッ……!!　くそ、摑つかんだのに──」

　体勢を立て直した時にはもう遅かった。

　虎は一直線に二人の魔ま術じゆつ師しに向かっていく。

　一度手を離せばもう追いつけない。

　獣の脚あしは音もなく俺から過ぎ去っていく。

　無力感と、絶望感が、俺の涙腺を刺し激げきする。

　虎は容赦なく魔術師に襲おそい掛かかった。

　二人の人影は、一つの大きな影に押おし潰つぶされて見えなくなる。

　誰だれ一人守れない。俺はここに何のために来たんだ。

　俺はいったい何のためにデハイドを着ているんだ。

　焦しよう燥そう感かんがせり上がる。それは底知れない勢いで、燃え上がるようにして全身を包む。

　嫌だ……嫌だ……!!

　誰一人守り切れないなんて──嫌だ!!

「おおおおおお!!」

　覚悟を決める暇ひまもなく、気づいた時には駆け出していた。

　デハイドは膨大な魔力を一いつ瞬しゆんにして消費する。そしてその消費に相応ふさわしい爆ばく発はつ力りよくを使用者にもたらす。デハイドで強化した脚きやく力りよくは、虎と俺との距離を一瞬にしてゼロにする。全身に魔力を漲みなぎらせて、俺は虎の上から襲い掛かり、その首に腕を回す。

　虎が吠ほえた。

「ふざけんなよ……威い嚇かくしただけでなんとかなると思ってんなよ……!!」

　機き工こうの兵器は異海鬼獣リヴアイアサンを叩たたき潰つぶすだけの力を持たない。

　魔術の歴史は異海鬼獣リヴアイアサンの生命を奪うやり方を知らない。

　だからこそ、俺たちはこの戦いで、魔術機工式のデハイドを主戦武器に選んだんだ!!

　全身を巡っていた魔力を左手に集中させて、そして解き放つ。

　武器はいつの間にか失っていた。だけど装備なら、この指先についている鋼はがねの爪つめのみで十分。尖せん鋭えいな五本の爪。先端にまで魔ま力りよくの通った爪を、俺おれはその喉のど元もとに突き立てた。

「ブースト──!!」

　俺の声に応こたえて、魔力がデハイドから迸ほとばしる。

　充満したエネルギーの感触が、俺を後押ししてくれる──!!

　不気味なまでに強化されたデハイドは、俺の腕を引きずるような勢いで虎とらの喉元に突っ込んでいく。そして指先についた爪刃は異海鬼獣リヴアイアサンの肌を裂き、その喉をたやすく横に引き裂いてみせた。あふれるようにこぼれ出した血が、俺の腹の上にどくどくと流れ落ちている。生温かい。だけどこの温度も、すぐに失われることだろう。勝負ありだ。

　やった……！　やったぞ……！　これで、終わりだ。

「そうだ、あの魔ま術じゆつ師したちは……!?」

　だけどそんなことを喜んでる余裕はない。全身は疲労感に包まれているが、休んでいられるような場合でもない。いまは二人の生存者の確認が先だ。

　顔にかかった獣けものの返り血をぬぐいつつ、俺はその傍らに立った。

　一人は若い女で、もう一人は壮年の男。どちらも言葉を発さずにいる。

「……生きてるか？」

　まだ興こう奮ふん冷めやらぬまま、息も整いきらないまま、俺は生死を問う。

　魔術師の女は、どう見ても生きている。生死がわからなかったのは、彼女の涙が落ちる先に横たわっていた男の方だ。むせび泣く彼女に手を握られて、それでも体を起こすことができずにいる男の方だ。

　女の方は名も知らない。だけど、死にかけの魔術師の方は、機き工こう師しの中でも最下層にいる俺でも知っている。

　大魔術師エウヴァルセウ──。

　魔ま術じゆつ聖せい国こく全土でわずか十数人しかいない〝グランデ〟の称号を持つ魔術師の一人であり、魔術聖国最強の魔術師として名を知らしめた男だ。

「ネト……もういい……」

「ダメです!!　あなただけは失ってはならないのです！　この惨さん状じようを見てください。せめてあなたが勝利の旗を持って帰らなければ、誰だれもこの勝利を喜べない……！」

　涙が止まらない。ネトと呼ばれた女魔術師にだって、もうわかっているはずだ。彼はもはや、生きて帰ることはできないってことが。

　少女は彼の腹部に手をかざし、何かしら魔術をかけ続けている。それが治療の魔法であることは、機工師の俺でもなんとなく理解できる。彼にはもはや何の意味もないってことも、同じように理解できてしまう。

　血に濡ぬれたローブ。腹部に見える赤い血だまり。その原因は、誰がどう考えたって、さっきの虎とらに違いない。ってことは、死にかけている理由は──。

「俺おれのせいで──」

「あなたは黙ってて!!」

　彼女は俺の言葉を遮った。その先を言うことを認めなかった。

　俺があの異海鬼獣リヴアイアサンを殺しきっていれば……俺があの時、手を離したりしなければ……!!

「ネト……これが勝利に見えるか」

　答えなど、待つまでもなかった。

　彼女は、泣くことしかできなかった。

「勝てたはずだった……我らは、異海鬼獣リヴアイアサンを倒すだけの力を持っていた……魔ま術じゆつと機き工こうの融合がそれを可能にした……」

「エウヴァルセウ様、安静に！　あまりしゃべられては──」

「かつてない強さを持つ〝獣けものの王おう〟すら倒した……百体を超こすジェネラルクラスも倒した……無数のノーマルクラスも殲せん滅めつせしめた……しかしこちらの生き残りがたった二人では……勝利とは……到底呼べまい……」

　二人ではなく三人だと、涙を流す弟で子しの言葉は届かなかった。

「少年」

「は、はい！」

「君は……機工兵か……？　名前は……？」

「見み習ならい機き工こう師しです。名前はジャーク・タックス……」

「デハイドの作り方は……魔術機工の理論は……学んだか……？」

「は──はい」

　俺は見習いだったけど、ラボに入ったと同時にデハイドの作り方を一から習った。いまは国家の危機だったから、基き礎そから教えている余裕などなかったのだろう。俺が自信をもって設計図を頭の中に思い描けるのは、魔術機工式のデハイドだけだ。

　俺の答えを聞くと、大魔術師は静かに微ほほ笑えんだ。

「これは奇跡だ……ここには、希望が二人も生き残っている……。私の知る限り最も優秀な弟子と……デハイドの作り方を知る機工師が……まだ息をしている……ありがとう……ありがとう、少年……」

　彼の言葉の意味を、俺はほとんどわかっちゃいない。

　俺は敵から手を離して、みすみす大魔術師に致命傷を負わせてしまったんだ。

　感かん謝しやされるようなことなんて、何一つしてはいないんだ。

「やりなおして……くれ……」

　命の終わりを予感させる弱々しい息遣いだった。

　彼女はただ真剣に、死にかけの魔術師の言葉に耳を傾けている。

　一言一句聞きもらさないように。

　零こぼれ落おちる命の、その最後の一滴を受け止めるかのように。

「この戦いの結末を知るのは君たちだけだ……この戦いの結末を……変えられるのも……君たちだけだ……」

　きっと俺おれたちは、どんなことでもするだろう。

　この結末を変えられるのなら。

　手を離してしまった過去を、かき消せるなら。

「遡そ生せいしてほしい……再走してほしい……十年……そこまでならなんとか……」

　遡生してほしい？　再走してほしい？

　それはいったい、どういう意味だ？

　わかっていないのは、たぶん魔ま術じゆつ師しの女の子も同じだった。涙を止めて、呆ぼう然ぜんとした様子でエウヴァルセウ様の言葉を聞いている。その意味を理解しようとつとめている。

「どうか許してくれ……私には見届けられない……君らは見届けなければならない……もしかしたらもう一度……」

　どうか許してくれ。

　それもまた、俺にはわからない言葉だった。

　何が彼の罪なのか。彼は、何を許してくれと言っているのか。

　彼は少女の手を借りながら、自分の懐ふところから一冊の手帳を取り出した。

　そして手帳を握りしめた手を、高く天に向かって伸ばした。

　直後、大地が揺れた。

　その理由なら俺にもわかる。

　集めてるんだ。莫ばく大だいな量の魔ま力りよくを、この場から。

　だけどここまで土地が震えるほどに？　それもたった一人の魔術師が？

　〝獣けものの王おう〟を倒すための魔ま術じゆつ機き工こうですら、これほどの魔力を消費することはなかった。魔力を吸い上げられ過ぎた大地はすぐに枯れ果てて死んでしまうからだ。だけどそんなこともお構いなしに、エウヴァルセウ様は魔力を呼び込む。

　そして、赤い光が周囲に飛散した。

　光がすべてをまばゆく包む。

　何が起きてるのか理解できてない俺も、悲痛な様子で唇を嚙かむ彼女も。

　吞のみ込こまれるみたいに。

　巻き込まれるみたいに。

　俺の体は魔力と一体となって、光の中に溶けていく。

　意い識しきが薄れる。体が消えていく。存在が流れていく。流されていく──。







　混こん濁だくしていた意い識しきが再びクリアになった時、景色は一変していた。

　俺おれはその光景に、まぶしさすら感じていた。

　海岸が──白かったのだ。

「……ない……」

　デハイドを着た機き工こう兵へいの姿が。

　デハイドに魔ま力りよくを送る魔ま術じゆつ師しの姿が。

　海岸を埋める人間の天敵・異海鬼獣リヴアイアサンの死体が。

　変わってしまったのは周囲だけでなく、俺自身もだ。

「……デハイドがない」

　体も小さくなってる。声も高くなってる。

　再走するって……十年前って、十年前に戻って生きなおすってことなのか……!?

　いや待て、それだけじゃない。

「エウヴァルセウ様がどこにもいない……!?」

　なんで？　あの人の魔術で、俺たちはこうして子どもに戻ってしまったんじゃないのか？

　わからない。

　答えを求めて辺りを見回す。

　だけどここには二人の子どもしかいない。

　九歳さいの俺と、同じくらいの歳としの女の子しかいない。

　俺の隣となりで泣いていた少女は、自分の手のひらに視線を落としていた。さっきまで握っていたはずの大きな手を失って、そして、化け物との殺し合いをするにはあまりにも小さくなってしまった自分の手を見つめていた。

　その姿を見て、俺は自然と彼女の真ま似ねをした。九歳の、子どもの手のひらをじっと見つめる。

「生きなおすって……？　もう一度やるってこと……？　十年後……俺たちはまた、あの赤い光景を見るってことなのか……!?」

　見届ける？

　もしかしたらもう一度？

　──許してくれって、そういうこと？

　恐怖でいっぱいになっていた。

　疑問を抱く余裕すらなかった。

　だけどその影で、もう一つの事実が俺を救おうとしている。

　つまり俺は、もう一度、あの化け物を倒すチャンスを与えられたってことか？

「ジャーク……って言ったわよね」

　不意に、少女から声をかけられた。

　泣なき濡ぬれたままの顔。だけど、声は震えていない。

　彼女は、エウヴァルセウ様を見つめていた時とはまるで違う、強い瞳ひとみで俺おれを見ていた。

「ああ」

「機き工こう師しなのよね」

「見習いだったけど」

「デハイドの作り方は、知っているのよね」

「……ああ」

　余裕のなさを表すような、高圧的な質問の仕方。

　だけどそれは、彼女にとってはどうしても確認しておかなければならないことだったんだ。

「二人で作るわ。もう一度、デハイドを。もう一度、魔ま術じゆつ機き工こうを」

　俺は彼女に圧倒されていた。

　子どもの体に似つかわしくない異様な威圧感。

　その根源が何か、俺にもわかってた。

　──覚悟だ。

　それは彼女の、強きよう靭じんな意志の証明だ。

「もう一度、異海鬼獣リヴアイアサンを滅ぼすだけの戦力を。今度こそ、完全な勝利を手に入れるための力を」

　それは、復ふく讐しゆうの誓いだった。

　この世界では、まだはじまってもいない戦いへの。

　既になかったことになってしまった世界で起きた戦いへの。

「ああ」

　俺は力強く頷うなずいてみせた。

　そして、声変わりも中ちゆう途と半はん端ぱな声で、言った。

「ネト。俺も、戦う」

　今度こそは──。

　そう言おうとして、急に言葉が止まった。喉のどの奥から出てくるのは、決意の言葉ではなく、嗚お咽えつだけだった。

　世界は巻き戻った。

　十年前に。

　魔術機工が発明されていない世界に。

　異海鬼獣リヴアイアサンの襲しゆう来らいを受けていない世界に。

　そして俺たちは決意した。大だい魔ま術じゆつ師しの意に沿おうと。

　決意の後にやってきたのは、涙だけだった。

　俺も、ネトも、声をあげて泣いていた。

　誰だれもいない海岸で、無力さを嚙かみしめながら、まるで九歳さいの子どもみたいに。
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　──七年後。




　待ち合わせ場所はガラド・バラグルの森。

　機き工こうの国の海沿いの、国で一番大きな街まちの、その郊外にある深い森。

　公都フェンテスから歩いて一時間ほどの、住むにも歩くにも適さない土地。

　道も整備されていないから、警けい備び兵へいから逃げた盗とう賊ぞくくらいしか知らない空間。

　人目につかない場所だからと、自分から指定した場所なのに。

　緑の深いその場では、一人の魔ま術じゆつ師しが三人の男に取り囲まれていた。

「そのスカした外がい套とうにカッコつけた縦たて長ながのタイ……どっからどう見ても魔術師じゃねぇか」

「どうやって忍び込んだ？　国境の監視員はどうしたんだ？」

　男たちの方は、俺おれが生まれてからずっと──この世界を再走しはじめてからもずっと見続けてきた、機工の国でのよくある服装だ。薄手の生地の軽い服。胸の下あたりまで布を下ろして、胸は隠しても腹は隠せない涼しげなシャツ。

　だけどネトの方は外套を羽は織おって、どう見ても魔術師って格好だ。たしかにあれじゃ、からまれても仕方ない。せめて変装してきてくれれば良かったのに、なんでか嫌がるんだよな。

　相手が魔術の国の者と知ればこうもたやすく殺気立つ。二国間の関係は、いまだこの程度だ。

　魔ま術じゆつ聖せい国こくと機き工こう公こう国こく。

　魔術と機工、まったく異なる技術を基き盤ばんに発展した二つの国。

　大公様の統治する機工公国は、機工によって成り立っている。科学により発展した技術文明のうち、魔力によって稼働するものを機工という。魔力とはこの島の土地から常に自然放出されているエネルギーのこと。自然に発生しているものだけを使っているから、機工は低コストで、エネルギーを作り出したりかき集めたりする必要がない。

　対して、王政のまとめあげる魔術聖国は、魔術という技術をその根幹とする。

　魔術とは、魔力を利用しさまざまな用途へとそれを変換する技術をいう。自然に存在する魔力を利用し火をおこしたり、ものを強化したり、とにかくいろいろなことをする。

　機工は金属を中心とした〝物〟に魔力を流す技術だが、魔術は〝人体〟にシステムを組み込む。手を前に出す、手のひらを開く、するとそこに魔力が集まってくる……集まった魔力は魔術師の体を巡り、魔術師の体内で変換の情報を与えられ、再び手に力を入れると、手のひらからぼぅっと火が出てくる……といった調子だ。魔力を集めるために人体を改造した人間を魔術師と呼ぶが……魔術聖国で生まれた子の半分以上は、この改造を受けるらしい。五分で終わるとも聞くが、いったいどんなことをしているのかはよく知らないな。魔術師は秘密が大好きだから。

　こうして聞く分には便利なものだが、機工も魔術も、万能ってわけじゃない。

　異海鬼獣リヴアイアサンと戦うことを考えた時、それぞれに欠点がある。

　機き工こうには、「自然に発生しているエネルギーを利用する」という性質上、「自然発生している以上のエネルギーは使えない」という欠陥がある。要するにパワー不足ってわけだ。

　逆に魔ま術じゆつはいくらでもパワーをかき集めることができるが、異海鬼獣リヴアイアサンの魔力耐性が強すぎて意味を成なさない。あの化け物どもは、魔力を変換して直接ぶつけるというやり方がなぜか効かない。火か炎えんに変えようが雷らい撃げきに変えようがとにかくはねのける。

　魔術は効かない。とはいえ機工の武器でヤツらを直接叩たたこうとしても威力が足りない。

　それなら、魔力で強化した機工で、力の限りぶちのめしてやればいい。そして生まれた新しい技術が──〝魔術機工〟。

　機工では不可能なパワーを持ち、魔術とは違い敵を直接叩くことができる。

　異海鬼獣リヴアイアサンを倒すには絶対に魔術機工が必要だ。そしてそのためには、二つの国が友好を結ぶ必要がある。だってのに──。

　まだまだこのやりなおしの世界──再走世界の歴史はそこまで進んじゃいない。

「テメェ、自分の国に帰りやがれ！」と厳いかつい顔の瘦やせた男。

「迷い人なら我々が送る。森を抜ければ我々の走ク行ル機マがあるから、半日もかからず国に返してやろう」と薄笑いを浮かべた背の高い男。

　そしてもう一人、がっしりとした体格の男がうんうんと首を縦たてに振っている。

　なんだこの三人組は。強盗には見えないが、正義の味方ってツラでもないな。

　まぁ、怒っているというよりは、ネトが怒らせているといった方がこの場合は正しいな。なにせ押し黙って無視するばかりなんだから。愛想はないのかよ、愛想は。

　しかし国境に連れていかれちゃ困るな。ネトが許可証なんて持ってるわけがないんだから。どうせ今回も、文字通り飛び越えて来たに決まってる。ネンドウだったかレンドウだったか、ネトに言わせれば古臭くて効率の悪い魔術で。俺おれに言わせればカッコ良くて気持ちの良さそうな──〝飛行フロウ〟の魔術を駆使して。

　ここはなんとか、助けに入るしかないな。

　彼女は、俺に会うためにわざわざ魔ま術じゆつ聖せい国こくから抜け出してきてくれたんだから。

　未いまだ俺の存在に気づかない三人組の背中に、俺は自分から声をかけた。

「俺の連れに何か用ですか」

　しまった。暴漢のような口調の相手になんで敬語なんか使ってるんだ俺は。ビビってんじゃねぇよ、俺が生身の人間に負けるわけがないんだから。

　人間どころか、どんな獣けものにだって負けやしない。

　だって俺は──デハイドを着込んでるんだ。

「なんだテメェは？　腕のそれは何だ？　機工を体に着込むだなんて、わけわかんねぇことしやがって」

「薄っぺらい機工だな。それでは何の役にも立たんだろう」

　両腕から背筋までをカバーする腕装型アームチユーンのデハイド。

　デハイド自体はもう発明されてるけど、まだまだメジャーにはなってない。異海鬼獣リヴアイアサンはまだ現れていないのだから、兵器が日の目を見るにはまだ早い。

　ネトは、フードで顔を隠したまま、男たちの横をすり抜け、俺おれの左肩に──俺の腕装型アームチユーンデハイドに触れた。

「使っていいから。追っ払って」

　ネトの指先からデハイドに流れ込む、清流のように静かな魔ま力りよく。

　力が漲みなぎる。久しぶりの魔力注入だ。魔力はデハイドを流れ、染み込み、そして溜たまる。チャージされた魔力は、魔術によってパワーへと変換される。この魔力充じゆう塡てんと変換のシステムを組み込んでいるかどうかが、機き工こうと魔ま術じゆつ機き工こうの最大の差異だ。

　魔力を得たデハイドに光が燈ともる。青い光の魔力反応が背から始まり腕に巡る。大きな魔力が通っても壊こわれないよう回路が複合式に切り替わり、そしてデハイドの内側からは人体に向けての魔力放出が始まっている。身体能力が直接強化され、俺の体が熱くなる。

　腕回りの外装部が展開する。手首から肘ひじにかけてを覆おおっていただけの鋼はがねの装備が、肩近くまでに伸びていく。腕全体が補強される。そうして俺は、外敵から身を守り、そして外敵を打ち倒すための姿になる。

　これで、もう、普通の人間には負けようがない。

「彼女を魔ま術じゆつ聖せい国こくに送っていく役目なら俺がやりますから。ここは見逃してくれませんか」

　男たちの表情が一斉に険けわしくなった。

　どうやら、怒らせてしまったらしい。

「やろうってんなら構いませんけど……一度はじめたら、俺の手からは、逃げられませんよ」

　せっかくネトから使用許可が出たんだ、少しくらい派手にかましてもいいだろう。

　ここは森の中。だから、木の一本くらいなくなっても誰だれも騒さわぎやしないさ。俺は近くの木の幹に手のひらを置いて、男たちに見せつけるように、デハイドの力を発動した。

「ブースト」

　小さく呟つぶやき、指に力を入れる。木の表面にめり込む爪つめ先さき──それはたやすく幹を削るように進んでいく。次の瞬しゆん間かん、デハイドで覆われた俺の手は、立派に育った大木の幹を握にぎり潰つぶしていた。紙の束を握り潰すみたいに、グシャリと。

　メキメキと音を立てて、木が横に倒れていく。おお、おお、派手に倒れるなぁ。

　デハイドの動作確認、問題なしっと。

「な、なんだ!?」と瘦やせた男。

「どうやって……!?」と背の高い男。

　そしてとりあえず目を見開いて驚おどろきを表現する体格の良い男。なんだコイツは。

「ちょっと強く握っただけですよ」と俺。

　彼らはまだ魔ま術じゆつ機き工こうを知らない。デハイドの力を知らない。

　ゆえに目を見開いて驚きよう愕がくせざるを得ない。

　へへっ。

　九歳さいの頃ころから開発をはじめて、七年かけて作り上げた魔術機工式デハイドがある。

　二周目の世界も七年が経たって、俺おれもようやくあの頃の体格に──いや、あの頃以上に戦せん闘とうに向けた体に鍛きたえ上あげてある。

　デハイドの性能も、機工兵たる俺の性能も、前走には劣らない。三年後の世界に劣らない。

　時代を先取りしたこの技術がある限り、俺に負けはない。

「なんなんだ……!?　テメェそれどうやって──」

「待て。ここは退ひく」

　賢明な判断に感かん謝しやしよう。森林破は壊かいが趣味ってわけでもないし。

　言葉通り、男たちは揃そろって背を向け、それ以上は何も言わずにこの場を離れていった。

　やれやれ。未来の技術で他人をビビらせるなんて、ただの茶番だ。悪い気分とは言わないけれど……ちょっとだけ空むなしい気持ちがあるのも正直なところだな。

「ゴメン、ネト。待った？」

「待ったわよ。今度から、デハイドに時計も組み込んだらどう」

「キビシイな……」

　七年が経って、ネトと俺はようやく十六歳になった。今年は異海鬼獣リヴアイアサンがはじめて現れる年。ここからが生きなおしの本番だと、九歳のあの時に決めてあったんだ。

　ネトは再び俺のデハイドに手をかける。出来を確かめるようにしげしげと眺めている。

　興きよう味み深いものをじっと見つめる子どものような、澄んだ瞳ひとみはどこか虚うつろな印象を抱かせる。

　至近距離で見ると、思わず見み惚とれてしまうほどの端整な顔立ちだ。艶つややかな黒くろ髪かみがさらさらと流れては、俺の視線を強く引きつける。

　彼女な虚ろな美術品。内に隠された強きよう靭じんな意志が暴れたがっているのを、彼女は決して表に出さない。作り上げた外がい観かんで、激げき情じようを見事に隠している。だけど外見はあくまで内面を隠すためのもの。だから、こんなにも美しいのに、どこか空くう虚きよなものを感じさせる。

「去年会った時は、魔術機工式のデハイド開発は成功したって言ってたじゃない」

「できてるだろ？　だからこうして着てきたんだ」

「腕装型アームチユーンじゃない。完装型フルチユーンは作れなかったの？」

「作らなかったんだ。歴史的には、まだ腕装型アームチユーンと脚装型レツグチユーンだけしか開発されてないからさ。もちろん、設計図はきちんと書き上げてあるよ」

「本当でしょうね……？」

「ほ、本当だよ！」

　ネトが俺をじろっとにらんでくる。
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　彼女の瞳ひとみは雄弁だ。苛いら立だちを伝える時には特に。

　十六歳さいのネトは、遠いどこかを見通すような、深みのある瞳をしている。

　真しん珠じゆのような涙を流した幼い彼女はもういない。

「で、公都に住む方法は見つかったのね？　家族への言い訳も？」

「ああ、グローヴトン機工学院に受かったんだ。だから公都での一人暮らしをすることが許されたよ。しばらくはしょぼいコンテナハウスだな。これ、住所を書いた紙」

　一人暮らしってのは本当に助かる。再走世界での家族とは、一緒にいても気疲れしてしまっていたから。……十九歳の精神で九歳に戻ると、家族の前でも演技する必要がある。そのせいですごく居づらかったし、家を出られてよかったよ。

「グローヴトン……あなたが機き工こう公こう国こくの最高学舎にね……」

　ネトの声から、からかうようなニュアンスが伝わってくる。

　前走では……やり直す前の世界では入れなかった大学なのだからそれも当然なんだけど。

　魔ま術じゆつ師しっぽい外がい套とうでスレンダーな体つきを隠して、相変わらず強い覚悟を漲みなぎらせたクールな顔つきで十六歳の幼さを隠して、ネトは大人おとなびた雰囲気を醸かもし出だしている。

　ネト。

　所属する国が違うから仕方ないと言えば仕方ないのだけど、俺とネトはいままで年に数回、こうやって隠れて会うことしかできなかった。だけど会う度たびに、ネトは強く美しくなっていく。ちょっと怖いくらいに。

　でもやっぱり、十九歳さいのあの時が一番キレイだったかもしれないな……。大人おとなになればなるほど魅み力りよくの出る人なのかも。

「……ジャーク？　なにへらへらしてるのよ？」

「し、してないって」

「してた」

「してない！」

「してた。ハイ議ぎ論ろんはおしまい」

　おしまいにされてしまった。

　悔しいです。

　どこか緊きん張ちよう感かんの欠ける会話に呆あきれたのか、ネトが大きくため息をついた。

「しっかりしてよ。ここからの三年間が本番なのよ？」

「わかってるって」

「私が覚えている限り、再走世界の歴史は前走とほとんど変わらない。戻ってくる前の十年間と同じ道を辿たどってる。それなら、異海鬼獣リヴアイアサンがやってこないなんて未来は期待できない。〝獣けものの王おう〟の出現もおそらく覆くつがえらない。ヤツはいつか一万の異海鬼獣リヴアイアサンを率いてやってくる。その日のために、私たちは最善を尽くす必要があるの。私たちは義務を果たす。その責任がある。わかってる？」

「うん」

「……本当にわかってる？」

「わかってるって!!」

　いちいち子ども扱いしやがって。

　俺おれだってきちんと覚悟してきてるさ。

　あの光景を、忘れた日なんて一度としてないんだから。

「私たちは、『先を知る者』としてこの世界の手を引いていかなきゃならない。だから」

「ああ。わかってるよ。もう二度と──」

　自分の手のひらを見つめる。

　二度目の十六歳の手を。

　前走とは違う自分の姿を。

「もう二度と──この手を離したりしねぇよ」







[image: 第一章　未だあらゆるものの失われていない世界から移りゆく何か]










　大義は充分に理解していた。

　俺おれたちはエウヴァルセウ様の遺志に従い、この世界をより良いものへと進め、異海鬼獣リヴアイアサンと共倒れになる未来を回避する。それについては納得も理解もしていた。

　わからなかったのは、細部の方だ。ネトと別れて公都に戻る前に、確認をする必要がある。

「……で、ネト。俺は何をすればいいんだ？」

「前に話したじゃない」

「聞いたけど、もっと深く理解したいから」

「忘れちゃったの？」

「違うよ。いいから早く教えてくれ」

「…………」

「お願いします」

「…………」

「ゴメンナサイ」

「…………」

「ば、罰なら後で」

「もういいわよ、まったく……デハイドのことしか頭にないんだから」

　呆あきれたようにため息をつく姿は、ネトの大人おとなびた顔つきによく似合う。

　深い瞳ひとみ。疲れの見える表情。

　彼女の本質は、川ではなく湖だ。激げき流りゆうを作り石を転がし、暴れ氾はん濫らんすることで感情の変化を伝えるのは彼女のやり方じゃない。彼女は水の色と、わずかな湖面の揺らぎに自みずからの意図を託す。澄み、濁にごり、深い色合いでじわりと威圧を放ってくる。

　はっきり言って、学校の先生よりネトの方が怖い。ネトを前にすると自然と背筋が伸びてくる。ネトの眼めを見てると自然と心しん臓ぞうがバクバクしてくる。

　ネトは、俺がさっき倒した木の幹に腰を下ろした。だけど、隣となりに座るよう俺に勧めてくれはしない。

「私たちがやるのは、歴史をレールに乗せること。私たちが生きなおしをする前の流れ──前走とできるだけ同じ形に、この再走世界の歴史をトレースさせていくこと」

　あれから七年。

　ネトの意志の強さは増すばかりだ。自分がすべきことを知っていて、その重要さも十分に理解しているから、彼女は決してブレることがない。よそ見なんてしない。わき目もふらない。効率的で、直進的。ピンと伸びたキレイな背筋。

　なんていうか、ものすごく、鋭い生き方だ。

「いい？　前走で猛もう威いを振るった異海鬼獣リヴアイアサンも再走世界ではまだ現れていない。はじまりの異海鬼獣リヴアイアサンが訪れるのは、いまからちょうど三週間後。それが歴史の分岐点となる。そこさえクリアすれば、後は歴史が勝手に強くアクセルを踏む。だから私たちは絶対に、この事件をトレースさせてみせるの」

　ネトの口からは滑なめらかに説明の言葉が紡つむがれる。何度も何度も確認をして、今日きようこの時に備えてきたのだろう。

　ふむふむ、前と同じ歴史を辿たどるよう──……って、あれ？

「いや、待て、待って。歴史をトレースするのはわかるんだけど……それじゃ、結果まで同じになっちゃうんじゃないか？　つまり、後三年したらまた異海鬼獣リヴアイアサンの〝獣けものの王おう〟が来て、俺おれたちは負けたも同然の戦いで敵を倒すことになるんじゃ……」

「いいえ。それは違う。そこまで完全にトレースはしない。というか、できないのよ」

「できない？」

　俺は首を傾かしげた。

　ネトは、また頭痛の種が一つ増えたとでも言いたげに、眉をひそめて重く深く息を吐いた。

「あなたは魔ま術じゆつ機き工こう式しきデハイドの作り方を知っているし、私はそこに魔力を注ぐ術すべを再確立してきた。私とあなたは前走の知ち識しきを保っている」

「ああ。異海鬼獣リヴアイアサンと戦うのに必要な情報を持ってるってことだよな」

「そう。だから、歴史をレールにさえ乗せてしまえば……魔術と機工の両国がスムーズに手を取り合うことができれば、あとは私たちが存在するだけで、それだけで魔術機工の進化は加速するの。いくつか段階を飛ばして技術を進めることができるから。私の言ってること、わかる？」

　俺たちは前走の最新知識を持っている。

　つまり、前走では１、２、３、４、５……と技術を積み重ねてきたが、俺たちはもはや10まで知っている。だから再走である今回の時間の流れでは、うまくやれば１、10、11、12……と中間発明を省略することができるかもしれない。ってことで、あってるのかな。

「ジャーク。返事は？」

「わか……る。歴史をトレースすれば、俺たちがいる以上うまいこと前走と同じところまでは持っていける。少なくとも、前走よりも流れの早い三年間になる……」

　でも、そうかぁ？

「もっと情報を広めて、どんどん武器を作ってどんどん兵士を育てて思いっきり歴史を変えちゃってもいいような気もするけど……」

「できると思うの？　魔ま術じゆつ聖せい国こくと機き工こう公こう国こくが協力してくれると思う？」

「……難しいかも」

　ついさっきネトが絡からまれるところを見た限りでは。

「良い子ね。トレース以外の手段も考えてはみたけれど……魔ま術じゆつ聖せい国こくと機き工こう公こう国こくが手を組むまでの間はあまり歴史に干渉しない方がいいでしょうね。ヘタに刺し激げきして人間同士で戦争でもはじまったらたまらないし……歴史を変えるほどの大事を成そうとしても、まだ子どもだった私たちにできることなんて限られているし。そもそも、前走の歴史で私たちは異海鬼獣リヴアイアサンを倒すことそのものには成功しているし」

「たしかに……そうだな。大きくルートを変えるより、同じルートで、もっと先に進めるようにした方が確実で、リスクが少ない」

「そのやり方なら、問題は一つだけしかない。わかるでしょ？」

　……再走世界の歴史は前走を辿たどる。

　俺おれたちが何もしなくても、たぶん同じところまでは行ける。

　目に見えてわかる問題は……ああ。

「──エウヴァルセウ様よ。禁術を行使した代だい償しようとして、彼の歴史は終了を強しいられていた」

　そうだ。

　機工公国の方では問題なんてないけれど、魔術聖国は違う。国で一番のグランデがいるといないとじゃ大違いだ。たしかにそっちは、静観してるだけじゃトレースなんかできっこない。

「七年前……つまり、私たちが十年分巻き戻ったあの日に、彼は事故で死んだということになっていた。歴史が改かい竄ざんされていた……。その分、魔術聖国では技術発展の遅れが出ているけど、そちらは私がなんとかする」

　なるほど。

　ってちょっと待て。

　ずいぶんカンタンに言ったけど、技術発展をなんとかするってどういうことだ……？

　だって、歴史にはできるだけ干渉するなって言ってたのに……。

「……あれ？　だけど、ズレはあるのはそっちだけだろう？　魔術師の国ではエウヴァルセウ様がいない。だからズレがある。でも機工公国はあれから誰だれも欠けてない。それなら、こっちでやることは何もない。俺も魔術聖国に行って協力しようか？」

「魔術聖国と機工公国の交流はまだはじまってないんだから、機工を纏まとったへそ出しくんが歩いてたらあっちの国では目立つわよ。あなたはこっちで仕事をして。へそ出しで」

　ネトがからかうように、俺の腹筋を容赦なく人差し指で突いてくる。

　俺の鍛きたえ上あげた腹筋に、ぶすりとネトの白い指がめりこむ。

「うひゃっ!?　や、やめろォ」

「なあに、変な声出して」

「くすぐったいんだよ!!」

「……あなた、おへそ弱いのにそんな格好してるの？　自分から弱点丸出しにしてどうするのよ。バカみたい」

　白い歯をのぞかせて、にやっとネトが笑った。もっと朗ほがらかに笑ってほしいんだけど……ネトの笑い方は妙にシニカルな感じがする。

「それで、あなたに一つ、してほしい仕事があるの。……ジェン・シェトンプルは知ってるわね？」

「もちろん、知ってるよ」

「へぇ？　じゃあ説明してみてくれる？」

「ジェン・シェトンプルはデハイドの発明者だろ。異海鬼獣リヴアイアサンとの戦いで最も効力を発揮した兵器、魔ま術じゆつ機き工こう式しきの完装型フルチユーンデハイドを作り上げた天才機工師だ。俺おれが着てるこのデハイドだって、シェトンプルラボの設計書を覚えてたから作れたんだ」

　いまは腕装型アームチユーンと脚装型レツグチユーンしかないデハイド。

　その両方を発明したのがジェン・シェトンプルだ。

　前走では、この後彼はさらにデハイドを進化させて全身に機工を纏まとう完装型フルチユーンデハイドを完成させた。

　そして異海鬼獣リヴアイアサンに対抗するため、魔術機工をデハイドに組み込むことに成功し、あの戦いでの主戦武器を完成させた。

「あと、ものすごくおっかないオッサンだって話も聞いたことがあるな。〝兵器狂い〟なんて呼ばれてたくらいだし」

「うん、良い子ね。それで、三週間後、はじまりの異海鬼獣リヴアイアサンがやってくる……その事件と、ジェン・シェトンプルには深い関係があるのよ。それをトレースしたいの」

「というと？」

「シェトンプル機工師は敵が攻めてきたその時、その現場にいたの。公都フェンテスのコロシアムにね。彼は次の機工国選大会で完装型デハイドを発表する。そして優ゆう勝しようを飾り、大公に実力を認められていた。そして敵を追い払う際にデハイドが効力を発揮した……。それがきっかけとなり、機工側はシェトンプルラボの完装型フルチユーンデハイドを主戦武器としていくことを決定し、それに魔術機工を組み込むことで前走を戦い抜いたの」

　はぁ。

　そういう歴史があったのか。

　もっとちゃんと勉強しておけば良かったかな。

　前走で入学した学校では、デハイドの作り方しか教えてもらえなかったからな……。

「機き工こう公こう国こく側の事情は前走と変わっていないけど……不測の事態に備えて、その監視をしてほしいの。私一人で機工公国まで把握することは難しいから、そこはあなたにお願いしたいの」

　はぁ、なるほど。そういうことか。

「ふむ……つまり……『異海鬼獣リヴアイアサンを倒すには魔ま術じゆつ機き工こうが必要』で、『敵を倒す最も有効な手段はデハイド』だってことを証明したい。そのためにはまず、三週間後、『はじまりの異海鬼獣リヴアイアサンがやってくるその場所で行われる機工国選大会でジェン・シェトンプルを優ゆう勝しようさせたい』。俺おれはその歴史が乱れないよう監視して、何か問題があれば解決する……それでいいのか？」

「オーケー。良い子ね」

「……その、良い子ねってのはやめない？」

「さ、これで確認はおしまい」

　ネトは俺の意見を黙殺する。

　その表現を撤てつ回かいするつもりはないらしい。

　あれから七年。ネトとは何度かここで合ってるけど、どうにもいつの間にか変な上下関係ができてしまった。年ねん齢れいは同じなはずだし、ネトが特別強気な性格ってわけでもないのに……。

「次に会うのは、はじまりの異海鬼獣リヴアイアサンが来る前日。つまり二十日後。二十日後の昼に、またここで会いましょう。何度でも忠告するけれど、私たちが〝やりなおしてる〟ことは、誰だれにも言ってはダメよ。歴史を刺し激げきしないようにね」

　話の内容は事務連絡のみ。

　淡々とそれだけを告げて、ネトはそそくさと紫のローブを纏まとい直なおした。

　すらりと伸びた脚あしで、まっすぐ北に向かって、魔ま術じゆつ聖せい国こくの方へと歩き出す。

　たったこれだけ。

　七年も密会を繰くり返かえしているけど、ネトはいつもなんとなく素っ気ない。あと三年したら化け物と戦争がはじまるって状況を知ってる以上、平和ボケなんてしていられないってのはわかるんだけど、そこまで自分を追い詰めなくてもいいのに。

　俺はその後ろ姿に、思わず声をかけた。

「──ネト！」

「……なに？」

　何って……別に言うべきことがあるわけじゃないけど……。

「えっと……その……俺、頑張るから」

「……そうして。期待してるわ」

　ネトの視線が俺に伝えてきたのは、期待なんかじゃなかった。

　ヘマをやらかしたら許さないという、重苦しい脅きよう迫はくだった。




　　　　＊＊＊




　しかし期待されちゃったからには──ガンバって生き急いでみるとしますか。

　ネトと別れて森を抜け、公都に戻ると今度はまっすぐ学院に向かうことにした。

　公都に来るため仕方なかったとはいえ、俺おれもいまはグローヴトンの生徒だからな。俺の生家は国のど真ん中、海から最も遠いところにある。別にいまさら勉強が必要ってわけじゃないけど、家に戻されるわけにはいかないし、ある程度は生徒として振る舞わないといけない。

　目的を果たすためには、まずジェン・シェトンプルと接触するのが先決だ。その方法を授業中に考えて、終わったら実行することにしよう。

　大公様の住まう我らが公都フェンテスは、海の景けい観かん美しき蒼あおの街まち。

　異海鬼獣リヴアイアサンの襲しゆう来らいを察知するための監かん視し塔とうも、デハイドを着た機き工こう兵へいの待機する砦とりでも、この再走世界にはまだ建築されていない。おかげで、高台から見えるこの景色は島で一番と言えるほどに美しい。

　なだらかな斜面の上に作られた街からは、今日きようも白い浜辺が見える。こちらからは海がよく見えるし、海からはこの街がよく見える。化け物からすれば、そりゃあこの地形は攻めやすいと思うだろうな……。

　海の見える道をまっすぐ進むとすぐに、俺の目的地が見えてくる。

　グローヴトン機工学院。

　歴史ある機工学院だ。歴史があるってのは、つまりとんでもなく古いってことだ。

　最高学舎とは呼ばれているが、建物自体はどの機工学院とも大差はない。座学用の教室と、機工研究用の学内ラボがあるだけ。

　学ぶことだって、内容的には他の機工学院と特段違うわけじゃない。ただ学ぶ量が多く、大量の知ち識しきを頭に叩たたきこまないと卒業するのが難しく──ついでに、権威があるから卒業後の扱いが他とは違うってだけのこと。

　だから、授業そのものにおかしなことは感じなかった。

　おかしかったのは、人の視線だ。

「見られてんな……なんでだ？」

　一人で登校し一人で授業を受けて一人で帰ろうとしている俺に──なぜかやたらと、他の生徒たちの視線が集まっている。目立つ行動を取ったつもりはない。優ゆう秀しゆうさをアピールしたり、無能さをさらけ出したり、無用な言動で人と諍いさかいを起こしたりはしちゃいないのに。

　何か目立ってることあるか……？

　何か俺が不作法なことでもしでかしているのか？

　公都に来るのは前走以来だから、どうにも勝手がわかってないところがあるのかもしれない。俺がいったいどんな失態を犯したものかと思案していると、廊下のど真ん中で、そいつは俺に話しかけてきた。

「ははは……最高に笑える格好だねェ。派手すぎるんじゃないかい、それは」

　……なんだこのオシャレぽっちゃりくんは？

　赤い帽ぼう子しに斑点だらけの深緑のズボン……派手すぎるのはお前だろと言わざるを得ない。

「まだ子どもっぽい顔つきしてるなァ、一年だろ？　どうせ、山の奥の田舎いなかからやってきたばかりなんだろ。いくらなんでも、人の多い公都でその格好はないぜ」

「え。その格好？」

「その機き工こうっぽい服だよ。そんな風にごちゃごちゃと機工を身に纏まとってたら、そりゃあ人の視線を引きつけるさ」

　ああ、そういうことか！　デハイドを着てるから目立ってたのか。

「そっか、昔はこれくらいのデハイドを着て歩いても何も言われなかったけど……今はダメか」

「昔？」

「いや、こっちの話」

　そっか、そういうことか、たしかにまだデハイドは有名になってな……って、あれ!?

　あれあれ!?

　俺おれ、このオシャレぽっちゃりに見覚えがあるぞ……!?

「トロツ……？　やっぱりトロツだ!!　お前……グローヴトンの出身だったのか!!」

「いや出身っていうかまだ二年生なんだがてゆーかなんで僕の名前知ってんだ君ぃ!!」

　変な服着てるからわからなかったけど、前走で一緒のラボにいた研究生だ。

　やたら優ゆう秀しゆうなヤツだと思ってたけど、グローヴトンの生徒だったのか。

　うわぁ懐かしいなぁ……！　前走では、トロツは俺より先に機工師から機工兵になり、そして〝獣けものの王おう〟との戦いを待たずして戦死してしまった。そうだ、再走のこの世界ではまだトロツは死んでいないんだ。ダメだ、顔を見ると泣いてしまいそうだ。

「なんだい？　自分のバカげた格好が笑われてしまったからって、泣いてしまうんじゃないだろうね!?」

「いや、だって……懐かしくって……お前、人の神経を逆さか撫なでするような喋しやべり方かたするくせにすげー良いヤツなんだよなぁ……いまだって、俺の服装がおかしいってのを真っ先に教えてくれたし……」

「いや君にそんなことを言われる筋合いはてゆーか僕と会話したのははじめてだろ君ぃ!!」

　この声にこの反応……本当にトロツだ。

　あんまり懐かしいので肩を叩たたいてみると、うざったそうに手を跳はねのけられた。

　なんだよ冷たいな。友達だろ。

　あ、友達じゃないのか、この再走世界では。

「まったく……せっかく人が忠告してやってるっていうのに失礼なヤツだ……。とにかく、目立つ言動は控えるんだね。機工国選大会が間近でどこもピリピリしているからねェ。もちろん、この僕が所属するラボも参加するんだぜ」

「へぇ……何を作ってんの？」

「うちのラボからはドでかい土木用重機をね。削岩機っていうのかな、見たら腰を抜かすぞ。ド田舎いなかにあるであろう君の実家くらいなら、一いつ瞬しゆんで粉々にしてくれると思うよ、フフ」

　そりゃすごい威力だな。

　お前の腹の贅ぜい肉にくも削り取れるといいな。

「優ゆう勝しようは難しいかもしれないがねェ。今回はどうも最有力候補がいるらしいから」

　最有力候補？　ああ、前走で優勝したのはジェン・シェトンプルなんだから、もう名前が知られていても当然か。

「トロツも知ってるのか？　ジェン・シェトンプルを」

「ンン？　いや、そんな名前じゃなかったはずだぞ。たしか女性だ。ヴァーナ、とか言ったかな。優勝は間違いないって話だ。ものすごい発明らしいからなぁ、楽しみだねェ」

　…………え？

「ええ!?　なんで!?　どういうこと!?　最有力候補!?」

「なんでも何も、そういう噂うわさがあるとしか」

　なんで最有力候補なんて話が出てきてるんだよ!?　だって、機き工こう公こう国こくの方は何もしなくても歴史が前走を辿たどるんじゃ……。

　ど、どうする!?

　俺おれ、ホントに見張ってるだけでいいのか……!?

「何を慌ててるんだ、もっと落ち着けよ君ィ……そうでなければどこのラボにも入れてもらえないよ。まぁ、どこに入ったとしても、実力が足りなければ追い出されるだろうけどね……」

「ラボ？」

「知らないのか？　グローヴトンは卒業要件に実務経験二年が必要なんだぜ。だから生徒はみんなどこかしらのラボに研究生として入れてもらうのさ。たいていは入学と同時にラボに入れてもらうもんだぜ？　ほら、そこに研究生募集の張り紙が」

　ラボか……。

　機工師たちの研究室。

　そういえばジェン・シェトンプルのラボはどこに……ああっ!!

「ラボ！　それだ！」

「な、なんだい？」

「それだよ、トロツ!!　お前は昔から人の思考を先に進める天才だ！」

「昔からって君と会ったのはこれがはじめてだしてゆーかめちゃくちゃ馴なれ馴なれしいな君ぃ!!」

「そうだよ、ラボだよ……研究生になれば自然にジェン・シェトンプルの近くにいられる！」

　機工国選大会での優勝を確実なものにするためには、俺がジェン・シェトンプルのラボに入ればいい。デハイドの完成形をすでに知ってる俺が手伝って、その最有力候補とやらに負けない発明にすればいいんだ。

「ある……張り紙があるぞ!!　シェトンプルラボも研究生を募集してる!!」

　やった、これで目的の達成に近づけるぞ！

　俺おれが満面の笑みで、感かん謝しやを伝えようとした時、すでにトロツは俺から離れていた。

「もういいだろ、行こうぜトロツ」

「ああ……まったく、変なヤツに声をかけてしまったもんだ。僕としたことが」

　俺のことを気味悪がって、俺の知らない仲間と共に俺から離れていく。

　離れていく。遠ざかっていく。

　俺とトロツが。

　俺と、俺の過去が。

　俺がトロツと一緒に研究をしていたあの世界はもう存在しない。

　前走の世界はもうどこにもない。

　歴史はもうすぐ大きく動く。

　俺がトロツと会うのはたぶん、これが最初で最後だろう。

　そうだ、思い出せ。

　俺は、ネトと一緒にこの再走世界を走りきると決めたんだから。

　前走の景色を……一変させようと決めたはずなんだから。




　　　　＊＊＊




　直方体の長い箱。

　鉄骨とコンクリートで組まれた細長い建物が、ずらっと並んでいる。そのすべてが、機き工こう師したちのラボだ。

　たいていの有力な機工師は、〝公こう〟の位を持つ国の有力者に資本を出してもらい、ラボをかまえて研究をする。

　力のない機工師たちは、この国の為政者である〝大公〟様がそこら中に立てている国営のラボを借りて仕事をする。

　そしてグローヴトンのような機工学院では、学校が管理する集合形式のラボ群が併設されているのが常だが……それがこの、学院の裏のコンテナハウスの列だ。本音を言えば、どれもこれも、安っぽい倉庫にしか見えない。

　ジェン・シェトンプルは学生ではないから、学生を研究生として受け入れることを条件に、ここのラボを借りているのだろう。

「シェトンプル……シェトンプル……あった！　ここだ！」

　建ち並ぶラボの一番奥、防音設備すらないのが明白で、近きん隣りんの住民からはさぞ恨うらまれていそうな位置にあるラボに、シェトンプルというネームプレートは掲げられていた。

「うっ……呼び鈴がない。ホントにやっすい作りだな。正しよう真しん正しよう銘めいの天てん才さい機き工こう師し、兵器狂いの異名をとる男でも……こんなところで仕事をしていた時期があるんだな。たしか前走では大公様の建てたデカい研究所にいたはずだけど」

　後の功績を知ったうえでやってくると、ものすごくむずがゆいものがあるな。

　まぁいいさ。三週間後の事件が終われば、最高級のラボが大公様から与えられるに決まってるんだから。

「兵器狂いか……怖い人なんだろうな……グ……なんだか緊きん張ちようしてきた」

　焦ってファーストコンタクトを失敗しようものなら面倒なことになりかねない。

　ここは慎重さが必要だ。

　一つ、二つ、深呼吸を繰くり返かえす。

　平静を取り戻し、挨あい拶さつと自己紹介のセリフを考え、そしてラボの扉とびらをノックした。

　ノックした。

　ノックした。

　……ノックした。

「留守？　あ、実験中で聞こえてないのか？」

　後者の方がありそうだ。ラボの中から、何かしらの機工の駆動音が聞こえてきている。今度はもう少し強く叩たたいてみる。ドンドンと。ダンダンと。

「誰だれかいませんかー!!　誰か……うおっ!?」

　突然、右腕の動きが止まった。

　右に視線をずらすと、全身に機工を纏まとった男が一人、俺おれの右腕をがしっと摑つかんでいた。

　滑なめらかさに欠ける無骨でカクカクとした動き。たいした魔ま力りよくも感じない。間違いなく、魔ま術じゆつ機き工こう式しきでない普通の機工式デハイドだ。

　顔まで隠れる完装型のデハイド。素性すら知れぬメタリックな存在。それがいま、鋼はがねの感触と機工の動作で俺の腕を握りしめている。感情の読めない相手からの、力ずくでのアプローチ。

　いや、不気味で怖ぇよ……。

「あんまり強く叩かないで。前に一度壊こわしてから、強く叩くとすぐ留め金が壊れるようになっちゃってるの」

「あ、ああ、ゴメン……」

　少しだけ、驚おどろいた。

　デハイド越しに聞こえてきた声が、女の子のものだったから。

「君、募集を見て来たの？」

「ああ！　ここで研究生になりたくて！」

「ふーん……残念だけど、もう募集はしてないよ？　ゴメンね？」

　そう言って彼女は、顔を隠していたフェイス部分を外してみせた。

　デハイドの下の素顔は、予想外なほどの、可愛かわいらしい顔。

　活発さを象徴するかのような大きな丸い目が、まっすぐに俺おれに視線を向けている。

　顔まで隠れる完装型フルチユーンデハイドを着ていたせいか、わずかに頰ほおを赤らめて、彼女は見定めるように俺の顔をじろじろと眺めている。汗に濡ぬれた短い前まえ髪がみがおでこにぺたりと張りついているのが妙に艶つややかだ。無骨で重厚なデハイドとは不ふ釣つり合あいも甚はなはだしい軽妙さを持つ──体の小さな女の子。いや、女の子とは言うけれど、研究生だとしたら俺やネトよりも歳としは上のはずだ。それなのに、キレイというよりは、可愛いという印象が強い。

　デハイドを着てるってことはもしかして、この子もシェトンプルラボの研究生なのか……？

　って、見み惚とれてる場合じゃない！

「募集してないって、どうしてだよ？」

「それは──」

　その質問に答えをくれたのは、目の前にいるデハイドを着た美少女ではなかった。

「悪いが、定員だ！」

　後ろから声をかけてきた男の姿に、俺は思わずたじろいだ。

　彫刻品が歩いているよう──とはこのことだ。ちなみに裸像のイメージだ。

　はち切れんばかりの筋肉の鎧よろい、そしてそれを隠すにはあまりにも薄っぺらく頼りない服。体のラインどころか筋肉の盛り上がりが事細かに把握できるほどの薄い服だ……そこまで薄いならもう体にペンキ塗るだけでいいだろ……。
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　男らしいというか男臭い。コイツはいったい誰だれなんだ……。

「お前、名前は？」

「ジャーク」

「そうか、ジャーク。俺おれはスザイル。スザイル・カウフだ」

　スザイル……？

　どこかで聞いたような名前だな……前走で会ったかな？

　いや、さすがにこの筋肉ダルマと親交があれば、七年経たっても忘れはしないだろう。

「ジャーク、お前と一緒に研究ができないのは残念だがな、研究生の枠はもう埋まってんだ。俺と……彼女でね」

　スザイルが指さす先には、さっきまでデハイドを着ていた女の子がいる。いつの間にか、彼女は全身のデハイドを外していた。地面に敷いたシートの上にパーツを投げ出して、なにやら整備をはじめている。

　デハイドを着ている時から気づいてはいたけど、小柄な子だ。細身なだけでなく背もかなり低い。そのくせ前方に強く張り出ている胸部だけが、その幼い印象からかけ離れている。あれがデハイドの中におさまっていたのか。さすがシェトンプルラボのデハイド、収納性も抜群だ。

　……って、だから見み惚とれてる場合じゃないんだって！

「どうだい、アノ。実験は終わったのか？」

「うん。やっぱり私のサイズに直しても使うだけならできる。でもまだちょっと使用者の筋肉に負担をかける……やっぱり、微調整じゃ無理ね。変えるなら大きく変えないと」

「そうかそうか！　じゃあもっと研究して改良しねーとな！」

　彼女に話しかけるスザイルの口調の気安さが、なんだか無性にむずがゆい。

「アノっていうのか……」

「おいおい、彼女の名前も知らずに来たのかよ？」

　研究生の名前なんて知ったことじゃない。

　重要なのは、このラボに所属することでシェトンプルさんと関わりを持つこと、それだけなんだから。

　となると、定員だからとたやすく退ひいちゃあここまでやってきた意味がない。

　研究生が無理なら雑用係でもいいから雇ってくれ……なんてセリフはさすがに聞いてもらえそうにない。てゆーかこんなラボの所長に、余分な人員の給料を支払えるとは思えない。つまり、残る方法は一つしかない。そう考えると思わず口にしていた。

「スザイル。俺、デハイドに興味があるんだ。どうしてもここで研究がしたいんだよ。いや、しなくちゃならないんだ。だから、俺に枠を譲ゆずってくれないか？」

　スザイルはひとしきり気持ちいいほど豪ごう快かいに笑った後、肩を組んで無理矢理俺おれの頭を下げさせ、ナイショ話でもするように顔を耳に近づけてきた。

「わかるぜ。可愛かわいいもんな、彼女」

「……何の話だよ？」

「みなまで言うなって。お近づきになりたいと思うのが普通だ。俺だってそうさ。そうでもなきゃ、俺ほどの才能を持つ人間がこんな地味で規模の小さいラボには来ねぇよ」

「一緒にすんなよ。俺は、シェトンプルさんと──」

「はっはっはっわかってるわかってる！」

　豪快に笑いながら、筋肉男は俺の腹を手のひらでパンパンと叩たたいてきた。

「腹を！　叩くんじゃねーよ！」

　俺の腹部を子どもの坊主頭と同類の何かだと思ってんじゃねーよ!!

「お前にゃ合わねぇよ。彼女は男らしさや強さってもんに魅み力りよくを感じてるんだ」

「……彼女がそう言ったのか？」

「聞かなくてもわかるさ。そして当然、シェトンプルラボには強い男が似合う」

　ものすごい自信を感じるセリフだ……たしかにその筋肉に包まれていたら俺もそれくらい強気なセリフを飛ばせただろうけど……。

「なぁ、筋肉さん」

「それは俺のことを換かん喩ゆ表現しているのか？　それともお前の筋肉は意思を持つ独立した存在で、たびたび君との会話を楽しむクセがあるのか？」

　ものすごい想像力豊かな反応を返してくるなこのマッチョ男。

　俺が後者だって答えたらそこからどう会話を続けていくつもりなんだ？

「アンタのロジックはわかりやすくて好きだ。だから俺もそれに乗ろうと思うよ」

「諦あきらめるってことか？」

「そうじゃない。俺の方が強いと示すってことだ」

「おう、そうか。俺も嫌いじゃないぜ、お前の発想は」

　それだけ言うと、スザイルはシェトンプルラボに入っていく。建てつけの悪いというドアをそっと開けて中に入り、そしてすぐに戻ってきた。ただしその身には、男臭く汗臭い筋肉だけでなく、油臭く鉄臭いデハイドまで纏まとわれていた。

　うーん……。ホントにわかりやすい男だな……。

　話が早くて助かるよ、ホントに。

「お前はデハイドに興味があるという。お前が身につけてるその薄っぺらい機き工こうもデハイドのつもりなんだろう？　おっと失礼、デハイドなんだろう？」

「……そうだ」

「わざわざ着てくるってことは、よほど自信があるってことなんだろう？　これは俺が自作したデハイドさ。どうだ？　いっちょ力比べと、行こうじゃねぇか」

　重装備を見せつけながら、スザイルは自信たっぷりににやりと笑った。

　そうそう、この頃ころは魔ま術じゆつなしで耐久力とパワーを実現させなきゃならなかったから、どんどんデハイドが大きく重くなっていったんだよな……。

　これだけのサイズの機き工こうだと、技術のない機工師じゃ使用者に尋常じゃない負担をかける。それをスザイルがうまく調整しているのか、はたまたゴリラみたいな筋肉のヨロイでその負担すら苦とせず使いこなしているのか、どっちにせよ、スザイルの自信はもっともだ。魔術機工のない時代じゃ、機工のパワーはその質量によって生み出すしかなかったんだから。

　バカめ、質量の増加だけで解決できるほとんどの問題は、効率性の見直しでなんとかなるってのが常じよう識しきだぜ。複合式回路も反射増幅機構もないデハイドじゃ、流れる魔力を存分に活いかしきれねぇんだよ。

　たった三年でデハイドがどこまで進化を遂とげるか、その可能性を見せてやる。

「助かるよ。ありがとう、スザイル。じゃ、あんまり時間もかけたくないし、相手を倒したら勝ちってことでいいか？」

「ああ、いいぜ。やってみな。お前のそんな薄い装型で…………へ？」

　特別なことは何も要いらなかった。

　俺おれは、スザイルの分厚い胸板を包むデハイドに手を当てて、そのまま強く押しただけ。ただそれだけで、一いつ瞬しゆんにして決着はついた。スザイルの巨体は勢いよく後方に吹っ飛び、そしてラボのドアに背中から突っ込んでいった。

「やべ。ドアぶっ壊こわしちまった」

　じ、事故だよ事故。ブーストかけたわけでもないし、これはただの偶然だろ。

　建てつけが悪かったっていうんだから、これを機に直せばいいよ。

「な……な……なんでだ……!?」

　ゴメンな、スザイル。

　魔力で動いているだけのデハイドと、魔術によって魔力を活用し強化された魔術機工式デハイドじゃ、これほどまでに素すのパワーに差が出る。さらにこっちには〝ブースト〟って手段もあるし……魔術機工のないデハイドじゃ、かなうわけがない。

「わりーな。年季が違うんだよ」

　これって未来の技術を悪用して弱い者イジメしてるだけじゃないのかって考え方もあるけど、まぁそれは脇に置いておこう。

「な、何なんだそのデハイドは……!?　どどどどこで買ったんだそれ!?」

「買ったんじゃない、作ったんだ」

「何年かけてだ!?」

「七年くらい、かな」

「あァ!?　腕装型アームチユーンデハイドが発明されたのは二年前だぞ!?」

　思わずくすりと笑みがこぼれた。

　だけどネタばらしはしちゃダメだってネトが言ってたし、これ以上は説明できないや。そんなことより本題だ。力比べの結果をうやむやにはさせないぜ。

「これで、研究生の枠は譲ゆずってもらえるってことでいいんだよな？」

　スザイルはまだ事実を受け入れられないのか、眉をひそめて俺おれの方を見るばかり。

　なんていうか……気持ちいいな！

　前走ではただの見み習ならい機き工こう師しだった俺が、機工兵みたいな戦せん闘とう力りよくを見せつけることができるなんて。死ぬほど苦労した結果がこんなところで報われてしまった。

　まぁ、あんまり褒ほめられたことではないけれど……ネトに話したらものすごく怒られそうだけど……でも、気分が良いってのは偽いつわらざる本音なんだから仕方ない。

　だけどそんな上じよう機き嫌げんにも、すぐにストップがかけられた。大きな瞳ひとみの女の子によって。

「ちょっと、何を勝手なことを言ってるのよ」

　動きに苛いら立だちをにじませて、アノが俺の方に詰め寄ってきた。

　それも、脚あしを引きずりながらだ。脚を怪け我がしているのか？　あ、それともそもそも脚が悪いのかな？　それなら、デハイドの研究をしているこのラボにこの子がいる理由もわかるし。

「もうグローヴトンに届けは出してるし、いまさら変更なんて利かないわよ！　私は嫌だからね！　あんな書類を二度も書くの!!」

「書類？　そんなのどうとでも──」

「私は嫌なの！　書くのがメンドくさいの!!」

　う。

　そこまで勢いよく反対されるとこっちも困る……。

「ちなみに、どうしてそんなにこのラボに入りたいのよ？」

「あ？」

「デハイドの研究をしてるトコなら探せば他にもあるでしょ？　いや、マイナーな研究だからたぶんとしか言えないけど……まったくないってことはないでしょ。わざわざここを選ぶちゃんとした理由がないなら諦めてよ。めんどくさいなぁもう」

　思いっきり反対している割にはスザイルをかばう言葉が出てこないな。どうやら本当に、ただ単純に、その書類とやらを書くのがめんどくさいだけらしいな……。

「はっきり言いなさい！　スザイルくんを押しのけるというなら、その理由を言いなさい！」

　理由か。

　理由ならちゃんとあるさ。

　建前の理由も本音の理由もきちんと用意してある。

　俺は自信を持って、胸を張って、彼女の強い視線を真正面から受け止めながら、答えた。

「そんなの、シェトンプルさんがいるからに決まってるだろ」

「え……ええっ!?　な──ななな何言ってんのよ!!　ふざけてるでしょ!?　バカじゃないの!?　本気で言ってんの!?」

　アノが素すっ頓とん狂きような声をあげた。

　なんだよ。

　お前のボスを尊敬してるって言ってるんだ、驚おどろくことじゃないだろ。

「本気だよ。俺おれは七年間も、ここに来るため努力を続けてきたんだ。俺がいれば、シェトンプルラボをこの国で一番のラボにできると確信してる」

「な……!?　え……!?」

「だから頼む！　なんとか俺を入れてくれ！　これから一緒にガンバっていこうぜ！　な！」

「そ、そ、それはつまり……私と一緒にってこと？」

　一緒に？

　そりゃそうだろ、同じラボの研究生になるのなら。

「そうだ！　君と一緒に！」

「ず、ず、ず、ずっと一緒にってことよね……!?」

　ずっと？

　そりゃそうだろ、同じラボの研究生になるのなら。

「そうだ！　ずっと一緒に！」

「うっ……！」

　よくわからないが、迷いはじめてるな。

「おい、お前──」

　げ。スザイルが会話に入ろうとしてやがる。

　いいんだよお前は敗北の余よ韻いんに呆ほうけていれば！

　邪じや魔まなどさせるか、アノも迷ってるし、ここは強引に押し切るのが正解とみた。

「俺は、シェトンプルさんとここでデハイドの研究がしたいんだよ!!　ずっと!!　一緒に!!　だから頼むよ、その面倒な書類とかいうの、なんとかしてくれないか？」

　肩を摑つかんで揺すったのが効いたのか、真っ赤な顔で唇を震わせながらも、彼女は首を縦たてに振ってくれた。

　やった！　これでシェトンプルラボに入れる！

　ネトの言う通りに、歴史が前走を辿たどれるように監視ができるはずだ！

　最有力候補者とやらに負けない最高のデハイドを作る手伝いができる！

「わ、わかったわよ！　そこまで言うならいいわよ、アンタを、私の婚約者候補ってことにしてあげても！」

「……こんやくしゃこーほ？」

　え？

　ええ？

　こんやくしゃこーほって、なんだ？

「何よ!!　候補じゃ嫌だっていうの!?　アンタ生き急ぎ過ぎよ!!」

　生き急ぎどころか、二周目を入念に生き直しているところなんだけど……。

「てゆーか段階を素っ飛ばし過ぎだから!!　せめて自己紹介くらいはすませてからにしてよ、もう……」

　なんだか話が嚙かみ合あってない感じがする。

　だけどその違和感の正体はすぐにわかった。

　彼女が先に自己紹介をしてくれたことで。

「わ、私から言うわね！　私の名前はアノ・シェトンプル。知っての通り、ジェン・シェトンプルの一人娘よ。で、アンタの名前は？」

「…………え？　アノ・シェトンプル？」

　娘？

　あー、そう、娘がいたのね。

　そうかぁー……って、ええええええ!?

「えええええ!?　娘ぇ!?」

　ジェン・シェトンプルに娘がいたなんて聞いてないぞ!?

　いや……待て待て待って、俺おれさっきなんて言った!?




　──シェトンプルさんとここでデハイドの研究がしたいんだよ!!　ずっと!!　一緒に!!




　あっ……!?

　ああっ!?　もしかして勘違いされてる!?

　ち、違う!!　アノがいるからこのラボに来たって言ったんじゃない!!

　なんだよ婚約者って、どこまでも勘違いしすぎだろ……!?

　なんて思い込みの激はげしさ見せてくれてんだよ!!

　ヤバイ……俺、いま、現在進行形で歴史を乱していないか……!?

「名前は？　名前ないのっ？」

「ジャーク……です……」

「そう！　良い名前ね！　仕方ないわね、そこまで言うなら書類も私がなんとかしてあげるから！」

　うっ……!!

　彼女が書類をなんとかしてくれるってことは、彼女の機き嫌げんを損ねたら何ともならなくなるってことだよな。まずい……これは誤解だと言えなくなってしまった……!!

「婚約……そこまで本気だったのか……」

　スザイルまで何か納得してるし！　いやお前たったいまアノに見放されてこのラボから追い出されることが決まったところだぞ！　もっとあるだろ他の反応が！

「あっパパ！」

　アノが、俺おれの背後にいるらしい人物に元気よく声をかけた。

　パパって、ジェン・シェトンプルだよな!?

　や、やべぇ!!

　〝兵器狂い〟がここに!?

　異海鬼獣リヴアイアサンを殺すことに特化したデハイドの発明者が俺おれの後ろに!?

　四六時中化け物を殺すことを考えていた稀き代たいの変人が俺の背後に!?

　ただでさえ元いた研究生を押おし退のけようとしてるっていう生意気な立場なのに、そのうえラボのドアまで破壊してるっていうのに、そのうえ娘にプロポーズまがいのことをしてたなんて知られたら殺されてもおかしくねーぞ……!!

「パパ！　私、この人にプロポーズされたの！」

　言うなよおおおおおおおお!!

　それさえ隠しときゃなんとかなったかもしんないのに!!

　ああ、ああ、もう終わりだ、もう逃げられない……!!

　恐る恐る振り向いた、その先にいたのは。

「プロポーズとは、景気がいいね。こちら、アノのお友達かな？」

「友達じゃないけど、初めてあったんだけど、猛もう烈れつににじり寄られたの！」

「それは良かったね。おや、ドアが壊こわれてる。だいぶにじり寄られたんだね」

「それはデハイドのせいなの」

　チグハグな、ふわっとした会話をしているその人は、間違いなくジェン・シェトンプルだ。だけど、俺が話に聞いていた前走の彼とは印象がだいぶ違う。

　眉まゆ尻じりを下げて目を細め、穏おだやかな表情で俺たちを見る男性。

　小汚い白衣の下には、休日のお父さんみたいなラフな格好。

　なんていうか……なんていうか……。

「めっちゃ優やさしそうなオジサンじゃねーか……」
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　七年振りに入る王宮は、かつて私が仕えていた時と何一つ変わらぬ荘そう厳ごんさを保っていた。

　王宮には二つの院があるが、私のような魔ま術じゆつ師しが入れるのは原則として、魔術の進歩と魔術師の育成を主目的とする魔術院のみだ。ゆえにこの執政院に入れるのは、特別な場合に限られる。

　特別な場合。

　それはたとえば、ネクタイの色が緑に変わる時。

　執政院の最奥、謁えつ見けん室しつの中心で、私は二人の魔術師とともに頭を下げていた。眼前で認定の言葉を読み上げる、アウクス姫に敬意を示すために。

「汝なんじらの実力を認可し、その功績を称たたえることとします。ボラン・ディレム、ミーシャ・ピント、そしてネト・プラトリオ。以上の三名に、王の名の下に〝グランデ〟の称号を授けます。……これで認定式は終わりです。もう頭を上げてもいいですよ。スァン、彼らにネクタイを」

　姫の直近にいた若い男の魔術師が、三人の新しいグランデに緑のネクタイを配る。

　こんなものが、異海鬼獣リヴアイアサン相手に何の役に立つ。豪ごう奢しやを極きわめたこの執政院と同じく、外見だけの無駄な栄誉だ。外見ばかり取とり繕つくろったこの施設は、敵の襲しゆう来らいに対する警けい戒かいが足りない。手を加える必要がある。歴史があるのは結構だが、これからやってくる歴史にこれでは対応できない。

　グランデの称号。

　自分の研究結果を魔術院に発表したり、魔術を活用した大事を成なし遂とげたりして、とにかく優ゆう秀しゆうな魔術師として名を上げた者が王政に呼び出され、認定試験を受ける。年老いたお偉方の前で魔術を披ひ露ろうし、王に従順であるという意思表明をすませれば、晴れてグランデの名誉を得ることになる。

　得たから何がどう変わるというわけでもないが、少なくとも、魔術院に入り込むのは簡かん単たんになる。グランデはたいてい魔術院でふんぞり返るものだし。

　グランデになるのに七年もかかってしまったけど……これでようやく、私も前走と同じ地位まで戻れたことになる。七年の消費は痛かったが、それでもこの緑のネクタイは必要不可欠なものだ。王宮に入り込むために。王政に対する発言力を得るために。歴史を、正しい流れに連れていくために。

　三人のグランデが己おのれの首に新しいネクタイを締めると、アウクス姫は満足そうに微ほほ笑えんだ。

　王の一人娘。

　彼女は、為政者に不可欠な威圧感や、迫力というものをもって生まれてこなかった。兵士や逆ぎやく賊ぞくを強制的に跪ひざまずかせる力を持っていなかった。

　代わりに彼女は、人の口元を綻ほころばせる術すべを知っていた。形のよい唇が彼女の神聖な笑みを作る。透き通るような青い瞳ひとみは優ゆう雅がにかつ雄弁に、彼女の人格の高こう潔けつさを語る。その美しい顔を見る者を癒いやし、そして強く惹ひきつける。

　純白のドレスの下に、美しく流りゆう麗れいな体つきを隠して、彼女は聖母のように柔らかく微ほほ笑えんでいた。

「ご苦労でした、みなさん。ネクタイを受け取ったら、退室してよろしいですよ」

「姫様、まだでございます！」

「姫様、ファブロ大臣から話がございます！」

「姫様、先ほど申し上げたはずでございます！」

「あ、あ、そうでした、ちょっと待っていてください」

　姫の後ろに待機する三十人近い助言人の、最前列の人間が次々に姫に諫かん言げんする。

　大量の助言人。

　姫の言動に対して逐ちく一いち助言を与えるおせっかい集団。

　アウクス姫は、病に伏せた王に代わり内政を仕切った賢けん姫きという噂うわさがあるけど……こういうことだったの。だから王位は譲ゆずられず、あくまで王の代理としてここにいる……。優秀な人物として知られるアウクス姫には、場合によっては私たちの生きなおしについて打ち明けようかとも考えていたけど……これでは難しいわね。

　アウクス姫が名前を呼ぶと、そのファブロ大臣はすぐに歩み寄ってきた。

　カツカツと足音を鳴らしながら、老人らしからぬせかせかとした動きで。

「終わりましたか!?　終わりましたな!?　よろしい!!　それは実によろしいですな!!　いやはやいやはや七年前、不世出の大だい魔ま術じゆつ師しエウヴァルセウを不慮の事故で失った時はこの国の未来を案じたものですが……まさかこんなことが起こるとは驚おどろきでございますな!!」

　まくし立てる。

　まき散らす。

　早口で、騒さわぎ立たてるようなしゃべり方。

　こんな落ち着きのない人が、魔術院の元トップにして助言人のまとめ役か……。

「え、ええ、そうですね、ファブロ。でももう少し落ち着いて話した方がよろしいんじゃ」

「イヤァ先月と先々月と先々々月に引き続き今月もまたグランデに相応ふさわしい人材が見つかるとは!!　それも今回はとびきり優秀で、加えてとびきり若いと来たもんですな!!　特にこのネト・プラトリオは弱じやつ冠かん十六にしていままでにないまったく新しい魔術を発明し、魔術院のお歴々の度ど胆ぎもを抜いては次代の到来を予感させたとかなんとか!!」

「そ、そうですね、しかしファブロ、あなたも七十を超こえた身なのですから、もう少し落ち着きを」

「体外での魔チ力ヤ充ー塡ジと!!　魔ま術じゆつを要しない魔ブ力ー解ス放トでございますな!!　彼女がもたらした新しい魔術は可能性に満ちておりますぞ!!　そう、その可能性について今日きようはワシの方からご説明をさせていただきつつ、ネト・プラトリオに直接意見を述べさせようとしたのですがこれまた困ったことになりましてな、なんとなんと、どんな可能性が秘められているのか考えてきた紙を失ってしまったんですわ!!　話せば長くなるんですが、今け朝さ方がたワシの腹が急きゆう激げきに痛みを発しはじめましてな!!」

「もういいですから!!」

　これが魔術院で長く軍の指揮を執とってきたファブロか。

　正直に言えば、落胆の気持ちが大きい。

　もっと頼れる人材であって欲しかった。

「ネト!!　それに、あー、ボランとミーシャ!!　お前たちのグランデ認定と魔術院への加入を歓迎するぞ!!　グランデの数はこれで去年の三倍ですぞ、三倍!!　イヤァ、グランデが足りず戦争をしようにも指揮官が足りず困っていた去年までが懐かしいようですな!!」

「戦争だなんて……いったい誰だれと戦うというのです」

「もちろん機き工こう公こう国こくのヤツらでしょうな！　いやはやヤツらのへそ出しの服と来たら下品というか不ふ憫びんというか、うら若き乙女おとめが腹を出して往来を歩くのだから嘆かわしいことこの上なく、うら若き乙女おとめでもないのに腹を出して往来を歩くバカまでおるのだから手に負えませんな、まったく!!」
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「不穏なことを口にするのはやめなさい、ファブロ」

　その軽口には、さすがにアウクス姫も不ふ機き嫌げんさを見せた。

「三週間後には機き工こう公こう国こくに招待されているのですよ。両国の友好のために機工国選大会に招待しようと、あちらの大公様からわざわざお話をいただいたのです。そうケンカ腰ではいけませんよ」

「あなたは両国間の歴史についてまだまだ勉強が足りんからそう楽らつ観かん的てきでいられるのですぞ!!　いまに見ていなさい、すぐに寝首をかかれてしまいますぞぉあぁおそろしや!!」

　ファブロの考えは過か激げきに過ぎる。強い警けい戒かい心しんを持つことは結構だが、その主張を王政の発言として扱うといろいろとややこしいことになる。機工公国に対しては可能な限り友好的な態度をとっていきたい。その点で言えば、今回のことを好意的に捉えているアウクス姫の考え方の方が未来にとってはありがたい……。

「でも、今回は大丈夫でしょう？　関係がピリピリしていたのはひいひいおじいさまの時代でしょう？　さすがにその頃ころを知る人たちは残ってないでしょうし……」

　姫様の迂う闊かつな一言に、助言人たちが一斉に食いついた。

「姫様、その発言は誤解を呼ぶ危険があります」

「姫様、その発想は安易に過ぎます」

「姫様、機工公国の歴史すら知らずにそれはあまりに」

「姫様、歴史だけでなく相手国の文化を学ぶところからはじめる必要があるかと」

「姫様、先日テストした時はその辺ボロボロだったはずですが」

「し、静かになさい！　いちいち口を挟まないの！」

　魔ま術じゆつと機工。その二つの国は、敵対しているわけではないものの、あまりに文化的断裂が大きく、一つになった時にたぶんどちらかの技術は廃すたれていくだろうことを危き惧ぐし、交流を互いに避けてきた。不戦・非交流の契約を結び、積極的無関心の姿勢を貫いてきた。

　ゆえにこの招待にどんな意味があるのかは、向こうの人間にしかわからない。前走でも、その理由が表に出てくるより先に異海鬼獣リヴアイアサンが襲おそってきてしまったし。機工のすばらしさを見れば我らが迎合するとでも思っていたのか？

　……招待の理由などどうでもいい。

　問題は、その招待された日に、機工公国に、異海鬼獣リヴアイアサンはやってくるということ、その一点。

「もういいわ……ではファブロ、それに助言人たちは会かい議ぎ所しよについてきてください。機工公国訪問について、相談をします。では、新しいグランデたち。グランデの特権と心得については、スァンから魔術院の方で説明してもらってください。いいですね、スァン？」

「かしこまりました」

　アウクス姫のすぐ後ろで、警けい護ご役やくとして目を光らせていた背の高い男が厳げん格かくそうな目つきをさらに細め、恭うやうやしく頭を下げた。

「みなさん、くれぐれもスァンを怒らせないように。魔ま術じゆつ院いんで一番強いと噂うわさの人で……そのうえ、怒ると怖いですから」

「姫様」

「ええ、もう行きます」

　アウクス姫が去っていく。

　ファブロ大臣と、大量の助言人を連れて。

　それを受けて、魔術院最強とされているらしいスァンもローブを優ゆう雅がにひるがえした。新しくグランデと認定された私たち三人がその後を追う。

　……これでようやく終わったのかしら。

　くだらない茶番が。

　歴史を進めるための儀式の一つが。

　私たちはスァンに続き、謁えつ見けん室しつの外に出ることにした。







　扉とびらが閉まり、四人だけになったところで、スァンは口調を戻して私に話しかけた。

「グランデ認定、おめでとうございます、ネト様」

「ありがとう、スァン」

「ファブロの失言であなた様がお怒りになられるのではと、肝きもを冷やしておりました」

「あの程度で怒ったりはしない。それに……彼の言うことは半分だけ正しい。戦いくさは起こる。戦いの時はやがて訪れる。ただし相手は、機き工こう公こう国こくではない」

「ええ。あなたの〝先読みの力〟は、既に未来と、敵の姿を見通していらっしゃる」

　いらっしゃる、と来たか……。

　そこまで持ち上げられてもまた面倒なのだけれど……。

「〝先読みの力〟のこと、アウクス様にはすでに話してくれたの？」

「いえ、まだです。あまり話が広まれば、ネト様に『未来について教えてくれ』と言い出す輩やからが現れるでしょうから。アウクス様が一人になる機会を待っております」

「そう」

　気が利く……頭が回る。こういう仲間は何人いてもいい。だけど、あまり持ち上げられて妄信されても困る。

「スァン。私にまでかしこまらなくていいわよ」

「師し匠しように敬意を払わない弟で子しがいますか？　年ねん齢れいや立場など、所しよ詮せんは外面にすぎません」

　……お堅い。

　そばに置くより、外で存分に厳きびしさを発揮してもらった方が役に立つと考えたのは正解だったみたい。

「弟で子しではないわ。私たちは同志だと何度も言っているでしょう」

「あなたは魔ま術じゆつ師しでありながら、それも幼い頃ころからグランデ級の実力を持ちながら、他者に知ち識しきを分け与えることを恐れなかった。魔術師は力と知識を隠すもの。にもかかわらず、あなたは我らに力を与えてくださった。あなたの教えを受けてグランデに成長した私が、あなたを師と仰ぐのは当然のことでしょう」

「……あなたがそうしたいなら、止めはしないけど」

「他の弟子たちも魔術院ですでに控えております。ネト様のグランデ認定を祝いたくて連中も待ちきれない様子でしたよ」

　そう言ってスァンは窓の外に視線を向けた。

　窓の向こうには魔術院が見えている。その一室に、数人の魔術師が集まっているのが見えた。彼らは直感鋭く私の視線に気づくと、一斉に頭を下げた。

　素質のありそうな人間を早い段階から育てあげるという行動はやはり正解だった。子どもの頃から周囲に影えい響きようを与え続けてグランデの数を増やす活動を続けていた結果は着実に出てきている。……やりすぎてしまった気もするけど。

　そして弟子たちには、私には〝先読みの力〟があると言い聞かせている。彼らは異海鬼獣リヴアイアサンの存在を知っている。彼らはやがて魔ま術じゆつ機き工こうが誕たん生じようすることを知っている。これほど頼もしいことはない。

　いくら私がグランデ並の魔力を持っていたとはいえ、十歳さいの子どもが言うことを聞いてくれた彼らには感かん謝しやしてもし足りない。当然、今回一緒に合格したボランとミーシャにも──。

「ネトさま！　グリーンのタイ、とてもお似合いです！　凛り々りしいお姿です！」

「……ありがとう、ボラン」

　若い男の子という点ではジャークと同じだけど、ジャーク以上に正直者で、ついでに見栄っ張りのボラン。伸びすぎた髪かみと細身の体からは想像もできないほど喧けん嘩かっ早ぱやい。

「そ、そ、それに、とっても、う、う、う──」

「美しいですネトさまぁっ!!」

　ミーシャまで加わってきた。ボランとは逆に彼女が短たん髪ぱつであるのは、魔術の練習中に髪を燃やしてしまったから。優やさしげな顔つきをしているが、感情が高ぶると性格が変わる二面性のある子だ。

　私を褒ほめる必要はないと何度も何度も何度も言っているのにコイツらは……。

　ジャークが相手なら容赦なく殴るけど、再走の事情を知らない人たちが相手じゃ怒ってもしょうがないし……。

「ミーシャ!!　俺おれがいましゃべってんだろーが!!　すっこんでろブタが!!」

「っせぇなボラン!!　アタシが言いたかったんだよ!!　下がれよゴミが!!」

「やめなさい二人とも……ネト様の前ではしたない」

　懐かしい光景だ。

　この二人のケンカをスァンが止める姿も何度見たことか。

　グランデになった今でもその関係が変わらないのはどうかと思うけど……。

「うっせーよオッサン、この中じゃ一番弱いくせに先せん輩ぱいヅラすんなよ」

「そーよ、ちょっと年上で先にグランデになったからって調子に乗んないで」

「お前ら……何かミスしたら死ぬほど反省文書かせるからな……」

　……頼もしい限りね。

　エウヴァルセウ様はもういない。

　この国で一番の大だい魔ま術じゆつ師しは既に亡くなった。それが歴史の真実となっている。それは仕方ない。世界を十年も巻き戻すような禁術を行使したのだ。一人の人間が存在ごと消えてしまうくらいのリスクは仕方ない。いや、それだけの代だい償しようで済んだことを幸運に思うべき。

　代償──。

　そうだ。私たちは、その代償を既に払っている。

　大天才を一人失ったことで、この国の歯車は目に見えて狂い出した。特に、最高の実力を持つはずのグランデたちの質の低下は著いちじるしかった。前走でならグランデになれなかった人間……戦いのために無理矢理駆り出されていたような魔術師をグランデと呼ばねばならないほど人材不足に陥おちいっていた。

　その状況を改善しようにも、エウヴァルセウ様に代わる天才など簡かん単たんには見つからない。質で劣るなら──数で補うしかない。だから私は、こうして魔術師たちを育ててきた。異海鬼獣リヴアイアサンとの戦いを経験して得た知ち識しきを惜しみなく与え、七年かけてグランデに相応ふさわしい人材を見つけ出してきた。

　歴史に干渉することは避けろとジャークには言ったけど、こちらはそういうわけにはいかない。魔術師たちの能力の底上げをし、国力を機き工こう公こう国こくと対等な状態で維持し、そして前走と変わらない歴史を辿たどるためのレールを敷く必要がある。

　絶対に、失敗するわけにはいかない。

　そしてこの仕事は、私にしかできない。

　……一いつ瞬しゆんたりとも、気は抜けない。

　これまでに集めたグランデ級の弟で子したちのおかげで、魔術師のレベルに関してはなんとかなる。

　だから後は、未来のことを、必要な対策を、いかに浸透させていくか。

　そのためには──。

「ファブロはいかがいたしましょう。機工公国との関係を悪化させかねない要因は早期に排除すべきかと思いますが。お任せいただけるのであれば、私が処理を」

「いいえ、スァン。まだ早い。彼は私を評価している。彼の失しつ脚きやくは、彼を利用し私の地位を高めてからでも遅くはない。まずは発言力が必要なの」

「……失礼いたしました」

　そのためには、王政への発言力が要いる。落とすなら、病に伏せた王や王妃ではなく……あのお姫様でしょうね。助言人になる必要がある。それもあんなに数がいちゃ意味がない。抜きんでた存在に……発言力のある立場に身を置かなければ。

　目的の設定も、それをクリアする方法も、すでに準備を終えている。

　魔ま術じゆつ聖せい国こくの方は、後は前走の通りに歴史をうまく辿たどっていけることでしょう。

　だから問題があるとしたら……あっちの方。

「……ジャーク」

　意図せず、呟つぶやいてしまった。

「え？　何か言いましたか？　ネトさまぁ？」

「黙ってろブタ、ネトさまはいま『巻き尺』とおっしゃったんだ。俺おれがすぐに用意します！」

「はぁ!?　私には『掃除役』って聞こえたんですけどォ!?　アンタちょっと黙ってなさいよ!!」

「だからうるさいと……何度も言わせるな……ネト様はいま『ジャラック』とおっしゃったんだ。意味はわからんがたしかにそう言った。間違いなくそう言った」

「言ってねーよ黙ってろよオッサン」

「そーよ前だけ向いて黙って歩いてなさいよ」

　ジャーク……。

　前走でもあまり頼りになりそうな印象は受けなかったけど……久しぶりに会ってみたらさらに頼りなさに磨きがかかっていた。前走から機き工こう師しだっただけあって、デハイドはきちんと作ってきたけれど……あの子だけが不安だわ……。

　あの子は、エウヴァルセウ様の死を自分の責任だと感じていた。虎とらに襲おそわれる前から既に致命傷を負っていたと私が説明してあげても、まったく頭に入っていないようだった。罪悪感と責任感。それが彼を動かしてくれることを願ってるけど……イマイチ頼りないのよね……。

　虎とら型がたを倒してくれた時は頼もしかったけど、あれ以来、七年間の付き合いで頼れる姿を見せてくれたことは一度もないし。

　いまのところ、再走世界は前走の歴史を正しくトレースできている。だけどこれからも同じように動き続ける確証はどこにもない。それは機工公国の方も同じ。

　もし……あっちの国で不測の事態が発生したとして、ジャークだけで本当に大丈夫なのかしら……？
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　身分としては、グローヴトンの学生だ。

　異海鬼獣リヴアイアサンの来らい襲しゆうを二週間後に控えたいま、一番すべきことは、ジェン・シェトンプルの手伝いをして機き工こう国こく選せん大たい会かいでの優ゆう勝しようを決定づけることなのだが、とはいえ学業を疎おろそかにするわけにもいかない。授業をサボって学校に目をつけられて、公都から放り出されるなんてことになったらたまらない。

　ゆえに今日きようも、俺おれはアノと一緒に機工基き礎そ理り論ろんの講義を受けてきた。

　昼過ぎまでの勉強を終えて、アノと一緒にシェトンプルラボへと向かう。脚あしが悪いアノに合わせてゆっくり歩くのは別に気にならないが、一週間前会ったばかりの俺の腕にしれっと抱きつく神経はちょっと問題だ。

　頼りなく柔らかい感触が俺に押しつけられている。遠慮なく寄りかかられているところから強い信頼が伝わってくる……。

　気兼ねないボディタッチ。人見知りしない性格。時間をかけてしっかり相手を見定めようとするネトとはまるで違う対応だ。

　俺だって一応、同年代の若い男だ。体を押しつけるように密着されたら、いくらなんでも平然となんてしていられない。……てゆーか心しん臓ぞうバクバクだぞ！　どうなってんだこれなんでこんなロマンスの真ま似ね事ごとなんてしなきゃならないんだ！

「どしたの？　難しい顔して……悩み事？」

「い、いや、なんでもないよ」

　アノの方は全然気にしていないのが悲しいな……。

　俺が考え過ぎなのか？　俺が過剰反応してるだけなのか？　わからない……。

「今日は午後の講義ない日でしょ？　なーに思い悩んでんのよ。そんなに授業が難しかった？」

「授業は簡かん単たんだったよ」

　だけどなんだか、教授にも生徒にも覇は気きがなかったんだよなぁ。

　かつての……つまりは前走のグローヴトン機工学院にあったピリピリとした感じがどこにもなかったんだ。そりゃそうか。異海鬼獣リヴアイアサンを倒すために一気に魔ま術じゆつ機き工こうを鍛きたえ上あげた時期と、平和ボケしたいまこの時間じゃあ熱意が違って当然だ。

　教授の学説や機工装置の説明よりもむしろ、隣となりでいちいち「おー」とか「ふむふむ」とか声に出して感心するアノの素直さの方が気になって仕方なかった。二つ年上とは思えない奔ほん放ぽうさと、脚が悪いとは思えない快活さ。なんだか、一週間もいっしょにいるのにまったく慣れてこない……。

「私は、なかなか面白かったなぁと思ったけど。苦労して入学した甲か斐いがあったなって感じ」

「俺おれはそうでもなかったよ。話が古くて、知ってることばかりで」

「古い……？　あれは教授の最新論文だよ？」

　あ。

　しまった。

「……まぁ、そうだけど、その、俺は知ってたんだよ」

「ふーん。もう最先端の研究まで勉強しはじめてるんだ……見直した！」

　アノはそれ以上深く突っ込むこともなく、ニカッと爽さわやかに笑ってみせた。

　ネトは九歳さいの姿でさえこんなまぶしい笑顔は見せてくれなかったというのに。

　新鮮な反応が胸にしみる……。

「そういえばさ、今日はあの機き工こうっぽい服は着てないの？」

「機工っぽい服じゃない。服っぽい機工だ、あれは」

　あんな合金だらけの私服があってたまるか。

　異海鬼獣リヴアイアサンが現れるまであと二週間。今は持ち出す必要性が薄いから、家に置いてきている。アレを表に出すタイミングにはまだ早かったみたいだし。適切な時期がいつかってことに関しては、きっとネトから指示が出るだろう。

　……俺、ちょっとネトに頼りすぎかも。

　でも、俺にできることが他にあるわけでもないし……。

「あれが機工ぉ？　どこに何のシステムを入れられるのかもわかんないくらい薄かったけど」

「デカけりゃいいってもんじゃないんだよ」

「あれ、私はすごいと思ったよ。スザイルくんを一発でノしちゃってさ。あんなすごい機工なのに、パパに内緒なのはなんで？」

　なんでかって？

　魔ま術じゆつ機き工こうを組み込んである未来式のデハイドだから……なんて言えないよな……。

「えーっと……あれな、ちょっとズルしてるんだ。ほら、あの時の筋肉くんがちょっと嫌なヤツだったからさ、手品でちょっぴりからかってやっただけなんだ」

「え。そーなの？　なーんだガッカリ」

　あっさり納得してくれた。

　アノは、人の言葉を疑うってことをしない。

　優やさしい父親に優しく育てられてまっすぐ育ってきたのであろうことがよくわかる。

「それを言うなら、アノだって。学校には脚装型レツグチユーンデハイドをつけていかないのか？」

「え？　あ、うん……学校じゃ目立っちゃうからさ……」

　あ。

　そうだった。

　うーん。どうも前走と再走をうまく区別しきれない。

　これ、気をつけておかないとまたどこかで失敗するかもしれないな……。

　どんな場面で失敗することになるのかは、正直想像もつかないけれど。

　アノに抱きつかれながら、えっちらおっちらゆっくり歩き、コンテナハウスの列を進んで、ようやくシェトンプルラボに辿たどり着つく。

　なんとなく想像していた通りの、物が多くて雑然とした、どこか埃ほこりっぽい研究所。研究者というのは潔けつ癖ぺきなほどにラボを整理しているか、または頭の中で整理できていれば十分というタイプに二分されると聞くけど……おそらく、ジェン・シェトンプルは後者なのだろう。

　彼は部屋の清潔さになんて執着しない。

　彼が注意を払うのはたった二つだけ。

　一つは研究中の機き工こう。

　そしてもう一つは、目に入れても痛くないであろうたった一人の愛まな娘むすめ──。

「ただいま、パパー」

「おかえり、アノ。ジャークくんもお疲れさま。しっかりお勉強してきたかな？」

「ハイ……」

　ラボでの義務として、油汚れを避けるための白衣を着る。

　だけど今日きようは……いや、今日も、白衣が意味を成すような仕事はなさそうだ。

　散らかった部屋の一角で、ジェン・シェトンプルは今日も設計図とにらめっこをしている。

　ここは工場でなく研究室だ、作製や修理ではなく研究を主目的としているのだからその姿も間違いではないのだが、俺おれがやってきて一週間、いまだに機工部品を手に取ったところを見たことがないってのはどうなんだ。

　シェトンプルさんはただ、白紙のままの図面を眺めながら、うんうんと何かを唸うなってばかりいる。機工師とは思えないほどの平和っぷりだ。このラボには、忙しさなんて言葉はどこにも存在していない。

「さて、俺は何を手伝いましょうか」

「いや、ひとまず休憩するよ、ジャークくん」

　シェトンプルさんは立ち上がり、大きく伸びをする。と同時に机の隅に置かれた書類の束を落としてしまう。そしてあわあわと、しまったしまったと呟つぶやきながら、それらをゆっくりと拾い上げる。……平和だな。

　アットホームな職しよく場ば。

　のほほんとした研究室。

　居心地はすこぶる良いが、そのぬるさが未来予想図をふやけさせていく。こんなんで本当に大会は大丈夫なのか……？

　それになにより心配なのは。

「この人が本当にジェン・シェトンプル……？」

　何度見ても信じられない。ジェン・シェトンプル機き工こう師しは、異海鬼獣リヴアイアサンを殺すことに人生をかけた兵器狂いの天才機工師……のはずなのに。だってのに、これじゃあまるで……。

「アノ、ごはんの準備を」

「はーい。何が食べたい？」

「今日は少し暑いから、冷たいものがいいなぁ」

「おっけー！」

　どこが〝兵器狂い〟だ……。

「ただの子こ煩ぼん悩のうパパじゃねーか……」

　平和すぎるよ……狂気なんてかけらも感じねぇよ。

　他に最有力候補がいるってだけで厄やつ介かいなのに、シェトンプルさん本人がこれかよ……!?

　全然優ゆう勝しようできる気がしねぇよ!!

　早く前走の狂気を取り戻してくれよ!!　何がどうなったら狂うんだよこのパパが!!

「ねぇ、その……ジャ……ジャ……アンタは、好きな食べ物とかあんの？」

「……ジャークって呼んでいいから」

「はぁ!?　何言ってんの!?　私が!!　アンタの名前を言えなくてもんもんとしてると思ったわけ!?　バカじゃないの!?　してないわよ！　もんもんとなんて！」

「してるだろ。なに恥ずかしがってんだよ。歳としの近い異性の友達はいないのか？」

「はぁ!?　いないわよそんなもん！」

「いないのか。悪かった」

「なに謝あやまってんの!?　憐あわれんだわけ!?　私に勝ったつもりなわけ!?」

　勝ってるだろ。いるもん、俺おれには異性の友達が。

　ちょっとだけ強すぎる魔ま術じゆつ師しで、魔術聖国の歴史をコントロールしようとするくらいお茶目な女の子が。

「もういい！　食卓に何が出てきても文句言わないでよね！」

　まいったな……。前走ではこんな子見なかったぞ？　覚えてないってことは、きっと名のある機工師に育ったわけでも、あの戦いに出てたわけでもないよな……。

　誤解を解いたらこのラボから放り出されるかもしれないし、せめて二週間後まで、はじまりの異海鬼獣リヴアイアサンが現れるまでは黙っていることにしよう。
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　意外と言えば失礼になるけど、アノは料理をするのが好きだという。

　歩き回らなくていい調理場という空間の居心地がいいのか、飯時になると率先して食事の準備をはじめてくれる。本来なら、一番下したっ端ぱである俺おれの役目なんだけど。

「ど、どう？」

「うん、おいしいよ」

「パパはそれしか言わないからつまんないの。ジャ、ジャークに聞いてるのよ」

　料理をするのが好きだという事実。

　それは、必ずしも作られた料理がおいしいということを意味するものではない。

「その野菜スープとか自信作だから！　食べてみて！」

　アノにじっくりと見守られながら、ゆっくりとスプーンを口に運んだ。

　口内で咀そ嚼しやくする。ニンジンの味がして、それで、それで…………ニンジンの味しかしない。

「どう？　どう？　正直に述べよ！」

　そんなわくわくした顔で感想を聞かれても困る。

　でも正直に述べよというのだから、正直に述べるのが正解なのだろう。

「……素材の味がする」

「えっ？　『素材の味が活いかされてる』？」

　いや、言ってない。

　そうは言ってない。

「そっかぁー！　素材が活かされてるかぁー！　『活かす』って良い言葉よね！」

　言ってないっつーに！

　だけど素直に喜ぶアノを見ていると、わざわざ訂正をしようという意思もどこかへ消え去ってしまった。

　顔を輝かせていたのは、娘だけではなかった。

「うん、うん、活かすとは良い言葉だ。デハイドは素材を活かす発明だからね」

「あ、俺、わかります！　あくまで人をベースに機き工こうを纏まとわせることで余分を省いてるってことですよね！　人を活かす機工！」

「ふむ……たしかにそう説明することもできるが……私が言いたいこととは、順序が逆だね。デハイドは、人を活かすことがスタートだ」

　デハイド作りを専門としていた機工師として、その言葉は興きよう味み深かった。

　デハイドの生みの親から、直接に話を聞けることになるとは！

「まーたその話！」

　アノは不満を全力で表明しながら、ラボの奥へと逃げていった。脚あしが悪いのはたしかだろうに、アノは軽々と体を運んでいく。器用に動く。軽妙に進む。アノは常に動き回っている。

　活動的で落ち着きがなく、そのうえ妙に人懐なつこい。……人を心配させるのが得意なんだろうな、というのが正直な印象だ。だからこそ、目を離せなくなる。こんな娘がいたら、パパが過か保ほ護ごになるのもさもありなん、といったところだ。

　アノの落ち着きがないのは織おり込こみ済ずみで、シェトンプルさんも娘の動向など気にせずに話しはじめた。

「たとえばただ重たい物を持ち上げたいだけならば、重機を使って持ち上げればいい。速く走りたいだけならば四輪の走行機に乗ってエンジンを回した方がいい。効率という観かん点てんで言えば、人体を強化するだけのデハイドの価値はあまり高くない。だが、それでも私は、人体の動きをチューンする手段を選んだんだ。これはたいていの目的にそぐわない不合理な選択だ。デハイドには、その不合理さを跳はね飛とばすだけのものがあると思ったからだ」

「それはいったい……？」

「それが何なのかは、私にも言葉にすることがまだできないんだ。だけど私は直感した。デハイドの向こうには、機き工こうの行き着く先があると直感したんだ」

　デハイドの向こう……？

　デハイドの話をしているのに、その向こう側まで考えているのか……？

　深すぎてよくわからん……天才ってのはこういうもんなのか？

「機工はどんどん進化している。生活はますます豊かになっていく。だけど技術の進歩するスピードには限界がある。そのスピードは、人間の欲望の加速にはついていけない。機工の成長速度を、人間の欲望が上回る瞬しゆん間かんは常に訪れ続けている。ただそれが目に見えていないだけでね。そしてそれが表面化せずにいるのもわずかな間だけだろう。人が、機工に満足できなくなる日はきっと来る。ではその時、人はいったい何に満足を求めると思う？」

　シェトンプルさんは何かを期待するような目で俺おれを見る。

　だけど俺はその期待に応こたえられるほどその話を理解できてはいなかった。

「わからないかな。答えは、人だよ。人は、機工ではなく人に満足を求めるのだ。……これはまだ抽象的で、もやがかかったような直感に過ぎないのだけど、私は間違いないと思っている。人が人体の素晴らしさに気づく時が、人間の動きが世界の動きを作るのだと気づく時が、いつか必ず訪れる。デハイドはその時のための道みち標しるべなんだよ。人体を活いかす試みは昔から続けられていたんだと、未来の誰だれかに夢を託すための目印なんだ」

「なんというか……深い、お話ですね」

「そうかい？　僕はそう思わないな。深く見えて、実のところはものすごく浅いよ。直感に過ぎない予想に身を任せるような、博ばく打ちな発明だ」

　そう言って、シェトンプルさんは話を区切るようにカップを持ち上げた。もうほとんど珈琲コーヒーが入っていないことは俺も知っていた。

　深い話だ。

　深くて良い話なんだけど、俺は、良い話を聞かせてもらうためにシェトンプルラボにやってきたわけじゃない……。

　俺おれは、この再走世界を変えるためにやってきたんだ。

　……もうダメだ、はっきり言わなきゃ何も変わらない!!

「シェトンプルさん！」

「む、なにかな」

「失礼を承知で、言わせていただきたいことがあります！」

　白衣を脱いで襟えりを正して、自分が真剣であることを存分に示しつつ、俺は声を大きくして言う。

「シェトンプルさんは機き工こう国こく選せん大たい会かいに出るのでしょう!?　魔ま術じゆつ聖せい国こくの王族が見に来る特別な大会です！　そこで結果を残せば、あなたはあるべき名声を手に入れる！　俺も全ぜん身しん全ぜん霊れいを持って手伝いますよ!!　だってのに、覇は気きが感じられませんよ、今のこのラボには！　優ゆう勝しよう狙ねらって、一緒にガンバリましょうよ!!」

　熱気をこめた俺の説得。

　応こたえたのは、アノの方だった。

「なーに言ってんのよ。もう大会用のデハイドは完成してるじゃない。いまから何をガンバるってーの？」

　アノの指さす先を目で追うと、俺の視線が部屋の片隅に辿たどり着つく。既に完成している完装型フルチユーンデハイド。たしかに完かん璧ぺきな完成品だ。俺が手を出すところなんて何もない。いまの時点でこれ以上手を出そうとすれば、不自然な速度で歴史を進めてしまう。歴史はトレースすべき、というネトの発想に逆らうことになる。

　二週間後、はじまりの異海鬼獣リヴアイアサンが来た時、このデハイドが暴れ回ることで彼は認められることになる。これは歴史的にものすごく重要な発明品なんだ。だってのに……発明者本人がその価値をわかってないっ……!!

　くっ……！　先の展開を知る俺がいれば必ず助けになると思ってたのに……これじゃ、俺がこのラボに入った意味がまったくない！　あのマッチョを無駄に追い出しちまっただけじゃないか！

「なにも君がそこまで自分を追い込まなくてもいいだろう。何をそんなに焦るんだい」

「焦りますよ！　なんでそんなにのんきなんですか！　もうすぐ機工国選大会なんですよ!?　この完装型フルチユーンデハイドを出展するんでしょう!?　そこで優勝すれば、きっとこのデハイドは国のメインストリームになる！　デハイドを中心に世界は進む！　それくらいの大きな歴史の分岐点なんです!!　なんでそんなにゆるいんですか!!」

　声を張り上げての熱弁。

　声量が議ぎ論ろんにおいて重要な要素であることは間違いないけれど、だからと言って声が大きければなんでも伝わるわけじゃない。

　シェトンプルさんは俺を見て、娘とよく似たキョトンとした目で、口をぽかんと開けていた。

「君は……言うことが大きいなぁ。スケールが大きい男はカッコいいね。アノが惚ほれる理由もわかるよ」

「ちちち違うわよ!!　私が惚れたんじゃないの!!　コイツが!!　私に!!　惚れてプロポーズしてきたの!!」

　ゆるい……！　空気がゆるすぎる！　こんな気合いじゃ勝てる勝負も勝てない！

　いや、出展用のデハイドがすでに完成している以上、気合いがあってもなくても変わらないのはそうなんだけど……無力感が歯がゆいんだよ、俺おれは！　なにか、なにか俺にできることはないのか!?

　……そうだ！

　逆に考えてみたらどうだ？

　シェトンプルさんのやる気を出させるんじゃなくて、他のラボの機き工こう師しのやる気を奪えばいいんだよ！　すべてのラボになんて行く必要はない、シェトンプルさんは前走では優ゆう勝しようしているはずなんだから、ライバルになりそうなところだけに行けばいい。具体的に言うなら、最有力候補と言われてるヴァーナラボとかいうところに行けばいい！

　そうとわかれば、俺の仕事はこのラボに留まって研究の手伝いをすることじゃない。

「……俺、出かけてきてもいいですか？」

「うん。あ、帰りに紅茶の茶葉買ってきてくれるかな？」

「わ、私も行くっ！　どこに行くの？」

　ラボの外に出ると、なぜかアノもついてきた。いや、好都合だ。公都の地理はまだよくわからないし、道案内をしてもらえばいいや。きっと邪じや魔まにはならないだろう。今度は脚装型レツグチユーンのデハイドを着用しているから、俺の腕に抱きついてこようとはしてこないみたいだし。

「アノ、聞きたいことがあるんだけど」

「な、なに？」

「今度の機工国選大会の……参加者リストって、どこに行けば見られるんだ？」

　俺は、俺にできることをする。

　この歴史を、正しく進めるために。
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　公都のど真ん中には、数代前の大公様が趣味で作ったという円形の巨大なコロシアムがある。趣味で作ったというだけあって国で管理するつもりは欠片かけらもないらしく、機工の試運転をしたがる機工師や、勝手にスポーツ大会を開く若者が毎日のように無断で使用している。魔ま術じゆつ聖せい国こくの王を招いての機工国選大会を二週間後に控えた今日きようでさえ、走行機を乗り回す若者たちが十数人は押し寄せてきていた。それが悪いことだとは思わないけれど。

　とにかく、俺おれの目的はただ一つ。

　コロシアム入口のボードに書かれているという、大会参加者のリストだ。

　そしてリストを見る理由はただ一つ。

　ヴァーナラボとやらの場所を突き止めることだ。

　……だったんだけど。

「いねーぞ……ヴァーナなんて……」

　シェトンプルラボ優ゆう勝しようの最大の障害が早くも消えた。

　最有力候補が出場してねーぞ、どういうことだ。

　……いや、だからといってやることは変わらない。

　シェトンプルさんのライバルになりそうな相手をチェックしておくんだ。そうしてイレギュラーな事態が発生するのを事前に防ぐ。それでいいんだ、それで正解だ。

　かたっぱしから名前をメモにとる俺の隣となりで、興きよう味みなさげにアノが言う。

「全部メモってんの？　ムダだと思うけどなー、そんなことしても」

「うっさい」

「こんなの見てどうするの？」

「大会まで二週間ある。見て回って、強力なライバルになりそうなところを探っておこう」

「やる気だなー……あたしより年下のくせに」

「年ねん齢れいは関係ないじゃん」

　親子そろってやる気がない。

　そんなゆるい心構えでいると、そのうち必ず苦労するんだからな。

　俺は身をもって体験してるんだからな。

　覚悟が決まってなかったゆえに最悪の体験をしてるんだからな。

　こういう地道でもやる気に満ちた行動ってのが大事なんだよ。

　そうに決まってる！







　──と、思っていたんだけど。

「ほーら、やっぱり意味なかった」

「うっさい……って、なんでどこもこんなにやる気がねぇんだよ!?」

　結論から言って、対抗馬になりそうなラボはなかった。なぜかって、どいつもこいつも派手さにばかり気を取られて、中身はお粗末なものばかりだ。

　だけどそれも仕方のないことだ。今回は魔ま術じゆつ聖せい国こくの王族がやってきて、審査役を務めるという。それはつまり、新しい技術を発表したとしても、「どれが新しくてどれがスゴイのか」がまったくわかってもらえないということだ。それなら誰だれも、新技術を持ち出そうとはしない。正しい評価を得られる場所ではないのだから当然だ。

「なぜ前走でジェン・シェトンプルが優ゆう勝しようできたのか……その答えは、他のヤツらのやる気がなかったからってことかぁ……？　ホントかよこれ……」

　ああ、今日きようもまた無意味に一日が過ぎていくのか。

　結局はとぼとぼと、シェトンプルラボに向かって歩いている。

　ネトは見張ってるだけでいいと言ってたけど、傍ぼう観かんするだけでいいと言ってたけど、本当にこれで大丈夫なのかな……。

「ねぇ、ジャークは何がしたいの？」

　アノの無む慈じ悲ひな質問が俺おれに刺さった。

　そうだよな、何をしたいんだと聞きたくなるよな。俺は、無残な〝赤い光景〟をかき消すために、歴史をやり直してる最中なんだ。信じてくれる？

「何か焦ってるでしょ。困ってることでもあるの？　お姉さんに話してみなさい？」

「な、なんだよ、年上ぶるなよ」

「だって年上だもん」

「そりゃそうだけど……」

　前走のこと。

　未来のこと。

　それを知らなきゃたしかに、俺って目的不明な男に見えるのかもな……。

　でも、俺がやろうとしてることなんて単純じゃないか。

「シェトンプルさんを優勝させたいんだよ……あの人はその評価に相応ふさわしい人物だし、完装型フルチユーンデハイドにはそれだけの価値があるんだよ……」

　俺は何気なく、たいして深い意味も込めずにその言葉を発したつもりだったけど、アノはそう受け取らなかったらしい。

　今は脚装型レツグチユーンデハイドがあるから俺の肩を借りる必要なんてないのに、アノは俺の右腕をぎゅっと抱きしめた。柔らかい感触が、した。

[image: ]

「パパをこんなに評価してくれる人はいままでいなかった。たぶんあなたが初めて」

「そうか？」

「私のことを評価してくれるのも、ね」

　そっちはカンペキに誤解なんだけど……まぁいいか。

「この後はどうする？」

「もういいよ……帰ろう」

「じゃあ、最後にヴァーナラボに行ってみる？」

　……え？

「でも、ヴァーナなんて名前は参加者リストに書かれてなかっただろ？」

「ううん。さっきのラボで聞いたの。ロロエ・ヴァーナって人が飛び入り参加するかもしれないんだって。それで、すごい機き工こうを用意してるって噂うわさになってるんだってさ。いわゆる遅れてきた最有力候補、隠れた本命ってヤツだね」

　リストにない参加者。

　それでいて最有力候補……？

　それって、つまり……俺おれが探していた、イレギュラー要素ってヤツじゃないのか……？

「それだ！　行こう！　どこにある!?」

「どこにって……そこに」

　そう言ってアノはまっすぐに前を指さした。

　見るとなるほど広く大きく金のかかっていそうなデカいラボが、通りの一角に建てられているではないか。シェトンプルラボみたいな安い賃貸の研究所じゃない。個人が建てたビッグでゴージャスな本物のラボだ。うらやましい……。

「……でかい」

「すごいね。ま、行ってみよっか」

　百聞は一見にしかず。

　てゆーか他にやるべきことないし、意い気き揚よう々ようと、俺たちはヴァーナラボに行くことにした。

　ドアがある。

　開いている。

　とくれば中に入るしかない。

　中に入れば、さらにシェトンプルラボとの差は浮き彫りになった。

　使用できる器材が違う。研究開発にいそしんでいる人数が違う。有り余る資金によってしか成り立たないであろう空間。

　そこら中にシートがかけられていて、秘密にされている部分が多いのも気になる。

　なるほど、最有力候補と呼ばれるのも納得の設備だ。おそらくは素晴らしい発明をしていることだろう。だが──それなら、前走でこのラボが優ゆう勝しようできなかったのはなぜなんだ？

　俺おれとアノ、二人の人間がいきなりラボに侵入してきたことに、ヴァーナラボの研究生はすぐに気づいた。そしてやたらとシルエットのデカい男がやってきた。

「お客さんですか？　スミマセン、こっちは研究所なんで、機き工こう品ひんの注文なら隣となりの販売所の方に……ってあああー!?」

　人の顔を見て叫ぶとはどんな接客態度だと文句の一つでも言ってやろうかとその男の顔を見たところ、今度は俺の方が叫ぶことになった。

「あああーっ!?　お前、あの時の筋肉！」

「スザイルだ!!」

「スザイル!!　このラボに入ることにしたのか」

　なんだ、元気そうじゃないか。

　完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめしてやったし、もしかしたら立ち直れないんじゃないかと心配していたんだけどよかったよかった。

「スザイルくん、ゴメンね、追い出すような形になっちゃって」

　アノは律儀に頭を下げた。

　別に悪いことしてないのに。

「実力が足りなければ、研究生はラボを選べない。当然のことだから仕方ねぇよ。アノのせいじゃない」

　おや、予想外にオトナな対応だ。

　良かった。追い返されるんじゃないかと思ったけど、安心した。

「そうかそうか、怒ってないようでなによりだ、スザイル」

「うっせぇ!!」

「うグぉっ!!」

　鉄板でも仕込んでんじゃないかってくらい重たい一いち撃げきが俺の腹に見舞われた。

　ぐお……まさか殴られるとは……調子に乗りすぎたか……。

「何しに来たんだお前は!!」

　おお、それでも話を聞いてくれるのか。

　やっぱり優やさしいなスザイルは。

「会わせてほしいんだ、ロロエ・ヴァーナ機き工こう師しに。なんとかならないかな」

「なんともならん！　帰れ！」

「なに!?　そこをなんとか！」

「どうにもならん！　特にお前はどうにもならん！」

「わかっちゃいるけど頼むよ、筋肉！」

「それが人にものを頼む態度か!?　呼び方くらい気を遣え！」

　どう気を遣えってんだ。これ以上の礼儀は知らぬ。

　しかしここで退ひいては目的が果たせない。ロロエ・ヴァーナとやらが前走と違うイレギュラーな存在かどうか、この目で確かめるまでは帰るわけにはいかない！

　ああだこうだと言い合う俺おれとスザイル。

　それを横で眺めているだけのアノは助けてくれる気配がまるでない。

「もういいから帰れお前は!!」

「帰れと言われて帰る阿あ呆ほうに救える世界がどこにあ……あ？」

　無駄な言い争いを続けているうちに、俺たちが入ってきたドアが開いていた。

　白衣を着た機工師が、どうやら外出から帰ってきたらしい。

「スザイルくん。もっと静かに遊びなさい。外にまで聞こえてるよ」

「ス、スミマセン！」

　白衣を着たその女性は。

　それはまさしく、「美人過ぎる機工師」と呼ぶにふさわしい大人おとなの女性だった。

　二十代の後半と見える大人の顔つきに漂ただよう気け怠だるさ。厚手の白衣越しにすら盛り上がりがはっきりわかる豊満なバスト。ネトやアノと違って全体的に肉付きが良く、短いスカートの下から伸びる太ふと腿ももがまぶしく見える。まとめるとつまりはめっちゃエロい。

　うーん、すごい……。

　胸の大きさだけならアノも負けていない気がするけど、いまの女性は体の上から下まで全部が蠱こ惑わく的てきで肉感的だ。アノに一週間抱きつかれて過ごすだけで俺はかなり我慢してきたと思うけど、あのお姉さんに一週間も腕に抱きつかれたらたぶん我慢しきれないと思う。まとめるとつまりはめっちゃエロい。

　そのあまりの魅み力りよくに視線を惹ひきつけられていたのは俺だけではないらしく、アノも同じように彼女を目で追っていた。

「ジャーク、見た？」

「ああ、見たぜ。ビューリフォーだった」

「胸元も、見た？」

「胸元も、見た。ビューリフォーだった」

「このスットコドッコイ。ネームカードをつけてたの、見なかったの？」

「え」

「ヴァーナって書いてあった。彼女が、ロロエ・ヴァーナよ」

「え!?」

　あのエロい美人がロロエ・ヴァーナ!?

　そうとわかれば恥ずかしがって声をかけるのをためらってる余裕はない！

　俺おれはくびれのはっきり見える後ろ姿に声をかけた。

「ヴァーナ機き工こう師し！　待ってください！」

　その美しいお姉さんは、ゆっくりと歩みを止めて、そして優ゆう雅がに振り向いた。

　優雅にというよりは気け怠だるそうにと言った方が正しかったかもしれないけれど、美人の行動だからやっぱり優雅にと表現しておこう。

「何か用かい、ぼうや」

　ぼ、ぼうや!?

　まさか十六歳さいにしてそう呼ばれることになろうとは。だけどその男を下に見た呼称すら自然に感じさせるその魅み力りよくは、彼女の全身から発せられている大人おとなの色香によるものに他ならない。アノ、これこそが大人のお姉さんってヤツだろ。

「いえ、あっと……機工国選大会について、ヴァーナ機工師にお話したいことがありまして」

「ほう……？」

　どこかかげりのある瞳が、俺の視線をまっすぐに捉えた。目と目が合う。途端に俺の顔が赤くなる。三秒ともたせることもできず、俺は視線を外してしまった。

　そしてヴァーナ機工師はゆっくり歩み寄ってきたかと思うと、迷わず俺の腹部に手を伸ばしてきた。ひんやりと冷たい手のひらが触れて、俺は思わず間抜けな声を上げてしまった。

「ひぅぃぇっ!?　な、何を」

「ふむ……可愛かわいい少年だな。ぼうや、歳としは？」

「え。十六歳……」

「学歴は？」

「え。グローヴトンに先日入学を」

「ということは機工師か。職しよくは？　師し匠しようは？　どこかのラボに研究生として雇われているか？」

「一応、シェトンプルラボに」

「あの優やさしい変人のところか……優秀な機工師だ。悪くないな。君、体は健康か？　持病はないだろうな？　奇妙な体質は？」

「け、健康です」

「ふむ。顔良し学歴良し体良し。入りたまえ」

　な、なんだ？

　いまの質問にいったいどんな意味があって許可を得られたんだ？

「良かったね！　じゃ、お邪じや魔ましまーす」

「あ、お嬢さん。君はダメだ。ここで待っていてくれたまえ。スザイルくん、お相手してあげなさい」

「え」

　えええー……。

　なぜダメなのかはわからないけれど、所長であるロロエ・ヴァーナ機き工こう師しがそう言うのであれば仕方ない。アノをスザイルに任せ、俺おれは一人、ロロエ機工師を追ってラボの奥へと進んでいった。




　　　　＊＊＊




　二階の最奥、陽ひが最も長く当たってぽかぽかしていそうな位置に、所長室はあった。ちなみに室温はぽかぽかしていた。

　すごい部屋だ。これが金持ち機工師の所長室というものか。所狭しと並ぶ大量の謎なぞのアンティーク品。甲かつ冑ちゆうにさびた剣にでっかい大砲に……百年以上前の戦争で使われていそうなものばっかり。まだ魔力というものが発見されず、機工なんて言葉もなかった時代の遺物ばかりだ。良い趣味してるな。おかげでものすごく狭くて居心地が悪いけど。

　お？　あの機工……高射出システムだ。魔力を利用して弾はじき飛とばすシステム。片手で持てる大きさで、しかも魔術機工でもない時からとてつもない反発力を持ってたんだよな。〝獣けものの王おう〟を倒すために作られた砲ほう撃げき型がた魔ま術じゆつ機き工こうでも使われたって話だけど、それ以上に、使用する材料が高価なせいで一つつくるのにかなり費用がかかるってことで有名だったんだよな……。

　さすが個人でここまで立派なラボを持つだけあるな……資金力が、シェトンプルラボとはまるで違うや。

　俺が座って待っていると、ロロエ機工師は紅茶とフルーツを用意してくれた。

「そんな緊きん張ちようしなくていいよ、気楽にしてくれ」

「そう？」

「そうさ。私のことも、ヴァーナ機工師だなんて堅苦しい呼び方はしないでくれ、ぼうや」

「なんて呼べば？」

「ロロエ、と」

「は、はぁ」

　呼べるか。

　オトナのお姉さんの名前を呼び捨てで呼べるか。

　そこまでの度胸は俺にはないぞ。

「幼い頃ころは、ロロエという可愛かわいらしい名前と私の容姿が辛かろうじてマッチしていたのだがな。二は十た歳ちを過ぎたあたりから、名乗るのが少しずつ恥ずかしくなってきたのだ」

「良い名前だと思いますよ。ロロエ・ヴァーナって」

「ありがとうジャークくん」

　なんで知ってんだよ。

　なんで俺おれの名前は知ってんだよ。

　もしかして、スザイルとの言い合いをかなり早い段階からドアの外で聞いていたのか？

　もしかして、俺たちが邪じや魔まで入り辛かったのか？

　心の底からごめんなさい。

「さて、聞こうか、君の話を」

　所長用のデスクに腰を下ろして、ロロエが言う。

　よし、本題に入ろう。

「じゃあ、早速。えーと」

「待った」

　いきなり話の腰を折られた。

　折るにしても早すぎるだろ。

「今日きようは少し気温が高いようだね。白衣は脱いだ方が良さそうだ」

「お、おお」

　そう言ってロロエは白衣を脱いで椅い子すの背にかけた。

　白衣の下。それを見て俺は生なま唾つばを飲んだ。

　大きく背中を空けた、ノースリーブの上着。

　体のラインに沿うようにして肌に張り付くその服が、ロロエの腰のくびれや胸の張りを目立たせている。強く張り出す胸の部分に、ついつい俺の視線は誘われていく。濃い臙えん脂じ色いろの生地と白い肌のコントラストは強く、自然と人の眼めを惹ひきつける。強きよう烈れつな引力を持つその妖よう艶えんな魅力は、花のように甘い香りを放つよう──。

「悪かったな、話を進めてくれ」

「お、おう。えーと、二週間後に、機き工こう国こく選せん大たい会かいが開催される。で、ロロエさんがそこに飛び入り参加をすると聞いたんだ」

「ふむ……そういう予定になってるね」

「そしてロロエさんの機工品こそが優ゆう勝しようの最有力候補であるとも聞いた」

「うん。評価が高くて嬉うれしいね」

「だから──」

「待った」

　またもや話の腰を折られた。

　いや聞いてからにしてくんないかな。

「やはりまだ暑いな……もう一枚脱いだ方が良さそうだ」

「おお!?」

　そう言ってロロエは上着のボタンを一つ一つ外し出した。

　ちょちょちょちょちょちょっと待ってなんで!?

　てゆーか窓開ければ!?

　目を見開いてただ驚おどろきを表現するばかりの俺おれの目前で、ロロエ機き工こう師しは上着をはだけてみせた。別にそこまで暑くはないんだけど。

　上着の下。それを見て俺は生なま唾つばを飲んだ。

　それは淡いピンクの肌着だった。歳としに似合わない少女趣味の薄い肌着が、ロロエの少女とはとても呼べない艶えん美びな魅み力りよくを持つ体を逆に際立たせている。頼りない肩かた紐ひもだけがその桃色の服を支えている。いまにもこぼれ出しそうな胸元は、触ればどこまでも指を吸い込みそうな柔らかい印象を放つ──ってなんでこの人こんなにエロいんだ!!

　スザイルといいロロエといい、このラボにはボディラインを出さなきゃいけない決まりでもあるのか!?

　慌てる俺の反応を見て、ロロエがくすっと妖よう艶えんに笑った。

　いやいや意味がわからないだろ!!

　俺は、あなたは大会の優ゆう勝しよう候こう補ほらしいですねって言っただけだぞ!?

　その色っぽい笑い方はおかしいだろ!!

　だ、ダメだ、なんか喉のどが渇いてきた。

　カップを持ち上げ紅茶を一口飲み下す。

　そしてフォークを手に、フルーツの方にも手を伸ばす。

「い、いただきます」

「どうぞ。遠慮なんてしなくていい」

　ふっくらした朱あかい唇が動くたびに、俺の視線がそこに奪われる。目を逸そらそうと視線を下げると、今度は白い太ふと腿ももがまぶしく映る……全身エロいなこの人。

「ぼうやは、果物が好きかい？」

「あ？　ああ」

「そうか。では、自由にむさぼりなさい。豊かに実った瑞みず々みずしい果実を見たら……かぶりつかずにはいられないのが人間の性さがというものだよ」

「…………」

　人間の性の話、今する必要あった？

　俺は何も言えずに、フルーツも食べられずに、そのままフォークを戻した。

「……本題に戻るけど」

「うん」

　そうだ、早く用件を話しきってしまった方がいい。

「俺おれは、シェトンプルラボの研究生です。で、シェトンプルさんの今回の発明は本当に素晴らしいものだと思ってる。なんとかして彼を優ゆう勝しようさせてあげたい。だからこうして、見学させてもらおうと思ってここに来ました」

「ふむ」

「もし、本当にロロエさんが優勝を狙ねらっているというのなら──」

「待った」

　三度、話の腰を折られた。

　ホントに人の話を聞く気があるのか？

「やはりまだ暑いな……もう一枚脱いだ方が良さそうだ」

「何枚着込んでんだよ」

　つい本音が漏もれた。脱ぐ回数より着てた枚数に驚おどろくわ。

　ところがそんな俺の正論極きわまる言葉を無視して、ロロエは肌着の裾すそに手をかけた。

「えっちょっそれも脱ぐの!?」

　脱ぐと言ったら脱ぐらしい。

　ロロエはためらうことなく、ぺろんと肌着を脱ぎ捨てた。

　俺は思わず目をつぶったが、ロロエのくすくすと小さく笑う声ばかりが聞こえてくる。

　薄く目を開けると、見えると思ったロロエの下着がどこにも見えない。代わりに、肌着にうまく隠されていた、サラシのようなタオルのような布がロロエの体に巻き付けられていた。腹部は隠すが乳の上半分は隠せていない、中ちゆう途と半はん端ぱな腰巻きの布……え、なにそれ。ここまで来るとこれは果たして本当に男子の劣情を催すに相応ふさわしいものであるかどうか検討の必要が生まれてくる。でも俺の視線はやっぱりロロエの体に釘くぎ付づけだった。

「さて、ぼうや。つまり君が言いたいことは、こうか？　辞退してほしい、と……」

　いつの間にか本題に戻ってきていた。

　その布に関する説明はないのか？

「そ、そうなんだ。どうか今回はチャンスを譲ゆずってもらえないかと思って」

「ふむ……別に構わないよ。辞退、してやってもいいぞ」

「本当に!?」

「ああ。どうせ出ようか出まいか悩んでいたところだったし。私は、今回の発明を表に出すのはまだ早いと思ってたんだよ。時期尚早ってヤツ。最有力候補なんて噂うわさがどこから流れたか知らないが、どうせうちの研究員の誰だれかが吹いたんだろう」

　なんだよ、イレギュラーな事態だと思って心配してたのに、なんともないじゃないか！

　よし、これでシェトンプルさんの優勝はほぼ確定だ！

　やったぞ！　ネト、俺おれやったぞ！

「ただし条件があるんだが、いいかな？」

「ああ！　俺にできることならなんでもやるよ！」

「なんでも？　本当に？」

「もちろん！」

「そうか。助かったよ。私も二十代後半でな、そろそろ親がうるさかったんだ」

「え」

「私は昔から理想が高くてな、なかなかお眼鏡めがねにかなう相手が見つからなかったのだよ。だが、見逃し続けた結果こんな歳としになってしまった。この際だ、少しくらいは妥協しようと思う」

「ん？」




「んじゃ、ぼうや、私と結婚してくれるか？」




　さらっとそう言って、ロロエは紙切れを一枚俺に寄越してきた。

　俺は無言でそれを見る。

　そこに書かれていた文字は。

「婚こん……姻いん……届とどけ……ってなんじゃこりゃああ!?」

　ああ!?

　結婚!?

　どうなってんだこれ!?

　会って五分で結婚!?

　会って五分で婚約者候補に入るってだけでも最高にトップスピードの恋だと思ってたけどまさかそれ以上のスピードがあったとは!!　なんだこれ、生き急ぐにしても程があるだろ!!

「さ、名前書いてくれるか？」

「ななな何言ってんだ!?　なんなんだ!?」

「見たことないか？　見たことないよな。それでいい。私は初うい々ういしい子の方が好きだ。どっちかと言うとな。もちろん、ガツガツとした子も嫌いではないよ」

「ガツガツだ!?　ウイウイだ!?」

「自分で言うのもなんだが、なかなか優ゆう良りよう物ぶつ件けんだよ。ワケあり物件でもあるがね。現品限りだからできれば即決してくれるか？」

　なんだこれ!?　なんだってんだこの展開は!?

　ど、どうする!?

　も、もし俺がここでロロエと結婚したとして、歴史に対する影えい響きようは──ってそうじゃねぇよ!!

「どうだい。あと五秒で決めてくれ。いいだろ……ぼうや」

　ピタと俺おれの手に、ロロエが自分の手を重ねてきた。

「ひぃっ!?　やめろ!!　俺の手をイジメるな!!」

「じゃあおなかはどうだろう」

「おなかぁ!?　おなかぁ!?」

「君のおなかは、なぜだかわからないがものすごくそそられる」

「何言ってんだ!?」

　人のへそを何だと思ってやがる!?

　そういえばネトも俺のへそに攻こう撃げきしまくってきたような!?

　あるのか……!?　俺の腹に何か……!!　引力というか魅み力りよくというか、そういうものが!?

「結婚!?　ちょっと待って、結婚だぞ!?　それが条件なのか!?　ホントに!?　てゆーかロロエ、お前それでいいのか!?」

「別にいいんだよ？　断ってくれても」

「え」

「その時は、悪いが全ぜん身しん全ぜん霊れいをもって君のお師し匠しようさんを潰つぶしにいくが。私の無敵の発明で」

　えぐい!!

　俺の嫁になろうとしているお姉さんがえぐい!!

　誰だれか助けて!!

「なぜためらう？　おかしいな。軽く服を脱いでみせれば、若い男子はコロッと落とせると雑誌に書いてあったのに」

「いやいやその結果が結婚ってどこまで落とす気なんだよ!?　コロッどころじゃねぇよ!!」

　そんなくだらない理由でさっきから服脱いでたのかよ!!

　えっ!?　あれ!?

　この人、もしかして、いつ若い男の子が来てもいいように重ね着してたのか!?

　バカじゃないのか!?

　このぶっ飛んだレディから俺はいったいどうやって逃げればいい!?

　もうどうしようもない。未来のために、俺はこのお姉さんと結婚しなきゃならないのか!?　いや、別にあんまりデメリットはないんだけど、よくよく考えればすごく嬉うれしい状況なんだけど、混乱しすぎてもうどう対応していいかわからん！

　ところが救いは、思ったよりすぐにやってきた。

　どこからやってきたかと言うと、窓の向こうからやってきた。

「ちょっと待ったぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　パリンとガシャンと派手にガラスをぶち割って、アノが窓から飛び込んできた。

　デハイドの力を活いかしまくって、まさか二階までジャンプしてくるとは……。ちょっと待ったって、むしろお前の方がもうちょっと待った方が良かったんじゃないかと思われるほどに無む謀ぼうな行動とりやがって……。

「おいおい……ジャンプしてきたのかい？　すごいね」

「そうよ！　するわよ！　ジャンプくらい！」

　脚あしが悪いはずの女の子を、建物の二階まで跳ちよう躍やくさせる圧倒的な強化性。さすがシェトンプル製せいの脚装型レツグチユーンデハイドだ。

「話の内容!!　外からでも聞こえてたわよ!!　何言ってんのよこのおばさんは!!　絶対に認めないわ!!　その人は!!　シェトンプルラボの跡継ぎになるってもう決まってんのよ!!　リザーブドなのよ!!」

「お。良く見てみれば、シェトンプルのお嬢さんか。ごきげんよう紅茶はいかがかな」

「いただくわ──ってそうじゃなくて！」

　平静を失ったアノが全力で叫び続けている。

　それを聞くロロエはまったく動じない。ただアノが叫ぶに任せている。

　子どものわめきと大人おとなの余裕……。

　会話になっていたのかどうかは不明だが、あらかた不満をぶちまけ終えたのか、アノは俺おれの手を強く握り、俺を窓に引っ張ろうとする。

「帰るよジャーク!!　ほら早く!!」

「いや、窓じゃなくてドアに向かってくれよ!!」

「おや、もうお帰りかい？　じゃあ、式の日取りを決めるのはまた今度にしようか」

「なにもう婚約した気になってんのよ!!」

　アノに引かれ、俺は狭い所長室のドアに向かう。

　これ以上は建設的な会話はできないだろう空気になったところで、ようやくロロエがまともなセリフを口にした。

「ぼうや。あまり褒ほめられた行動とは言えないが、自分の師し匠しようのため、ここまでやってきた君の行動力に報むくいてあげよう。ぶっちゃけ、大会用の機き工こうなんて全然完成してないんだ。完成の目め途どすら立ってない。シェトンプル機工師に、健けん闘とうを祈ると伝えておいてくれ」

　さっきまでと言ってることが全然違う……。

　どこまでが本当で、どこまで噓うそなんだ？

「ロロエ機工師……どこまで本気なんだ？」

　ロロエは色っぽい仕草で前まえ髪がみを払うと、静かに微ほほ笑えんだ。

「どこまでも本気だよ。私は隠し事こそ大好きだが、偽いつわることは好まない」

「…………」

　イレギュラーな要素。

　前走との違い。

　まだ完成していないというセリフ。

　出場する気はないという言い分。

　どこかが引っかかる。

　何かが腑ふに落ちない。

　だけどそれ以上には何も気づきようのない不確かな感覚。

　これがただこの人の飄ひよう々ひようとした態度によるものならいいんだけど……。

「いつまで見つめ合ってんのよ!!　行くわよ!!」

　そう言って、アノは乱暴に俺おれを引っ張った。

　その時、ちょうどドアを開けて研究員が一人、所長室に入ってきていた。所長に挨あい拶さつもなしに入り込むずぼらな振る舞いはどうかと思うが、まわりを見ずにドアに突進したアノにも非がある。

　二人は勢いよく衝しよう突とつし、アノは俺ごと倒れ、研究員の方は持っていた機工部品を部屋の中に投げ出してしまった。

　部屋の中央に置かれたもの──それがさっき見た高射出システムであることを、俺はすぐに理解した。と同時に、その危険性にも気づいた。

　ギギギギと嚙かみ合あわない金属の擦こすれ合あう音がする。

　落とした衝しよう撃げきで壊こわれたのか？

　そのうえ青い光が漏もれてる……ってことは起動してる!!　ヤバイ、この場で暴発するぞ!!

　爆ばく発はつになるかもしれない!!

　破片が飛ぶ……!!　たしか前走で戦せん闘とう前に実習をやったはず──飛来する攻撃、遠くから何かをしてくる敵に対する対処は──距離を潰つぶすこと!!

「伏せろ!!」

　ロロエは既に机の下に隠れていた。アノに至っては言われるまでもなく床に伏せっていた。だから俺はアノの前に飛び出して──いやデハイドがないから危険極きわまりないけど、もうそんなこと言ってる場合じゃない!!

　所長室の隅に置かれた甲かつ冑ちゆうの鉄てつ槍そうをもぎ取り、そして暴走する高射出システムに向かって突きつけた。直線的に飛んでくる攻撃に対しては──早い段階に何かに当てて、軌道を変えてしまえばいい!!

　体に力を込めて、痛みに耐えるためキツく目をつぶった俺の前で、破裂音が響ひびいた。そして、槍を通じて俺の腕に尋常じゃない衝撃が走る。

　直後、先ほど聞いたより強きよう烈れつな勢いで窓ガラスが割れる音がした。

　ゆっくり目を開けると、壊れた高射出システムが変わらず部屋の中央に転がっていた。導線回路が切れたのか、青い魔ま力りよく反はん応のうはすでに消えていた。

　机の下に隠れていたロロエが顔を出す。

　廊下に避難していた研究員があわあわと自分の口もとを手で押さえている。

　俺おれも、アノも、ポカンとしたまま部屋の中央を眺めている。

　一いつ瞬しゆんの静寂。

　……誰だれもケガはしていない。

　窓ガラスは……完かん璧ぺきに砕け散ってしまったけど。

「……弾はじいたのか？　そんな槍やりで……!?」

　机の下から顔を出して、ロロエが俺をじっと見つめている。

　いや、別に槍で飛んでくる破片を弾いたとかじゃないんだけど。たしかにそう見えたかもしれないけど、完全に偶然だ。こっちに向かってこないように槍をそこに突きつけておいただけだし。

　それでもロロエは驚きよう愕がくしているようで、わずかに瞳ひとみを大きくしている。

「……ゴ、ゴメンナサイ」

　この事態は自分のせいであったと判断したらしく、アノが素直に謝しや罪ざいの言葉を口にした。わずかに涙声だった。腰が抜けたのか、なかなか起き上がれないでいるアノに手を貸してやる。

「……それにしても素晴らしい判断だったね、ぼうや」

「あ？」

「よくあの一瞬で、お嬢さんを庇かばおうと判断できたねと言っているんだよ」

　そうは言うけど、だって他に選択肢なかっただろ？

　デハイドなしとはいえ、さすがにアノよりは俺の体の方が頑丈だろうし……あっ!?

　なんで私の方を守らなかったんだって意味か!?

「い、いや、だってロロエは遠かったから！　机に隠れられただろうしさ！」

「そういう意味ではないのだが……まぁいいさ」

　ロロエは表情を崩くずさない。

　いや、けっこうな事態が起きたんだからもう少しドキドキした感じを見せてくれてもいいんだけど。そんなところにまでオトナの余裕をにじませなくてもいいのに。

「ああ、窓の弁べん償しようはしなくていいよ。厚着しすぎて暑かったからちょうどいい。その代わりといってはなんだが、一つ約束してくれないかな」

　なにもなかったかのように、平然とロロエは約束なんて言葉を口にする。

「大会用機き工こうがまだできていないと言っただろう？　その理由は単純で、大会用でない機工を開発中だからなんだよ。いま暴発して壊こわれたものが、私が心血を注いで作ってきたものなのだが」

「ご、ゴメンなさぁい……」

「いや、いや、怒っていないから気にしなくていいんだよ。壊れたことは問題ないんだが、ほら、すぐ壊れるものだなんて悪評が流れては公こう国こくの特許認定を受けづらくなる。だから今日きようのことは、秘密にしてくれないかな？」

　たしかに、これは嫌な噂うわさを流されてもおかしくないな。

　納得だ、約束しよう。きちんと黙っておく。

「どうだい、ジャークくん。内緒にしておいてくれるなら、大会には出ないでおいてあげるよ」

　なんだ、その条件？

　黙ってるだけでいいのか？

　願ったりかなったりだぞ。

　俺おれは深く頷うなずいた。

「……断る理由がない。ぜひお願いしたい！」

「お嬢さんも、約束してくれるかな？」

「も、もちろんです……」

「よかった。では、掃除があるので、お話の続きはまた今度にしようか」

　ロロエの言葉に従うように、俺とアノは終始無言でその場を後にした。

　シェトンプルラボに戻るまで、お互い何も言うことができなかった。

　……ロロエの大会参加は阻止したんだから、これで問題ないはずなんだけど……どうもカッコよくない終わり方だな……。

　ネトがいたら、きっともっとスマートにやったんだろうなぁ。

　いつも何を考えているのかよくわからないけれど、てゆーかこの再走世界の歴史をどうしていくかってことしか考えていないような気がするけど、ネトはあらゆることをテキパキとこなしてくれる。

　俺から見れば頼れる存在だけど、ネトの方はいったい誰だれを頼ることができるんだ？

　こっちはたぶんもう大丈夫……だけどあっちは？

　魔ま術じゆつ聖せい国こくは、ネトの方は、どうなってるんだろう？
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　人を騙だますこと。

　前走からそんなことをしてきたわけではないし、そもそも噓うそを吐つくことは好きじゃない。

　だけど必要があれば、ためらうつもりはない。

　私が〝先読みの力〟を持っていると語ったのは、弟で子したちに自分の能力を認めさせるためだ。しかし、他にも有効に使える機会があるのなら、当然私はこの噓を利用する。遊びじゃないのだから。好みの問題など関係ない。

　スァンを経由して〝先読みの力〟について姫に伝えたところ、すぐに助言人の地位が与えられた。そのおかげで、一週間前には入ることを許されなかった作さく戦せん会かい議ぎ室しつに、私は呼び出されていた。

　席につくのはアウクス姫にファブロ大臣、スァンをはじめとする数人のグランデ。そしてまわりを囲むように、数十人の助言人が後ろに立っている。

　私もいまは助言人の一人として、会議室の壁かべ際ぎわに立ち尽くしている。こんな形でまともな議論ができるかどうかは疑問だけど……いまはそんなことどうでもいい。

「……というわけで、大部分は機き工こう側がわで人員を配置してもらっています。国境から公都までの道のりもすでに機工の兵が……」

「……兵よりもむしろ、他の人員をどう減らすかが問題です。大がかりな動きになればなるほど……」

　今日きようの議題は、機工公国とはどういう国か、何を警けい戒かいしなくてはならないかという話だ。

　それに応じて、警けい護ごのために入る魔ま術じゆつ師したちの人数や装備が変わってくる。

　アウクス姫とファブロ大臣はまったく異なる意見を持つようだが……。

「今回は五チームほど！　グランデ五人がそれぞれ十五名の上級魔術師を連れ、五チームでお守りいたします！　二チームは常にアウクス様のおそばに！　二チームは周囲の警戒を！　一チームはすでに機工の国の国民を装って忍ばせてあります！」

「それは過剰です。かつてお父様とお母様が招待された時は、警護は二チームだったと聞きます。他は機工公国の兵が警護に当たってくれたと」

「なりませんぞ！　かつてはかつて、いまはいま！　よろしいですな!?　よろしいですな!!」

「いえ、やっぱり──」

「もうよろしい!!　続きは明あ日すまた!!　明日には資料を揃そろえ、必ずその首を縦たてに振らせてみせますぞ!!　では解散!!」

　ファブロ大臣は結局、強引に議ぎ論ろんを打ち切った。それに抵抗する者はいない。

　それを見て、ドアに近い順から助言人たちが退室していく。そして私も出ようとした時、アウクス姫が私の名前を呼んだ。

「ネト・プラトリオ。あなたは残ってくれますか？」

「はい」

　……かかった。

　今日きようの会議で一度も発言をしていない私に話を聞きたがるということは、小細工が上々のようね。後でスァンにお礼を言わないと。

　私と姫以外の全員がいなくなるまで待った後、彼女は不安そうな声でこう切り出した。

「あなたには先読みの力があると聞きました」

　私は、未来視をしているわけではない。私にとっての過去が、この再走世界における未来であるというだけのこと。だけどその特異性を活いかさない手はない。

　ある程度未来予知の真ま似ね事ごとをしてみせれば、私の力が噂うわさになるのは予想できた。後はスァンを通してその噂を伝えれば、うまくやれば私をそばに置いておきたいと考えるかもしれないと読んだけど……こうもうまくいくとは。

「彼らがこの国を攻めようとしているというのは本当なの？　長く平和を保ってきたのに。相互不干渉こそ和平の証あかしとしてきたのに。対たい魔ま術じゆつ師し用ようの兵器を開発しているというのは本当なのかしら？　それなら私は……私は、三日後の機き工こう大たい会かいを観みに行いったところで殺されてしまうの？」

　アウクス姫……彼女には機工の国への信頼をもってもらわなくてはならない。そうしてはじめて魔術機工を生み出す土ど壌じようが出来上がる。

　だというのに、彼女は助言人たちに意見を支配されている。これは困る。

　そこから解放される最もシンプルな手段は、彼女自身が助言人以上の知ち識しきを持つことだ。ゆえに私は与えてやればいい。彼女に、助言人では手に入れようのない知識を。

「アウクス様。たしかに私は〝先読みの力〟を持ちます。しかしそれは霧きりの奥の人影のようにおぼろげな姿を見るのみです。もし姫様が本当に機工公国のことを知りたいのであれば、姫様ご自身の眼めによって見定めるべきかと存じます」

「え……？　それはどういう意味ですか……？」

「機工公国に足を運び、彼らの機工兵器開発現場を直接に見るのが最良かと」

「それはそうだけど……どうやって？」

「私がお連れいたしましょう。機工公国に、いますぐ」

「……どういう意味かしら？」

　ここは視線をそらしてはいけない。

　こちらの本気を疑われてはならない。

　この提案の裏にある、私の真意を見抜かれたらおしまいだ。

　しかし真剣であることさえ伝えれば──彼女は、人の誠意には真正面から応こたえようとする。

　わずかな沈黙の後、姫は穏おだやかに首を横に振った。

「あなたの提案はとても魅み力りよく的てきだわ。自分の目ほど信じられるものはないもの。……だけどそれは無理です。とても許されたことではないわ」

「許されたことではない……ですか」

「ええ。助言人たちは反対するだろうし、ファブロもあれこれ文句を言うだろうし、スァンあたりは危険すぎるって激げき怒どすると思うの」

　私はその返事に良い傾向を見る。

　彼女は自みずからの行動の可否を、『許されるかどうか』で考えている。

　さらにそれは、王としての誇りがその安直な行動を自制するかどうかという話ではない。

　周囲の人間が許さないと言っている。

　彼女は、自分の意志で行動することに慣れていない。

　裏を返せば、信頼する人物の言葉に忠実ということだ。

　信頼を勝ち得ることに成功すれば、この姫様は裏から操れる。

「ご自身のお考えを優ゆう先せんすべきかと」

「……人の話は聞くべきよ。どんなに自分が正しいと信じていても」

　憂いを感じさせる言い方。

　……助言人の言葉、ファブロの進言、あんなものに囲まれていて本当に賢けん姫きとまで呼ばれることになるだろうかとは疑っていたけれど……。

　言いなりの人形、なわけがないわよね。

　思っていたほど簡かん単たんにはいかないかもしれない……。

「ネト。あなたは、孤独を怖いと思ったことはないの？」

「ありません」

「孤独を好む人間は信用ならないわ。孤独を好む人間は、秘密を愛する人間だから」

　背中が汗をかく。表情がひきつる。

　……このシーンで失敗をするわけにはいかない。ここは、絶対に、間違えてはならない。

　できる、私ならできる……。

　隠し事なんてしていませんと、ヘタに否定はしない方がいい。

　まずは、信頼を取り戻すこと。

「私と同じ意見を持つ人間は他にもいます。たとえば、いま部屋の外で見張りをしているスァンもそうでしょう」

　アウクス姫は小さく笑った。

　きっと冗談だと思ったのだろう。

「信じられませんか？　ならば聞いてみましょう」

　私はドアをノックする。

　するとすぐに、ドアの外で待機していたスァンが顔を見せた。

「何か御ご用ようでしょうか」

「あっちっ違うの！　何もないので、外で待っていてください」

　姫様はなぜスァンをこれほどまでに怖れているのだろう。

　あの男、姫様の前でいったい何をしてみせたのかしら……。

「スァン。いまからアウクス様を機き工こう公こう国こくにお連れしてくるわ。ただの視察よ。だからあなたは見て見ぬフリをしなさい」

「……お帰りをお待ちしております」

　えっ、とアウクス姫が小さく驚おどろきの声を上げた。

「お、怒らないの……？　危ないからダメと、言わないの……？」

「ネト様がついていらっしゃるなら問題はないでしょう。夜風は冷えます。もう一枚、何か羽は織おられた方がよろしいでしょう」

　そう言ってスァンは自らのローブを姫様の肩にかけた。大きすぎるでしょう、それでは。そういうところは気が利かないのよね……。

　姫様の方は事態がうまく吞のみ込こめていないようで、ぽかんと口を開けている。

「大丈夫です。怒ったりさせませんよ。彼は私の弟で子しですから」

「えっ!?　あなたの弟子……!?」

　驚きよう愕がくも当然。

　この年ねん齢れい差さとスァンの立場を考えれば、なるほど不ふ思し議ぎな関係に見えるだろう。アウクス姫を混乱させてしまうかもしれない。

　混乱は悪くない。彼女の判断力が麻ま痺ひしている方が、私としては話しやすい。

「では、参りましょうか」

　私は手を差し出した。

　冷静に考えれば、スァンが許可を出したからといってこんな危険を取るべきではないとすぐにわかっただろう。しかし混乱の最中にいる姫様はぼんやりとした面おも持もちで、操あやつられた人形のように私の手を取った。

　彼女に心変わりする暇ひまを与えないよう、私は素早く窓を開き、彼女の体を抱きかかえて、一気に空へと飛び出した。
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　不気味なほどに、星のない夜だった。

　眼下の街まちにはいまだわずかに光が灯ともっているが、すでにほとんどの国民は眠りについているだろう。

「ここが機き工こう公こう国こくの公都、フェンテスです」

「そ、そうなの……」

　私の腕の中で、震えながら姫が答える。

　この高度が恐ろしいのか、ちらりと下を見るとすぐにまた私の肩口に顔を押しつけた。空を飛ぶのがはじめてであればこの反応も仕方ない。

　純白のドレスを着たアウクス姫を街中に下ろすことはできない。私はあえて公都の端に、何もない荒地まで移動してから彼女を自分の腕から下ろした。

　一面の平野。

　機工の実験場。

　何もない土地。

　その光景を見て、アウクス姫は不ふ思し議ぎそうに呟つぶやいた。

「どこにあるの……？　機工兵器の開発現場というものは……」

「ここです」

「ここ……？　何もないじゃない？」

　疑問に満ちた彼女の瞳ひとみが、私の眼めを見つめている。

　私に答えを求めている。

「ここに、これから建てられるのです、私の〝先読みの力〟はそう告げています」

「これから……？」

「はい。彼らはまだ戦うことを考えていません。明あ日すの機工国選大会に招待されたのは、攻こう撃げきのためでなく言葉通り友好のためでしょう」

　そう言うと、姫様の表情が一気に明るくなった。

「じゃあ、ファブロの思い過ごしなのね!?　戦いなんて起きないのね……良かった……」

　素直な性格。

　真意を隠しきれない性質。

　なんて素敵なお姫様なのかしら。

「いいえ、それは違います」

「え……？　どういうこと……？」

　不思議な体験。はじめての経験。

　この状況では、頼れるものが私しかいない。私の言葉しかない。

　さぁ、聞いて。

　そして信じるのよ。私の言葉を。やがて来る未来を。

「私の〝先読みの力〟は、海より現れる怪物の脅きよう威いを告げています」

　私は語り出す。

　異海鬼獣リヴアイアサンのことを。

　来週訪れる化け物のことを。

　彼女がそれを真実と思い込むに至るまで。

　敵地に一人。無防備なお姫様。いま私が裏切ればたやすく命を落とすであろうことに、このお姫様は無自覚だ。自分が、私に逆らえる状況にないことに気づいていない。気づかずに、私の話を聞いている。受け入れている。

　これでいい。

　〝先読みの力〟を持つ者は私をおいて他にいない。

　その真偽を、御ご自じ慢まんの助言人たちに聞くこともできはしない。

　となれば、姫様は私の言葉に対して妄信するか無視するかの二択でしか応こたえられない。

　答えは明あ日すにでも出るだろう。明日、姫様がファブロの警けい備び計画に何を言うかでおおよそ彼女の結論は読み取ることができるだろう。

　やはりこのお姫様は欠かせない。

　再走の世界を存分に走りきるのに、この子は絶対に必要になる。

　荒野をたっぷり眺めた後、アウクス姫は私のそばへと戻ってきた。そして私の首に腕を回し、肩口に顔を預けてきた。抱えて飛べ、という意味だろう。

「帰ります。もう十分です」

「はい」

「帰りは……」

「はい？」

「帰りは、あまり速度を出さずに飛びなさい」

「かしこまりました」

　怖いという一言が言えない性格。

　無理のある役割。重すぎる責任。

　私がお救いいたしましょう。あなたを傀かい儡らいにすることで。

　輝きなき夜空へ。標しるべなき暗くら闇やみへ。

　私はアウクス姫の体を抱いて、一気に上昇した。




　　　　＊＊＊




　翌日の朝、姫様はファブロを会かい議ぎ所しよに呼び出した。

　通常業務をこなしている私がいることを知っていたのか、それとも意図せずにかはわからない。だが、結果をすぐに聞かせてくれるのはありがたい。

　私の隣となりで書類を整理しているミーシャが、何の話でしょうかと耳打ちしてくる。私にも、どう話が転ぶかはわからない。

　どっち……？

　アウクス姫はどちらを選んだ？

　私の言葉を信じる方か……またはその逆か……？

「ファブロ。やはり、警けい備びについてはあなたに任せることにしました」

「おお、おお、やっとわかってくださりましたか！」

　ファブロに任せる……ということは、私ではなく彼らの言葉を信じたか……!?

「ただし一つだけ、お願いがあります」

「はて、何でしょうな。ワシにできることなら」

「ネト・プラトリオを同行させなさい」

　私は、来週の機き工こう公こう国こく訪問には仕事を与えられない予定だった。

　だから当日は、まわりにバレないように機工公国に忍び込むつもりだった。

　だけど姫様のご指名とあれば、大手を振って参加できるというもの。

「たしかに力のある魔ま術じゆつ師しではありますが……新人ですぞ？」

「いいんです。彼女は優ゆう秀しゆうですし……それに、何より面白い話を聞かせてくれます。私の話し相手として同行させたいのです。いいでしょう？」

　少しだけ強気な、反論を許さないような口調。

　それはきっと、言いなりで終わるつもりはないという意思表示。

「はぁ……」

　気分が高こう揚ようしている。

　こんなに気分の良い朝は何年振りかしら。

　もう少し……もう少しです、エウヴァルセウ様……。

　できる。いまの私なら、絶対に再走世界を誘導していける……！

　隣にいるミーシャが私の腕を肘ひじでつついた。

「ネトさま……」

「なぁに？」

「なんだか……ダークなスマイルをしてますよぉ……？」

「そんなことはないわよ」

　とっさに否定したけれど、たしかに私の口くち許もとは緩ゆるんでいた。

　すぐに引き締めようとしたが、どうにも自制が効かなかった。

「そんなことないわよ」
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　やれるだけのことはやった。

　より正確に言うなら、結局のところたいしたことはやらなかった。

　エウヴァルセウ様がいなくて困ってるのは魔ま術じゆつ聖せい国こくの方だし、はじめからやらなきゃいけないことなんてなかったんだから当然なんだけど。

　今日きようまでネトから連絡がなかったってことは、あっちの方も問題なく進んでいるんだろう。

　歴史的には緊きん張ちよう高まる『その日』が近づいているっていうのに、どうも俺おれの心証的には危機感が足りていない。

　前回ネトと会ってから二十日が過ぎ、ようやく明日あしたにははじまりの異海鬼獣リヴアイアサンが攻めてくるというその前日。

　約束通り、ネトと再会するためガラド・バラグルの森に向かった。

　公都を離れ森に入り、わずかに汗をかきながら歩いていく。

　無性に暑く感じているのは、デハイドを着込んできているからだ。明日に備えて、もう一度魔ま力りよくを充じゆう塡てんしてもらうためだ。

　だけど、三週間前に会った場所にネトの姿はなかった。

「おーい……ネト……？　いないのかー……？」

　返事はない。

　倒れた木があるから、場所は間違ってないはずだ。几き帳ちよう面めんなネトが時間に遅れるわけがない。

　……結論。探しに行った方がいい。

　三週間前に会った男たちにまた絡からまれてるのかもしれないし。前は俺が追い払って事こと無なきを得えたけど、今度はネトが半殺しにしちゃってるって可能性もあるしな……。

　しばらく森を歩くと、川が流れている音が聞こえてきた。さらに進むと、川のそばの枝にいくつかの服がかけられているのを見つけた。紫のローブ……これなら、魔術師なら誰だれでも羽は織おっていそうだけれど……こっちはそうはいかない。緑色のネクタイ。これはたしか、グランデの証あかしだ。間違いない。ネトがこの近くにいる。

　少し川の周りを見ると、俺はすぐに彼女の姿を見つけた。

　薄い布を体に巻いて、川の流れを体に受けながら、ネトは岸部で静かに横たわっていた。

　一いつ瞬しゆん最悪の結果を覚悟して、俺はネトのそばへと走っていく。怖れるようにゆっくりと、音もなく歩み寄る。だけど、彼女が浅く呼吸をしているのを確認して、ほっと胸をなでおろした。

　良かった、ただの水浴だ。

　布を纏まとっている時なら、水浴中に近づいてもネトは怒らない。それはもう経験済み。俺おれは安心して、川岸で眠るネトの隣となりまで移動する。

　だけど途中で足を止めることになった。

　これ以上は近付いてはならないんじゃないかと、頭の中の何かが警けい鐘しようを鳴らしている。

　あらためて見つめるネト・プラトリオという少女は、息をのむほど美しかった。

　端整な美び貌ぼうは清流の中で水すい晶しようのように涼やかな美しさを放っている。切れ長の瞳ひとみもいまは自然と閉じられていて、いつものキツい印象は微み塵じんも感じられない。濡ぬれた水浴用の布が体にぴたりと張りついて、彼女の均整のとれた体の形を浮かび上がらせていた。

　それはまるで造花のような。

　それはまるで氷像のような。

　押し固められた凛り々りしさの結けつ晶しようのようだった。

　俺が近づいてきてもまるで気にせず水浴を続けるネトに、俺は茶化すような言葉を投げかけた。

「こんな時に水浴かよ。待ち合わせの場所にいないから、何かあったんじゃないかと心配したぞ」

　ネトは答えない。

　聞こえていないはずはないのに。

「今日きようはそんなに暑かったか？」

「……魔ま力りよくは島全体から流れ出てる。だけど、どこも一定量が放出されてるわけじゃない。極端に弱いところもあれば……極端に強いところもあるわ」

「ネトも魔チ力ヤ充ー塡ジしてる、ってわけ？　あ、だから魔ま術じゆつ師しって水浴したがるんだ。……それって、明日あしたはたくさん魔力を使うだろうってこと？」

　またしてもネトは答えなかった。

　ネトは瞳を閉じたまま、川の流れにただ浸つかっていた。

　その美しい姿に、俺はネトの現状を直感で理解する。

　彼女は、生きながらにして死んでいる。

　進んでいるように見えて止まっている。

　張りつめた神経。疲れ切った精神。

　癒いやしではなく、休息を必要としている。

　それは、生き急いだ代だい償しようだ。

　ネトは魔術聖国でただ一人、針の進みの早い時計を持って生きてきた。その反動がいま、こうして俺の前で可視化されている。

　横になって、死んだように眠っている。

　眠ったように休んでいる。

　休むように泣いている。

「泣いてるの？」

「泣いてないわ」

　はっきりと、ネトはそう答えた。

　まぶたを閉じたまま。涙を流しながら。

　その涙の理由を、たぶん俺おれは知ってる。




　──この事件さえトレースできれば、私たちの生きなおしの九〇パーセントは終わるのよ




　ネトはこれでほとんど大丈夫になると思ってる。やるべきことはほとんどやったと胸を張って言えると思ってる。誰だれに対して胸を張るのか？　それはもちろん、禁術の代だい償しように歴史から除かれた師しに、だ。

　なんてことだ。

　いまさらになって思い知るなんて。

　自分とネトの、覚悟の違いを。

　ネトはこの七年間、明日あしたのために生きてきた。大だい魔ま術じゆつ師しの遺志のために生きてきた。

　明日でようやく、悲願をほとんど達成したと言えるかもしれないんだ。

　明日でようやく、彼女はほんの少しだけ、気を抜くことができるかもしれないんだ。

　……それは逆説的に、彼女のこれまでの生きなおしが、まったく気の抜けないものであったことを語ってる。

　再走世界の魔術聖国は、エウヴァルセウという大天才を欠いていた。それを補うのは自分の役目だと、ネトはずっと俺にそう言い張ってきた。俺はデハイド制作にかまけるばかりで、そんな大事な仕事を、彼女一人に押しつけてきてしまった。

　俺は彼女の顔に手を伸ばした。

　その涙をぬぐおうと思ったからだ。

　だけど触れるその直前に、彼女の口が開いた。

「泣いてないって言ったでしょ」

「……ゴメン」

「手」

「え？　何？」

「手、握ってて」

　俺は言われるままに、水の中に沈む彼女の白い指をすくいあげた。

　エウヴァルセウの手を握ったまま、ネトは再走の世界にやってきた。彼女は、握りしめていた手を突然に失った。その喪そう失しつ感かんを埋めるために、いまもこうして、俺なんかの手を強く握りしめている。

　もう二度と、この手を離してはならない。

　二周目の世界。この再演の舞台で、なによりも変わったのはきっと、歴史の流れなんかじゃない。変わったのは──変わってしまったのは、ネトなんだ。

　俺おれたちが支払った代だい償しようは、エウヴァルセウという天才の存在だけじゃない。俺が知らなかっただけで、ネトの七年間すら、俺たちは世界に支払っていたんだ。

　胸の奥に、黒い鉄の球たまが沈んでいく。ズシンと、取り除きようのない感覚がかぶされる。

「……こっちはなんとかなりそうよ」

「何の話？」

「もちろん、明日あしたの話よ。エウヴァルセウ様の不足はなんとか補えるって言ったの。質は量でカバーする。グランデの数は前走の三倍になる。このままなら、グランデの数は三年後には前走の十倍になる。もう、彼はいなくても大丈夫よ。彼は元々人前に出たがるタイプではないし、外交的に必要な人というわけでもなかった」

「そっか。……ゴメン、言わなくてもいいこと言わせて」

「何のこと？」

「エウヴァルセウ様のこと。辛いよな。人格者だったというからなおさらさ」

　ネトは不ふ思し議ぎな顔をしている。

　なんだよ、その反応。

　不可解なのは俺の方だぞ。

「エウヴァルセウ様は別に、指導者に相応ふさわしい人格の持ち主ではなかったわよ」

「は？　何言ってんだよ、人格に優すぐれた偉大な方だって噂うわさだったぞ？」

「私が流したのよ、その噂。そうしないと、兵士のまとまりが悪くなると思ったから」

「へぇ……知らなかった」

　そもそも、ネトからエウヴァルセウ様のことを聞いたのはこれがはじめてのことかもしれない。その手の話題はお互いに、意図的に避けてきたから。

「彼は神経質で、独特な感性を持つ、本物の天才だった。それでいて変人で、魔術を通してしか人と関われない人だった。泣いてる子どもに声をかけることができなくて、花屋を倒とう壊かいさせたこともあるんだから」

「泣いてる子どもと……花屋？　繫つながりがわかんねーよ？」

「たくさんの花があれば喜ぶと思ったんだって。キレイな花を増やして大きくして……動かし踊らせ跳はね回まわらせて……店中の花を街がい頭とうでパレードさせちゃったの」

　俺は想像する。

　その現場を。

　踊り狂う花々を。

　走り、滑すべり、舞い上がり、揺れては跳はねて、鮮やかな行進が世界を彩いろどりゆく。

　呆あつ気けにとられる通行人と、青ざめた顔の花屋の店主。

　そしてたぶん、口をポカンと開けてその様子を見つめる小さな子ども。

　面白おかしな光景。大がかりな魔ま術じゆつ。図抜けた才能。

　すべては、一人の子どもを笑わせてやるためだけに。

　いびつで、拙つたなく、それでいて斬新で鮮やかな、やり方。

　人格者でないってのはつまり、うまく外面を整えることができないってことだ。ネトが言わんとしているのは、たぶんそういうことだ。

「バカな人でしょう。そんなことしたって、流行はやり病やまいで親を失ったばかりの女の子が笑えるわけがないのに」

「それはわかんないだろ。ちゃんと笑ってくれたかもしれないだろ」

「わかるわよ。私はその時、ちっとも笑ってなかったんだから。私はずっと、しかめっ面つらで花を操あやつるあの人のことを見てたわ」

　無表情で昔話を語るネトに、俺おれはまた同じ質問をしそうになった。だけどすぐにやめた。きっとネトはまた、泣いてないって答えるだろうから。

「ジャーク」

「ん」

「向こう、向いててくれる？　服を着るから」

「あ、あ、ゴメン」

　手を離し、俺はすぐにネトに背を向ける。

　ネトは俺の慌てた様子などまるで気にせず、静かに立ち上がった。体についた水を魔法でかわかし、そして枝にかけられていた服を魔術で手元に呼び寄せては一枚ずつ着直していく。やたらと大きく聞こえる衣きぬ擦ずれの音が、俺の心音のリズムを狂わせていく。さっきまで平静を装っていた体がわずかに体温を上げる。

　服を着終えたネトは、何も言わずに俺のデハイドに魔力をチャージしてくれた。これで明日あしたも全力で動けるだろう。もちろん、全力を出さなければならないような事態に陥おちいらないってのがベストだけど。

「ブーストは何回できる？」

「瞬しゆん間かん的てきな利用なら七回ほど。一回使うごとに敵を一体倒したとしても、敵の殲せん滅めつには程遠い。わかってるでしょうけど、もし戦せん闘とう行こう為いが必要になった時はすぐに私のところに来て。補充役なしで戦おうとしないで」

　そんなのことはよくわかってる。俺だって機き工こう師しだ。

　魔術師のサポートなしじゃ、いくらデハイドがあっても生き残れないってことくらい知ってる。

「で？」

「え」

「報告することは？」

　いつの間にか、ネトはいつも通りに戻っていた。

　もう、さっきまでの弱さや危うさはどこにも見られない。

　叱られてしまわないよう、俺おれもマジメに答えることにする。

「特にないよ。不安なところはだいたい確認してるけど、問題になりそうなことはなかった。俺がしたことと言えば結局、三週間女性に振り回され続けただけだったよ……」

「明日あしたは大丈夫なんでしょうね？」

「ああ。シェトンプル機き工こう師しは既に完装型フルチユーンデハイドを完成させているし、俺が見た限りじゃ何の不具合もない。それに、他の参加者たちもたいしたことはないし。ロロエ・ヴァーナって機工師が最有力優ゆう勝しよう候こう補ほだと言われてたけど、どうやら出場しないみたいだし」

「ロロエ・ヴァーナ……聞かないわね」

「俺も初めて聞いた名前だ。だけど、ラボの規模は大きかったし、作品の質も高そうだった。彼女が出場しようとしたら、俺が無理矢理止めることになるかも」

「……わかった」

「あとは控え室でアノと成り行きを見守ってるよ。コロシアムにいればいつでもネトと合流できるだろ……あ、アノってのは、ジェン・シェトンプルの娘のことな」

　俺がそこまで話したところで、突然ネトの目の色が変わった。

「……アノ・シェトンプル？　……あなた、知ったうえでそんなに深くかかわっているの？」

「知ったうえでって……何をだよ？」

「彼女は、異海鬼獣に殺されるのよ。明日の事件で」

　ストンと、体の芯しんから何かが落ちる感じがした。

　心と呼ばれる器官が、体から零こぼれ落おちていく感覚。

　そしてすぐに、ぞくりとするような冷たいものが背筋を走った。

「…………噓うそだろ？」

「噓じゃないわ。アノ・シェトンプルは、はじまりの異海鬼獣リヴアイアサンに、蛇へび型がたのジェネラルクラスに丸のみにされて命を落とす。前走の歴史ではそうなった」

「じゃ、じゃあ、明日はどこか遠くに行っていてもらうことに──」

「ダメよ。あなたはそれを助けてはならない。それは歴史を狂わせかねない」

　冷えた神経が一気にカッと再燃する。

　急速な感情の高まりは、表情の険けわしさという形で露ろ見けんする。

「歴史を狂わせるって、どういう意味だ……!?」

「娘を失い守るべきものを失くしたジェン・シェトンプルは自分の研究を医療目的でなく兵器開発に向けていくようになる。狂ったように研究にいそしむ彼はやがて魔ま術じゆつ機き工こうを応用した完装型フルチユーンデハイドを完成させる。わかってるわよね。前走での主戦武器……その開発を妨げるわけにはいかないの」

「なっ……!?」

　そうか……そういうことだったのか。

　ジェン・シェトンプルに感じた前走との差異。

　狂気の機工師と呼ばれた男が、ただの優やさしい機工師にしか見えなかったその理由。

　これからだったんだ……彼が狂気を手に入れるのは……！

　ジェン・シェトンプルは、明日あしたアノが死んではじめて前走の人格を取り戻すんだ。

「でも──」

「その娘が生きていたらきっとジェン・シェトンプルは今まで通りの研究に注力するとは思わないの？　脚あしの悪い娘を怪物から逃すための技術に心血を注ぐだろうことも予想できないの？　彼には、兵器を作ってもらわなければならないの。娘を殺した化け物たちに、復ふく讐しゆうするための兵器を」

「死ぬとわかっていて助けるなっていうのかよ!?」

「……私だって、前走で死んだ人間を助けられないのは悔しい。……でも、未来は……現在に優ゆう先せんするの」

　氷のような、気温の低い風のような。

　美しく涼やかなネトの声が正しいセリフを告げる。

　わかってる。

　ネトが正しい。

　ネトに怒りをぶつけたってしょうがないのに。

　だけど……!!

　だけど、だけど、だけど!!

「そんなの、悲しすぎるだろ……！」

「その悲劇が、ジェン・シェトンプルという天才を生んだのよ」

　ジェン・シェトンプルの言葉を思い出す。

　──目的さえ定まれば、後は完成品の姿が自おのずと脳裏に浮かぶんだ。

　そうだ、彼は目的を決めることで、研究と発明を進めることができると言った。アノが死ぬことで、彼は目的を変えることになったんだ……。

「エウヴァルセウ様がいない以上、歴史の完かん璧ぺきなトレースは出来ない。だからいくらかの改変に関しては目をつぶってきた。あなたがグローヴトンに入ったことも私は口を出さなかったし、私だって王宮に入っていろいろ暗あん躍やくさせてもらってる。前走より技術を進歩させるためにこれからも歴史に介入していくつもり。だけど、今回の件は明らかに手を出してはいけないところよ」

「だけど!!」

「そもそも、この戦いに勝ってはならないのよ。異海鬼獣リヴアイアサンの脅きよう威いを世界が認にん識しきする必要がある。助けて回ることは許されないの」

　歴史のズレは波及する。

　俺おれがアノを助けたことで、本来助かるべき誰だれかが死ぬかもしれない。

　それどころか、どこまで未来を悪い方向に転がしてしまうかわからない。

　結局のところ、俺たちは何もせず、世界が歴史をトレースしていくのを待つのが正解なんだ。

　怒りに震え悲しみに戸惑い、ただ視線を泳がせ立ち尽くすだけの俺を、ネトはその細い腕で抱き寄せた。

　未来を抱くにはあまりにも細い腕で。

　世界を救うにはあまりにもか細い体で。

　足あし許もとすらおぼつかない俺を力強く抱きしめてくれた。

　柔らかい。

　だけどこんなにも悲しい。

　誰だれか教えてくれ。

　いま、崩くずれそうになっているのは俺か？　それとも、ネトの方か？

　ネトは俺の耳元で、小さな声で問う。




「答えて。あなたは……何のために、もう一度この世界をやり直しているの？」




　何のために──？

　エウヴァルセウの遺志を継ぐために。

　あの〝赤い光景〟を実現させないために。

　赤い光景──。

　あのむごたらしい映像を思い浮かべてしまえば、それだけで、頭に昇っていた血が一気に下がっていく。

「……ゴメン。嫌なことを言わせちまった」

「え？」

「ネトだって、別に好き好んでアノを見殺しにしたがってるわけじゃないのに。それをわざわざ言わせた……俺が甘い考えで、善人でありたがったばっかりに、ネトを苦しませた……」

　くそ……くそっ……！　自分への嫌けん悪お感かんで吐きそうだ……！

　エウヴァルセウはもういない。

　これが再走であることを、ネトは誰にも教えてない。

　もし俺おれが手を離せば、彼女の手を握る者は、もうどこにもいないんだ。

　ネトは再び俺を強く抱き締めた。

　そして、唇が当たるくらいに俺の耳に顔を近づけ、小さな声で、言った。

「ジャーク。二度も私を失望させたら──絶対に許さないから」
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　ネトと別れ公都に戻り、俺は一人街まち中なかを歩いている。

　日は暮れて、夕焼けは街並みを鮮やかに照らし、美しい蒼あおの街を赤に染め上げていた。

　あの赤い光景を、俺は忘れていたわけじゃない。

　人は死に機き工こうは壊こわれ希望の尽きたあの浜辺を。

　断だん末まつ魔まの声を上げて死んでいった異海鬼獣リヴアイアサンたちの悪あく魔まのような顔を。

　俺は死ぬまで忘れることは出来ないだろう。

　……覚悟してるつもりでも、全然足りてなかった。

　異海鬼獣リヴアイアサンのいない七年間で、いつの間にか感覚が鈍にぶっていたんだ。

　恐怖の感覚が。

　デハイドの中で、生死の境で、あの化け物どもと対峙するあの感覚を、俺は失っていた。

　思い出せ、あの光景を。

　思い出せ、あの痛みを。

　思い出せ。そして──。




　──そして俺おれは、アノを見殺しにしなければならないのか？




　俺は彼女に何か特別な感情があるわけじゃない。

　彼女の爽さわやかな笑顔は、本来なら俺に向けられているべきものじゃなかった。

　この関係は、偶然と勘違いの中で生まれた絆きずなだ。

　だけど、だけど、何も感じずになんていられない。

　俺は覚えている。

　デハイドをテストするアノの汗ばんだ顔。俺のことを婚約者候補と呼ぶ姿。顔を真っ赤にしながら俺の名前を呼ぶ照れ方。ニンジンの味しかしない野菜スープ。脚装型レツグチユーンデハイドと二階までの跳ちよう躍やく。

　覚えている。

　知っている。

　──繫つながれている。

　いつの間にか、シェトンプルラボに辿たどり着ついていた。重い足取りで進んだせいで、太陽はすでに沈んで、辺りは真っ暗になっている。俺は何も考えずに、ラボのドアを開いた。

「あ、ジャーク!!　どこ行ってたのよ、もう!!」

「悪い……友達と会ってた」

「へぇぇぇ友達がいたんだ！　公都に来たばっかりなのに手が早いなまったく。ほら入って！」

　アノに続いてラボの中に入る。

　ジェン・シェトンプルの姿を探すも、どうやらここにはいないらしい。

　良かった。

　今はまともに見られそうにない。

　まだ〝兵器狂い〟になってない彼の顔を、見ていられる自信がない。

「あのね、話があるんだけど。パパが言ってたんだけど、明日あしたの大会で、完装型フルチユーンを着て舞台に上がる役をあなたにやってほしいそうなの！　すごいでしょ!?」

「あ……ああ」

「んん？　なに、変な顔して」

「してねぇよ……」

　この子は明日死ぬんだと、そう意い識しきするとまともに会話もできなくなる。

　ジェン・シェトンプルが完成させた、大会用の完装型フルチユーンデハイドを見る。

　やはり魔ま術じゆつ機き工こうを設計に組み込んでないものだから、大きくて重い。

　だけどこれなら、下に俺おれの魔術機工式デハイドを着込むこともできるだろう。そうすれば、ある程度は異海鬼獣リヴアイアサンに対抗することもできる。アノを守ることも、絶対に不可能とは言えない。

　守る……守る守るって、俺はいったい何様のつもりなんだ。

　英雄にでもなったつもりなのか？　俺はただ、この世界を再走しているというだけのこと。

　このデハイド……俺が着なければ、アノが着ることになるのだろう。

「そういえば……前走では……誰だれが着てたんだ……？」

「ゼンソウ？」

　そうだ……前走では、このデハイドを着た人間がジェン・シェトンプルを機工大会優ゆう勝しように導き、異海鬼獣リヴアイアサンを相手にも勇敢に戦ったはずだ……。それはいったい誰なんだ？

　いや、何言ってるんだ俺は。

　そんなの、わかりきってるはずだ。

　前走の世界。

　俺が余計なことをしていない世界で、デハイドを着ることになったであろう人は。

「誰って……スザイルに決まってるじゃないか……」

　歯車が嚙かみ合あう。

　唐突に理解した。

　完装型フルチユーンデハイド。

　たぶん、前走でその役を任されたのはスザイル・カウフだったのだろう。

　あの勇敢にして好戦的な、それでいて体格の良い男が、化け物の襲しゆう来らいに逃げ出すわけがない。デハイドで強化された身体能力を持って、人を可能な限り助けようとしたに違いない。だからスザイルは名を残す天才となり、そして足の悪いアノ・シェトンプルは逃げ遅れて死んだんだ。

　なんてことだ。

　未来を取るか、今を取るか。

　こんな残ざん酷こくな二択が待っていたなんて……!!

　明日あしたの大会……俺がモデルをやれば、俺があのデハイドを着れば、きっと彼女は死ぬだろう。前走通り、この世界は歴史をトレースしていくだろう。ネトはそのために七年を過ごしてきた。エウヴァルセウ様はそのために自分の存在を代だい償しようとして支払った。

　だけどここで断れば、きっとモデルはアノがやることになる。いまの日常生活用の脚装型レツグチユーンデハイドと異なり、最新式の、現時点では最高級品の完装型フルチユーンデハイドだ。魔術機工式ではなくとも、それならおそらく逃げ切ることもできるだろう。アノは助かる。それもかなり高い確率で。だけどそれは……歴史の大幅な変更と引き換えになる。

　俺は何のために戻ってきたんだ。

　俺はもう二度と、手を離さないと決めたんだ。




　──誰だれの手を？




　アノは何も知らない。何もできない。

　彼女を助けることができるのは、俺おれしかいない。

「返事はもう少し待ってもらってもいいかな」

「もう少し？　大会は明日あしたなのに」

「……明日の朝には決めるよ」

「え……えっ？　ちょっと、ジャーク、どこ行くの!?」

　いまは足りない。

　俺には何の覚悟もない。

　こんな状況で答えることなんてできるわけがない。

　アノの制止を無視して、俺は逃げるようにラボから飛び出した。
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　自分の歩調が速くなっていることに気づいたのは、シェトンプルラボからだいぶ歩いた後だった。

　後は家に帰って明日に備えるだけだというのに、どうして急ぐ必要があるっていうんだ。

　アノが後ろから追ってくるとでも思ってたんだろうか。

　まさか。アノはデハイドをつけていなかった。

　デハイドのないアノの歩く速度などたかが知れている。

　そんなことを考えているとますます頭が痛くなってくる。どこまでも自分が嫌いになっていきそうになる。頭を振って、中に詰まった思考を追い払おうとする。

　そんな恥ずかしい様子を、俺はロロエに見られていた。

「何してるんだ、ぼうや……？」

　気づけば、ヴァーナラボのすぐそばまで来ていた。

　変わらず男心をくすぐる装いで、ロロエはラボの入口で伸びをしていた。研究の最中、気分転換でもしに出てきていたんだろう。

「……ちょっと考え事を」

「ほう。さては女の子のことかな。または学校のテストのことか。それとも──明日の大会のことかな」

　三発中二発が命中。鋭すぎる。

「そんなところです」

「良いことだ。現状に不満があるのなら、未来に不安があるのなら、それを打破する努力は当然になされるべきだからね」

　未来に不安……？　俺おれ、未来の不安だなんて言ったか？

「ちょうどいい。君に話したいことがあるんだ。ちょっと寄って行ってくれないか？」

「……いまはそんな気分じゃ」

「頼む。少しでいいから。な」

　俺の返事を待たず、ロロエはラボの中に入っていく。

　強引だな……。

　誰だれかと話をする気分では決してなかったけど……あまりロロエの機き嫌げんを損ねるのも考えものだ。必要なことだと自分に言い聞かせて、俺はロロエの後を追った。

　今日きようのラボは、やたらと人が少ない。そのせいか研究所全体が暗く感じられる。ロロエに従うままに、いつぞや訪れた所長室までやってくる。

　また結婚がどうとか変な話をされるんだろうか……。

　……結婚か。

　もしネトが俺の立場だったら、たぶん迷いなく婚こん姻いん届とどけにサインしたのだろう。

　彼女はいまより未来を優ゆう先せんする。彼女は自分より世界を優先する。

「さて、ジャークくん。一つお願いがあるんだ」

「なんです？」

「脱いでくれ」

「……へ」

「脱いでくれ。今すぐ」

　ロロエの顔は前見た時とまったく変わらない。

　かげりのある目。ダルそうな目つき。どこかとぼけた、それでいて隙すきのない無表情。

　その発言の真意を、俺は読み取れない。

　だからまっすぐにしか反応できない。

「ぬ、脱げって!?　何言ってんだよ!?」

「そう慌てるなよ。素っ裸になれと言ってるわけじゃない。その服をちょっと見せてほしいだけさ」

　……本当か？

「デハイドを見せるのはかまわないけど……脱ぐって、ここで？」

「そうだ」

「この暗い部屋で？　俺とロロエしかいないこの部屋で？」

「そうだ」

　う……マジで？

　いや、脱ぐって言ってもデハイドを外すだけなんだし、まぁ大丈夫か。

「どうしても嫌だというのなら、代わりに君の剝むき出だしのおへそを端から端までなめ──」

「脱ぎます!!　いますぐ!!」

　何なんだいったい……。ロロエが脱いだり俺おれが脱ぐことになったり、この部屋に来るとこんなことばっかりだな……。

「なかなかのもんだな。触ってもいいかい」

「どうぞ」

　俺がそう答えると、ロロエは躊ちゆう躇ちよなく俺の腹に手を伸ばしてきた。

「うひぇぇ!?　何すんだ!!」

「触っていいって言ったじゃないか」

「俺のへそじゃなくてデハイドをだよ!!」

「そうならそうと先に言いたまえ」

「わかるだろ!!　流れで!!」

　なぜみんな俺の腹に触りたがるんだ……!!

　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうってわけでもないのになぜだ……!!

　ロロエは俺のデハイドをしげしげと眺めている。さすがにある程度は魔ま術じゆつの知ち識しきがないと、魔ま術じゆつ機き工こうは理解することができない。いまコイツを見ても、何がなんだかわからないだろう。

「なぁ、もういいだろ？　俺、明日あしたは忙しいんだよ。今日きようはこの辺で。な」

「……明日は忙しい、か」

「そうだよ、大会の日なんだから。シェトンプルさんのデハイドを着てステージに上がるかどうか、今日中に決めなくちゃならないんだ」

　ロロエの動きが止まった。

　どうやらデハイドより、俺の言葉の方に興きよう味みを持ったらしい。

　なんだよ。俺、変なことでも言ったか？

「大会中、ステージに上がれない理由でもあるのかな」

「……いろいろあるんだ、俺にだって」

「その〝いろいろ〟の中身……聞かせてもらおうか」

　俺は別に、そうおかしなことを言ったわけじゃない。うまく説明できないから話を濁にごしただけだ。だけどロロエは俺の言葉に、何かを感じたらしい。

　問い詰めるように俺の目を見ながら、ばさりと、ロロエは纏まとめられていた髪かみを振りほどいた。豊かな髪が広がり、輪郭を歪ゆがめて、彼女の印象はさっきまでとは一変した。

「捕らえろ」

　最後の一言は俺に向けたものではないと、気づいた時にはもう遅かった。

　物陰から飛び出してきた数人の男たちが、あっという間に俺の顔を床に叩たたきつけ、俺の手足を縛しばり上あげた。そのうちの一人は、体重をかけてのしかかり俺おれの動きを封じている。体をよじって敵の正体を確かめようとすると、そこには見覚えのある顔があった。

「コイツら……!!　森で会った──」

「森で会った……ということは、認めるのだね。君は、許可なく国境を越えた魔ま術じゆつ師しと交流していた。それに間違いはないね？」

「あ……!?　ロロエの知り合い……!?」

「同志だ。国のために戦うと誓った同志だよ」

　コイツらがロロエの同志……!?

　あ、だからロロエは初めて会った時から俺の名前を知っていたのか……!?

　いや、そんなことより、それは俺とネトの密会を知っているということだ。

「答えろ、ぼうや。君は──魔術聖国のスパイか？」

「は……!?」

　意味がわからない。

　俺がそう答えようとした時、首筋に金属の冷たい感触が当てられた。

「動くなよ。斬きられたくなけりゃな」

　俺の上に乗っている男が言う。

　クソ……！

　デハイドさえ着てれば、いますぐにでも状況を覆くつがえせるのに……!!

　上に乗ってるコイツをぶっ飛ばし、他のヤツらも一発で倒してやれるのに……!!

　俺が抵抗できないことを確認してから、ロロエはそれでも普段とまるで変わらない口調で、話を戻した。

「最近、魔術師の国で奇妙な動きがあってね」

「奇妙？」

「グランデの数が異様な増え方をしているんだ。それまでは年に一人認定されれば十分だったのに、今こ年としの認定試験では十七人がパスしている。加えて、その上位四人はこれまでのグランデたちと比べても圧倒的な実力を持つとまで言われている。なぜ急にグランデの数を増やすことができたのかはわからんが……どうしてそうしたのか、その目的の方は容易に想像がつく」

「なんだと言うんです？」

「グランデは兵を率いる権限を持つ。そして、彼らは王宮からの特務を担う。となれば、子どもでもわかる理屈だ。王政が軍を整備して我が国への進軍を画策している──とな」

「ちっ……違う!!　それは違う!!　勘違いだ!!」

「そうかな？　今回のご訪問、魔術聖国の王家が総出でやってくるかと思いきや、お姫様一人で来るらしいぞ。王や王妃を連れて来ないのはなぜだ？　その場が戦場になるからではないのか？」

「ち、ちが──」

　違う!!

　魔ま術じゆつ聖せい国こくの王家は、アウクス姫以外全員が病床に伏せっていたはず。

　前走では、〝獣けものの王おう〟が来たその日も魔術聖国の王は立ち上がることすらできなかった。

「それに、王家の人間は一人しか来ないというのに、警けい備びの数は前回の倍以上だ。公都に数十人の上級魔術師が来るんだぞ？　国で話題になるほどの実力を持つ若いグランデを何人も送り込んでくるんだぞ？　アウクス姫は若くして判断力に長たけた人物だと聞くから、戦いの指揮を執とるためにやってくるのかもしれん」

　アウクス姫？　若いグランデ？　何のことだ？

　わからない。どういうことだ？

　魔術聖国の方はうまくいっているとネトが言ってたはずだ。

　機き工こう公こう国こくに攻こう撃げきを仕掛けてくるはずがない。

　そんなことをしたら魔術機工が生まれなくなるんだから。

　そんなことをしたら、前走をトレースできなくなるんだから！

「間違いだ、ロロエ!!　俺おれは魔術聖国のスパイなんかじゃないし、そもそもヤツらは戦いなんて望んでない!!　俺が会ってた相手はただの知り合いだ!!」

「そうかもしれない。だが、君の言葉を信用する根拠がない」

　ロロエの言葉はひどく冷たかった。

　まるで、自分は冷たい人間だと俺に理解してもらおうとしているみたいに。

「それにたとえ君が噓うそをついていないとしても、魔術聖国がグランデを増やして軍備を充実させているという事実に変わりはない。それは我々にとっての脅きよう威いであり、当然看過はできない。結局私たちは、魔術聖国がいずれ敵になるという仮定の下に動かざるを得ないんだ。……仕方ないことだろう、ジャークくん。未来は、誰にもわからないんだから」

　未来は、誰だれにもわからない。

　それは、この上なく皮肉なセリフだった。

「安心しろ、君の願いはかなう。私は機工国選大会には出ない。というか、出られない。私のこれは、兵器だからな」

　ロロエが、狭い所長室に隠されていた一つの機工を持ち出した。

　甲かつ冑ちゆうや大砲でうまく隠されていたそれは、まるで天てん体たい望ぼう遠えん鏡きようのようだった。

　人が抱きかかえられるサイズの大砲──それが俺の感想だ。

「機工は魔力で動くからな。魔力を操あやつり自在に変換する魔術師たちに、機工兵器では戦えないとはいえ、機工兵器なしで戦うこともまた無む謀ぼうだろう？　走行機を兵器化して突っ込むって手もあったんだが、用意してからすぐに気づいたよ。これじゃバレるって。そこで用意したのがこれだ。対魔術師用砲ほう撃げき機き工こう──名称は仮に〝カノン〟とでも」
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　砲ほう撃げき機き工こう。

　間違いない。

　あれは小型の大砲！

　あれがロロエの発明……!?

　大会優ゆう勝しよう候こう補ほの機工師が、全力で兵器を開発していたってことなのか……!?

「私が開発した……なんて胸を張ろうものなら笑われてしまいそうなほど単純なものだがね。原始的だが、これが最も効果的だと大公に言われて作ったのさ。魔ま力りよくが通ったものは止められる。それなら、魔力の通ってないもので戦えばいい。機工の力を利用して。コイツで、この砲撃機工で、鋼こう鉄てつの球きゆう弾だんを飛ばすんだ。ただそれだけ。威力と精密性はなかなかのものだと思っているよ」

　カノン。

　対たい魔ま術じゆつ師し用ようの機工兵器。

　魔術の国への攻こう撃げき……!?

　そんなことをされたら、二国の同盟はどうなる……！

　魔術機工の発明はどこまで遅れてしまうっていうんだ……!?

「というわけで、まぁいわゆる普通の生活とは今日きようでおさらばなんだよ、私は。だから一度でいいから結婚してみたかったのさ。いや……結婚した姿を見せたかった、という方が正確かな。ふふ、我ながら、可愛かわいらしいことを言うだろう？　昔は、名前に似合った可愛い女の子だったのだよ。いまや軍の極秘の遊ゆう撃げき隊たいだが」

　ロロエは、自じ嘲ちようするように鼻で笑った。

「だがもういい。君がスパイでないという確信が持てない。悪いが拘束させてもらうよ」

「違う……違う!!　魔ま術じゆつ師しと戦う必要なんてない!!　手を取り合う未来は必ず来る!!　もう一度考え直してくれ、ロロエ!!」

「やめてくれ。何年もかけて、この日のために覚悟を決めてきたんだ。人を殺す覚悟を。いまさらになって、揺さぶらないでくれ」

　そう言って、ロロエは俺おれの口を布できつく縛しばった。どう縛ればこんな風になるのか、まったくまともな発音ができなくなった。俺の口からは、意味を持たない間抜けな空気の音だけが漏もれている。

「誰だれかどこかに捨ててこい。私たちの邪じや魔まができないよう縛ったうえでな」

　まずい……！

　身動きが取れなきゃ、俺は歴史に何の介入もできない。

　ロロエを止められなければ、魔ま術じゆつ聖せい国こくと機き工こう公こう国こくが歩み寄ることは難しくなるだろう。そうなれば魔術機工が生まれない。魔術機工ができなきゃデハイドだって真価を発揮し得ない。

　このままロロエが無益な戦いを仕掛けたら、アノの死は無駄死にとなり、そしてネトの計画は総そう崩くずれになる……！　絶対に阻止しなければ……!!

　でも、どうすればいい……!?

　なんとかしなくちゃ、なのに、これじゃどうしようもない!!

　誰か俺を解放してくれ!!

　誰か、誰か、誰か──────ネト!!
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　よく晴れた朝。

　高く昇る太陽と、海から流れてくる涼やかな風。

　ついに、機き工こう国こく選せん大たい会かいの日──はじまりの異海鬼獣リヴアイアサンが現れるその日がやってきた。

　もう少し緊きん張ちようするものかと思ったけれど、予想より心中は落ち着いている。基本的に今日きようは傍ぼう観かん者しやでいる予定だからなのか、それとも前走とは比べものにならない実力と経験を私が得たからなのか。どっちでもいいけど。冷静さを失うような事態が起こらないことだけを祈ればいいというのは楽だから。

　私は、魔ま術じゆつ聖せい国こくから長旅をしてきてアウクス姫のすぐ後ろで、本来であればスァンの持ち場だったであろう場所で、ひたすら黙って立っている。国境を越える間も、公都に訪れてからパレードをしている間も、アウクス姫が機工公国の大公と大仰な挨あい拶さつをしている間も、私はずっと成り行きを見守っていた。

　会食を終え、早めの昼食が終わり、そして私たちは機工国選大会を観戦するべくコロシアムへと訪れた。

　そこはまさに、盛況の一言だった。

　円形のコロシアム。その外周の観客席を、機工公国の人間が埋め尽くしている。魔術聖国の人間を一目見ようと押しかけたのか、それとも空席が目立ってはこちらに失礼だからと無理矢理集めたのかは知らないが。

　鳴り続ける管楽器の音。

　地じ響ひびきのような拍手の音。

　あまり期待されてないイベントだとジャークは言っていたけど……ジャークが言っていただけだったわね。

　とはいえ、まさか一般人と一緒にアウクス姫が観戦なさるわけではない。

　観客席の前、コロシアムの内部に、背の低い観かん戦せん塔とうが特設されている。

　周囲を機工兵と魔ま術じゆつ師しがかため、その上階にはアウクス姫と機工公国の大公が鎮ちん座ざしている。年老いた大公は饒じよう舌ぜつに、アウクス姫から巧たくみに笑顔を引き出している。後ろで聞いている私のわずかな緊張までほぐれてくる。

　ところがもうすぐ開会式がはじまるという段階になって、ファブロが突然私の隣となりにやってきた。他の人間に聞こえないよう小声で、それでいてしかめっ面つらをしながら私に話しかけてくる。

「ネト・プラトリオ。話がある。こちらへ」

「しかし、私は姫の護ご衛えいが」

「それはスァン殿どのに任せればよい！　お前はこちらへ！」

　見ると、いつの間にかスァンが来ていた。機き工こう公こう国こくの人間との打ち合わせを担っていたはずのスァンをわざわざ呼び寄せてまで、私に用を言いつけるの？

　……あまり良い予感はしない。

　だけど無視するわけにもいかないから、私は素直にファブロの後を追うことにした。

「何の御ご用ようでしょうか」

「お主に秘密の任務を与えねばならん！　よいか、心して聞くのじゃい！」

　建物の陰。

　周囲に人が居ないことを確認してから、ファブロが切り出す。

「若いグランデ、優ゆう秀しゆうな魔ま術じゆつ師し、ネト・プラトリオ。お前の力は頼りにしている。アウクス様の護衛のみにお主の能力を費やすのは惜しい」

「何をしろと？」

「お前には重要な役目を与えたい。先ほど大会用の機工が置いてあるという倉庫に行ったのだが、どうも兵器のようなものが見当たらない。おそらくはコロシアム周辺のどこかに隠してあるのだろう。お前には敵の兵器の在あり処かを探ってほしいのだ。ある程度の自由を与えよう。姫様に張り付いて動く必要はない。自由に動く許可を与える!!」

　……ああ、なるほど。私をアウクス姫から遠ざけようとしているのか。彼女が私を通じて余計なことをするのを防ぐためか……もしくは、彼女に取り入って私の立場が上がっていくのを妨害するために。

　したたかな老人。

　無駄に歳としを食ったわけではなさそうね。

「かしこまりました。必ず探し出してみせます」

「うむ!!　頼んだぞ!!」

　満足したように頷うなずくと、ファブロは再びアウクス姫の元へと戻っていく。

　……それだけ？　私の行動を限定したいなら、私に監視をつけなければ意味がない。

　これではただ本当に、私に自由を与えただけになる。

「変だなー？　ネトさまには何も言わないんですね、あいつ。私の時は、国や王のためにうんたらかんたらって演説があったんですけどねー？」

「俺おれの時もそうでしたよ。ま、コイツも俺もバカそうな顔してっから、ちょろっと騙だませば勝手に暴走してくれると思ったんだろうけど」

　いつの間にか、後ろにミーシャとボランの二人がいた。

　三週間前にグランデになったばかりの新人を三人も呼んで、そのうえ当日に仕事を与えたのか、あの老人は。

「ファブロのじーさん、自分が指揮を執とるつもりらしいっすね」

「魔ま術じゆつ院いんのお偉方も、執政院の相談役も、ついでにスァンさんまでも無視してですよー？」

「ネト様はともかく、俺おれやミーシャみたいな新人グランデを使うってことは……魔術院の方からあれこれ言われてんじゃないですかね」

「何も知らない若いのを送り込んで、いろいろ煽あおって戦わせようとしてるんだから困っちゃいますよねー」

　そのくせ、十代の若い魔ま術じゆつ師しにも考えを見抜かれている。

　あの老人には……しばらく黙っておいてもらった方がいいわね。

「二人とも大変ね。でも、あの老人の思惑通りに物事が動くのは好ましくないわね」

　できるだけそっけなく、それでいて二人にわかるように、私は言う。

「あなたたちの言う通りなら……今回のことはファブロの独断による行動、なのよね」

　うんうんと、ボランとミーシャが頷うなずいている。

「ということは、あの老人の動きさえ止めれば……魔術師が機き工こう公こう国こくに戦いを仕掛けるなんてことは起こらないわけよね」

　察しの良い二人のグランデが同時に口を開いた。

「俺がやりますッ!!」

「私がやりますッ!!」

　良い子たちね。賢い子は好きよ。

「二人がかりで捕らえて。万が一にも失敗するわけにはいかないから。顔を見られないよう慎重にね。身動きを封じたら、明日あしたの戦いが終わるまでどこかに隠しておくよう部下に命令しておいて。殺しちゃダメだからね」

「はいっ！」

「はぁい！」

　快活に返事をすると、二人は自分たちの役目を果たしに行った。

　あの二人なら、失敗して機工公国との戦いになんてならないと思うけど……万が一ということもある。何か起こってからでは遅い。ヒマしてるデハイド兵くんにも声をかけておくか。

　たしかジャークは、機工師たちの控え室にいるって言ってたわよね……。




　　　　＊＊＊




　控え室というよりは、倉庫と言った方が正確だ。

　いくつもの部屋がありそれぞれに機工師が待機しているのではなく、廃業した空っぽの工場に機工師と機工を無理矢理詰め込んだような形。

　魔術師に言わせれば不ふ思し議ぎな形状の、前走を知っている私でさえ用途のわからない機工がたくさん並んでいる。スクリューのついた小山程もある機き工こうや、土木工事にでも使われるのであろう重機まである。

　その列の奥まった場所に、飾られた完装型フルチユーンデハイドを見つけた。間違いない。ここがシェトンプル機き工こう師しの控えスペースだろう。

　だけどジェン・シェトンプルの姿は見当たらない。代わりに、完装型フルチユーンデハイドの隣となりに女の子が一人立っているだけだ。脚装型レツグチユーンデハイドを見て、その人物の名前に心当たりが生まれた。

「ん？　魔ま術じゆつ師しの方、ですよね？　何か御ご用ようですか？」

　声をかけられてどきりとした。

　アノ・シェトンプル……。

　声をかけられただけだ。緊きん張ちようする必要はない……。

　あまり干渉したくはないけれど、少し話すくらいなら問題ない。

　彼女の方は、おそらく魔術師と話すのがはじめてだろうから緊張しているようだけど……。

「ええ。ジャークという機工師を探しているの。こちらにいると聞いたのだけれど」

　私がそう言うと、背の低い彼女は顔をしかめてみせた。

「あー……ごめんなさい、ジャークはいないんですよ。遅刻なのかサボりなのか、なぜか昨日きのうの夜からいなくなっちゃって」

「……いない？」

　アノに情が移って、彼女を助けるために姿を消した？

　いや、それならアノを連れて逃げるか、デハイドを着た状態でアノから離れないはず。

　では姿を消した理由は？

　機工公国で何か面倒が起こりそれを解決するために奔ほん走そうしているか……もしくは、自分が何かの面倒に巻き込まれているかのどちらかだ。どちらの方が可能性が大きいか、私の予想は口にしづらい……。

「何をしてるんだかなー。朝には戻ってくるって言ってたんですけどね？」

「そうなの」

「だからそう心配することないですよ！」

「べ、別に心配しているわけでは……」

　なぜだろう。

　顔を合わせづらい。

　この子は今日きよう、この会場で死ぬ。あと数時間の命だ。

　私はそれを納得していたはず。いや、納得するかどうかの話じゃない。そうしなければならないから、それを見守るというだけの話だ。

　何を動揺してるのよ……ジャークのことを馬鹿にできないな……。

「でも、どうしてジャークを？」

「……先日、偶然知り合ったの。シェトンプルという素晴らしい機き工こう師しがいると聞いたので、ぜひご紹介してほしかったのよ」

「ふーん……偶然知り合った……。あ、でもゴメンナサイ、パパもいないの。もうすぐ帰ってくると思うんだけど」

「シェトンプル機工師もいらっしゃらないの？」

　予定外のことは起こらないって言っていたのに……！　やはり、危険を承知でシェトンプルラボ近くにスパイを送り込んでおくべきだったかしら……。

「ジャークのヤツが逃げ出したから、仕方なくこのデ……発明を、私用にチューンし直すことになって。で、けっこう大きな改造が必要になったから、必要な工具やら部品やらを取りに帰ってるの」

「大きな改造って……いまから改造するの!?」

「そうだよ」

「大きく変えるの？」

「もちろん」

　大会直前なのに？

　あと数時間後にはステージに上がらなければいけないのに、いまから慌てて改造なんてして間に合うの？

　かなりリスクが大きいように思えるのは、機工に関して私が専門外だから？

　わからない。わからない。

「……どうして？」

「え？」

「だって、うまくいっているんでしょう？　もう完成しているんでしょう？　それなら、あなたに合わせて少し調整するだけで充分なんじゃないの？　大きな改造なんて……」

「微調整じゃダメなの。変えるなら変えるで、一気にまるっと変えなきゃね」

　一気に変える。

　だから私は、そのリスクについて話しているのに。

「大きく変えようとして、失敗したらどうするの？　やっぱり変えない方が良かったって、後悔するとは思わないの？」

　訊きいておいて、私は自分で驚おどろいている。

　私は何を訊いているんだろう。

　なんでこんなに声を荒げているんだろう。

「あははは、魔ま術じゆつ師しさんはそう考えちゃうのかな？」

　アノ・シェトンプルの方は、私が危機感を抱いていることなどまったく気にせず、ただ微ほほ笑えんでみせた。曇くもりのない、翳かげりのない、眩まぶしいくらいの笑顔だった。

「機き工こう師しはそれを、失敗とは呼ばないの。大きく変えて、イジって、こねくり回して、最良の方法を見つけ出すまでそれを止やめないの。いや、見つけ出しても、もっと先があるかもと思うとそれでもまだまだ変えていくのよ」

「それは……怖くないの？」

「まぁ、怖いっちゃ怖いけど。でも、自分から動かないと何も変わらないしね」

　私のより数センチ低い位置で、彼女の大きな瞳ひとみが煌きらめいている。

　まっすぐに前を向いて、私の眼めを見据えている。

　私にはそれが、何よりも恐ろしく見える。

　……怖がっているのは、私の方だ。

「機工師はいつだって新しいものを求めてる。いま目の前にあるものがどれだけ完かん璧ぺきに見えても、私たちはそれを捨ててでも、よりよいものを求めずにはいられない生き物なのよ」

　彼女の笑顔は針。

　強く光を反射して、たやすく私に穴をあけて、頼りない糸で私と何かを紡つむごうとしている。

　ここにいてはいけない。

　これ以上いてはならない。

　私が、どこかに縛しばりつけられてしまいそうになる。

「あ、偉そうなこと言ったかも。ゴメンナサイ」

「いえ……私、そろそろ」

「あ、魔ま術じゆつ師しさんお名前は？　ジャークが来たら、あなたが探してたって伝えておくよ！　もしくは、時間があるならここで待っていてくれてもいいし」

「ありがとう。でもいいわ。自分で探すから」

「そう？」

「ええ。では、さようなら」

　早々と会話を打ち切って、逃げ出すように私はその場を離れることにした。

　来るべきじゃなかった。

　私はアノ・シェトンプルに会うべきじゃなかった。

　激はげしい後悔を覚えながら、私は控え室を後にして、ジャークを探すことにした。
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　体を縄なわでぐるりと縛しばられ、口を封じられたうえで棺ひつぎのような箱に閉じ込められた。さすがにそこまでしなくても逃げ出せないだろと主張したかったがそれも無意味だ。身動きの取れないまま、誰だれかが俺おれをどこかへ運ぶ。

　口封じにと、あの場で殺されてしまうのが最悪のケースだったけど、これはたぶん二番目に最悪のケースだ。

　俺はネトの手助けをすることができず、アノの命を救うこともできず、ロロエの計画を阻止することもできない。

　閉じ込められて数時間経たった頃ころ、今度はガタガタと、悪路を走行機が走る感覚が伝わってきた。俺を荷台に載のせて、どこかに行くつもりなのか。なんとか止まってもらえないかと、言葉にならない声をあげ続けてはいるがどうやら意味を成してはいないようだ。

　やがて時間の感覚も曖あい昧まいになり、どれほどの距離を進んだのかもわからなくなり、酸欠気味で意い識しきが薄れてきた頃、ようやく走行機の動きが止まった。

　と思ったら今度は棺ごと持ち上げられる感覚に襲おそわれた。

　俺をどこまで運ぶのか、まさかこのまま殺されるのではないかという不安が大きく大きく膨ふくれ上あがった時、ドスンと、落下の衝しよう撃げきが体に走った。と同時に、ガチャンという金属音が鳴る。

　俺を運んでいた誰かもようやく疲れたのか、俺をどこかに打ち捨ててくれたようだ。そのまま立ち去ってくれるようならありがたかったが、どうやらそううまくはいかないらしい。その誰かが、俺の閉じ込められた棺に手をかける音がする。そしてすぐに棺が開き、目元に光が届くのを感じた。

「ここらでいいだろ……大人おとなしくしてろよな」

　耳に届いてきたのは、スザイルの声だ。俺を運んでいたのはスザイル・カウフだったのか。他の声がしないからおそらく単独行動だろう。

　耳を澄ますとさらにいろいろな音が聞こえてくる。風の音。さざ波の音。加えてさっきの金属音……。

　もしかして、ここは浜辺か？

　海岸の廃棄場……!?　失敗した機き工こう品ひんのガラクタが詰んであるあの一角か!?

　捨ててこいと言われたからってホントに捨てに行くヤツがあるかよ……。

　海まで来たのかよ、生意気な男の捨て場所なんてもっと身近にあるだろうに。

　でもよかった、ここなら大会会場からそう遠くない。全力で走れば一時間くらいでネトのもとに行ける。

　むしろ問題は移動時間じゃなく、いまが何時かってことの方だ。外気はずいぶんと暖かい。夜じゃない。それどころか、早朝とも思えない。

　いや、大丈夫だ、慌てるな、落ち着くんだ、俺おれ。

　異海鬼獣リヴアイアサンがやってくるのは今日きようの夕方。大会が終わって陽ひが落ちはじめてからだ。

　昼の間は問題ない。異海鬼獣リヴアイアサンが来るまでにはスザイルもここを離れるだろう。

　そしたらすぐにネトと合流すればいい……。

「フー……もうすぐ機き工こう国こく選せん大たい会かいがはじまるな。ってことは、魔ま術じゆつ師しどもへの攻こう撃げきがそろそろはじまる……。大会の最中なら、敵のお姫様も確実にコロシアムにいるからな……」

　って、言ってるそばから余裕がなくなっちまった!!

　ロロエを止めなきゃ、ネトの計画が台だい無なしになる。

　なんとかスザイルにこの縄なわを解いてもわらないと!!

「なぁ、ジャーク。聞いてくれるか？　俺の話を」

「ンーンーンー!!」

「俺だってホントはこんな作戦に参加したくはなかったんだぜ？　俺は……」

「ンーンーンー!!」

「俺は……つまり……」

「ンーンーンー!!」

「うっせぇな、まず俺の話を聞けよバカヤロオ!!」

「ンゥゥッ!?」

　あらわになっている腹に思いっきり拳こぶしを落とされた。

　この馬鹿力が……!!　息が止まったどころの騒さわぎじゃねぇぞ!!

「よし、黙ったな。……なぁ、ジャーク。この攻撃が成功すれば、ロロエ・ヴァーナの名前は歴史に残る。あのラボに所属してる俺も、きっと歴史の最前線に立つ。だけど攻撃が失敗すれば、彼女はただのイカれたテロリストになる。俺も危険兵器開発者の一員扱いされて、機き工こう師しとしての人生は終わったも同然だ。グローヴトンに入って一月もせずこんな賭けを迫られるなんて思ってもいなかったぜ……」

　そうだよな、スザイルも歴史の被害者だ。

　歴史のというか、俺が勝手に狂わせちまっただけなんだけど……。

　俺がいなけりゃ普通にスザイルはシェトンプルラボで英雄になってたはずなんだけど……。

「おい、なんとか言えよ」

　じゃあなんとか言わせろよ……！

　それならせめて口を塞ふさいでる布だけでも取ってくれ……!!

　気配でそう訴えていたら、なんとかスザイルに伝わったらしい。

「ああ、喋しやべれねーのか。よく考えれば目隠しと口封じはいらねぇよな。いま外してやるから暴れんなよ」

　そうだ外してくれ！　急いで伝えなきゃならないことがあるんだ！

「っぷは！　聞いてくれスザイル!!」

「何が聞いてくれだ、俺おれの話を聞けっつったばかりだろうがバカヤロオ!!」

「ングぅっ!?」

　またもや、いまだあらわなままの腹に拳こぶしを落とされた。

　どんな怪力なんだ……!!　俺が今け朝さ方がたに何か食ってたら大だい惨さん事じだったぞ!!

「ゴホッ、ウゲッ、は、腹に、俺の腹に触るんじゃねーよ……ンムっ」

　やっと解放されたと思ったらまた口を封じられる。スザイルのデカい手のひらが俺の口をすっぽり包む。強引な口の封じ方。何のつもりだ……!?

「静かに!!　誰だれか来る……？　隠れるぞ!!」

「あ、ああ……ってなんでここに入るんだバカお前のデケー体は入らねーよ！」

「入らなきゃバレるだろ黙ってろ！」

　俺の必死の抵抗などまるで無意味だった。俺一人でも狭く感じる棺ひつぎの中に、スザイルが覆おおいかぶさって入ってきた。

　き、筋肉が……！　スザイルの広背筋が俺の顔を潰つぶしに来る……！　なんて男臭い圧力なんだ……！

　香り立つ汗臭さに耐えながら息を殺し耳を澄ます。

　スザイルの言う通り、誰かが海岸の機工廃棄品置き場にやってきたのは間違いないようだ。

　それにしては走行機の音はしなかったけど……歩いてきたのか？　そうでなければ……もししかして、飛んできたのか？

「ガラクタ置き場でしょうか……ここらでよろしいでしょう。申し訳ないがご老体、ここでお待ちいただきます」

「ンーンーンー!!」

「グランデのご命令とあらば逆らうことはできません。私個人としても、機き工こう公こう国こくへの攻こう撃げきには賛同しかねます」

「ンーンーンー!!」

「では、後にお迎えに上がります。それまではどうか、ビーチでバカンスをお楽しみください」

　なにやら不ふ穏おんな会話が聞こえる。

　つーか近い。

　声が聞こえるくらい近くにいるぞ、魔ま術じゆつ師しと思われる人物が。

　だけどどうやら俺には気づいていないようで、すぐにその人物の気配は去って行った。俺には気づいていなくても、スザイルには気づいていたかもな……。

「おい、行ったぞ、早くどけよ……!!」

「ああ……おおっ!?　大変だ、年寄りが縛しばられて倒れてる!!」

　筋肉に押おし潰つぶされて倒れてた俺おれの方も大変な目に遭あっていたが、スザイルはそれどころじゃないらしく、すぐにその年寄りとやらを助けに行った。ようやく重りが退どいてくれたおかげで俺もわずかに体を動かせるようになった。

　俺も体をよじってなんとか箱から脱出してみると、ロープでぐるぐる巻きにされた老人をスザイルが助けているのが見えた。

「魔ま術じゆつ師しのヤツら……！　年寄りをこんなひどい目に!!　いま外します!!」

　緋ひ色いろのローブ。禿はげ上あがった頭にしわくちゃの顔。金ぴかの装飾が多数……。

　なんだ……？　ただの魔術師には見えない。偉い人なのか富ふ豪ごうなのか……金を持っているからと強盗にでも襲おそわれたのだろうか。それにしては高価そうな服飾は盗まれていないし……何なんだこの老人は？

　スザイルが口許のテープを外してやり、体中に巻きついた太いロープを取り去ってから、老人は弾はじけるようにしゃべり出した。

「助かったか!?　助かったのだな!?　ああ良かった助かったぞ若者よ、いかんともし難がたい身の上を救ってもらったこの御お礼れいは決して忘れぬぞ、いずれ必ず……うぉぅっなんという筋肉を纏まとっておる!?　物ものの怪けの類たぐいか!?」

　たったいま自分を解放してくれた正義感あふれる若者に向かってなんて感想を漏もらすんだ。おそろしく正直な老人だ。なかなか嫌いになれないジイサンだが、どうしてこんなところにいるんだ？

「ぬぬっ!?　なんだ君は!?　なぜ縛られた状態でこんなところにおる!?」

「いやぁ、俺が聞きたいくらいなんだけど……誰だれだよジイサン」

　同じ状態だったじゃねーかよアンタも俺と……。

「ジイサンじゃと!?　誰だよジイサンじゃと!?　魔術聖国きっての賢人であるこのファブロにどんな口の利き方をするかと思えば誰だよジイサンと来たもんだ！　機工公国の馬鹿者は年上の人間に敬意を払うこともできんのか！　嘆かわしいのう金属ばかりを相手にしてきた人間はやはり人の心というものが──」

「わかった、わかったよ！　俺が悪かったよ！」

　何なんだこの面倒くさいジイサンは……。

　縄なわは解かれたんだから早くどこかに行ってくれと切に望む俺の横で、なぜかスザイルは戸惑いを見せていた。

「ファブロ……!?　たしかアンタ魔術聖国の大臣じゃ……!?」

「おおっ！　その通りじゃ筋肉男くん！　ワシを知っとるということは、君は魔術師か!?　君は誰に忠誠を尽くす!?　まさか君もあの若いグランデの弟で子しだと言うのではなかろうな!?　ワシに反旗を翻ひるがえした新人グランデめが、弟で子しを使ってワシをこんなガラクタ置き場に捨て置きおって！　ここまで効率的で非倫理的な世代交代があるか!?　いやない!!」

「どういうことだ……？　俺おれたちの調べじゃ、アンタは魔ま術じゆつ師しに指示して機き工こう公こう国こくを攻めようとしている人間のはずだ……！　アンタが魔術師にとらえられてるってことは、やっぱり魔術聖国は戦うつもりなんてないってことなのか……!?」

　んん？

　何の話をしてるんだ？

「このジイサンが魔術聖国の過か激げき派はってこと？　……そうは見えねぇ。デハイドなしのパンチ一発で沈みそうなジイサンだぞ。……って、そうだ、俺のデハイド!!　スザイル、俺のデハイドは!?」

「あれならここについてすぐに捨てたよ。重かったから」

「重かったからだ!?　どの筋肉がほざきやがる!!　どこに捨てたんだよ!!」

「覚えてねーよ、廃棄場に来てどっかに捨てたんだ」

「どっかってどこだよ、具体的に……ああっ!?」

　遠く向こうの海面が不自然に乱れた。

　何かが海面から顔を出したようにも見えた。

　なんで忘れてたんだ、

　そうだ、ここは海岸だ。

　ヤツらの来る場所だ……!!

「スザイル、見たか……!?」

「何をだ？」

　悪お寒かんが背筋を走った。

　最悪の予感が全身を包む。

　予感はすぐに確信に変わる。

　再走世界。エウヴァルセウ様がいない世界。すべてが前走通りに行くとは思っちゃいなかったけど、まさかこんな大事なところで情報が狂うなんて……!!

「そんな馬鹿な……来るのが早すぎる……！」

　異海鬼獣リヴアイアサンがやってくるのは、機工国選大会が終わった後のはずだ。ジェン・シェトンプルの優ゆう勝しようという結果が出た後で、デハイドは異海鬼獣リヴアイアサンと戦ったはずだ。だってのに、まだ大会がはじまってすらいないこんな時間に来るなんて。

　海面に必死で目を走らせる姿に尋常ならざるものを感じたのか、スザイルとファブロもつられて海に目を向けた。

　そして、三人は同時に目もく撃げきした。

　海からやってきたその怪物を。




　──蛇へびだ。
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　海から顔を出したのは、尋常じゃないほど巨大な蛇だった。

　前走を知る俺おれには、一目で異海鬼獣リヴアイアサンの一種だと確信できる。

　三人そろって、自然と息をひそめていた。

　あいつに睨まれたら終わりだと、言われなくても皆が理解していた。

　蛇は辺りを探るようにかま首を振り回すと、人間を数人同時に丸のみにできるほどの大きな口を開けた。そして今度は空に向かって鋭く鳴いた。巨大な金属同士の擦こすれたような、かすれた鋭い音が海を行く。

　それは、あまりにも不吉な光景だった。

　恐怖に体が竦すくむ。

　爬は虫ちゆう類るいの生臭いニオイがここまで届いてくるようで、吐き気がする。

　流れ出る汗が、これが異常事態であると教えてくれる。

「なんじゃいあの化け物海蛇は……!?」

　ファブロのジイサンが誰だれにともなく問う。

「異海鬼獣リヴアイアサンだよ」

「リヴァイアサン……？　小僧、あの化け物を知っているのか!?」

「知ってた。あの化け物が来ることを知っていたから、俺おれはいままでずっとそのための準備をしてきたんだ」

「ぬぬ!?　まさか君も〝先読みの力〟を持つのか!?　ネト・プラトリオと同じように!!」

「ネト……ネトを知ってるのか!?」

　俺の質問に、ファブロは答えなかった。答えられなかった。

　再び息を殺す必要に駆られたからだ。

　蛇へびの後を追うように、海から鼠ねずみがやってきたからだ。

　鼠。危機回避能力の高い獣けもの。異海鬼獣リヴアイアサンの最初の斥せつ候こう。

　デカい……！

　俺が前走で戦ったあの虎とらよりさらにデカい！　どんな進化を経たらあんな鼠が出来上がるっていうんだ。牙きばがない分、体が大きくならざるを得なかったってことか!?　牙はなくても──鼠に特有の強きよう靭じんな前歯はあるだろうが……！

　その前歯なら、木の柱どころかコンクリート壁でさえ平然と砕くだろう。人間の指を嚙かむどころか、内ない臓ぞうを丸ごと食い取ることだろう。

　黒ずんだ灰色の体毛。血走った眼めつき。鼠のくせに、隠れる気など一切ない。家の柱どころか住人ごと食い尽くすぞあの鼠は。そんな化け物が、青い海から現れて浜辺をうろついている。

　そして何より恐ろしいのは、その体のデカさではなく──。

「多い……!!」

　スザイルが呟つぶやく。

　少なく見積もっても五十匹はいそうだ。

　鼠は鼻をひくつかせてから、蛇に続いて街まちへと走り出した。数十匹が一斉に。

　蛇が鼠を食う気配はない。むしろけしかけてるようにさえ見える。蛇との完全な上下関係。異種族に見える動物の群れ。司令官を務める〝ジェネラル〟の存在。間違いなく異海鬼獣リヴアイアサン……そしてあの蛇こそジェネラルクラス！　あれがこの群れのリーダーだ……！

「蛇に追われて鼠が逃げてきた……？」

「だとしたら、蛇が鼠を狙ねらってもよさそうなものだがその様子は見えぬ。魔ま術じゆつで生物を化け物に変えることは難しい。生物を巨大化させる機き工こうなんてものも聞いたことがない。ゆえにあの蛇と鼠は自然のものと思われるがそれにしては奇怪にして凶悪……!!　うちのカミさんとどっこいじゃな」

　事情を知らないスザイルとファブロは推測を口にするのみだ。

　異海鬼獣リヴアイアサンは、モデル生物の関係性をあまり踏とう襲しゆうしていない。だから、蛇の指示で鼠が動くなんて奇妙な関係も成り立つ。蛇がブレインだ。あの蛇がジェネラルクラス。あいつが鼠たちに指示を与えてる。じゃあ、蛇はいったい何を狙ってる？　どこへ向かった？

　街まちを通って森にでも辿たどり着つかれたら一巻の終わりとも言える。棲すみ処かを作られたら、この島で繁はん殖しよくされて数を増やされたら──当然、次は餌えさを求めて人間を襲おそうだろう。ヤツらを満足させるだけの質量を持つ食べ物はそうないのだから。

　自然界の常じよう識しきをことごとく崩くずす奇妙な群れ。

　大量の異海鬼獣リヴアイアサンが街へと向かっていく。

「……外してくれ、スザイル。あの化け物から逃げるためだ……」

「あ、ああ」

　緊きん急きゆう事じ態たいであることは、言わずともわかってた。

　異海鬼獣リヴアイアサンから逃れるためには、全力で走らなければならないと直感で理解していた。

　スザイルはすぐに俺おれを縛しばっていたロープを外した。

　と同時に、俺は走り出した。

「おいどこに行くんだ!!」

「デハイドを探すんだ！　あのデハイドがなきゃ生き残れない!!」

　廃棄されたガラクタの山を移動する。急げ、魔ま術じゆつ機き工こう式しきのデハイドを着ているかどうかでこの場の危険度は激はげしく上下する。

　足下のガラクタが大きな音を立ててしまうが、かまっている余裕はない。静かに動けるほど時間的猶ゆう予よはない！　途中で捨ててきたってことは、街の方向に向かえば必ずデハイドは捨ててあるはずだ！

　そして見つけた。俺の、魔術機工式の、腕装型アームチユーンデハイド！

「あった!!」

　よかった、壊こわれてる様子はない！　本当にただ重いからと置いて行かれただけみたいだ！

　そして視線を上げて──血が冷えた。

　まがまがしい真しん紅くの瞳ひとみをたずさえて、鼠ねずみがそこにいた。

　鼠は何かを咥くわえている。

　その前歯に引っかかっているものが、赤くなった人間の服だと気づくとさらに俺の背筋が凍った。

　おそらく、さっき、あのジイサンをここに置いていった魔ま術じゆつ師しだ。

　デハイドを着るだけの猶予──そんなものあるわけない。

「デ、デケェ……!!」

　後ろから追ってきたスザイルが言った。

　スザイルと目が合う。二人の間に緊張が伝わる。

　鼠は動かない。

　鼻をひくつかせ、見定めるように俺たちをぎょろついた目で見ている。

「逃げようスザイル!!　いったん距離を取って態勢を整え──」

「ダメだ!!　俺おれたちは逃げ切れてもあの老人は走れない!!　この怪物どものエサになっちまう!!　コイツはここで仕留める!!」

　勇ゆう猛もうにして果敢。

　まさしく英雄になるべき資質。

　スザイルの言う通りだ。

　ここで逃げの選択肢はない……！

「ジャーク……お前を連れてきた走行機に〝カノン〟が一機積んである」

「走行機はどこに？」

「……あの鼠ねずみの後ろだ」

　鼠の奥。

　たしかに、廃棄されたとは思えない走行機が一台見える。

「俺があれを取りに行く時間、稼げるか？」

「こっちのセリフだ……お前が時間を稼いでくれればデハイドを着られる」

　再びスザイルと目が合う。

　お前が囮おとりになれよ、と互いの瞳ひとみが主張する。

　その解決し得ない問題に答えを出したのは、老人のしわがれた声だった。

「ワシに任せぇぇい!!」

「ファブロ!!」

「ジイサン……!?」

「ワシがやるぞぉ見ておれ小僧ども！　これでも魔ま術じゆつ院いんの軍を指揮する将軍だったことがある！」

「ホントかジイサン！　……え、いつ軍の指揮をしたの？」

　誰だれと戦ったの？

　ここ百年間、戦争なんてなかったはず……。

「まぁ、任期中に戦いは一度もなかったがなんとかなるなる」

「ダメじゃんジイサン！」

「黙れ黙れ黙れぇぇぇい!!　見よ、ワシの魔術を！」

　ファブロが腕を前に突き出し、鼠に向けて手をかざす。

　すると手のひらを中心に、島の大地から放出されている魔力が集まってくる。

「火か炎えんの槍やりが穿うがつ大穴は傷きず痕あとそのものを消し炭にする!!　走れ〝炎一線バンドライン〟!!」

　手のひらを始点に、敵の額ひたいを終点に。

　火炎の槍が勢いよく放出される。

　一筋の炎は鼠の額にぶつかり、そこから弾はじけて鼠の体を激はげしく包む！

　衰すい弱じやくしかけてたジイサンの手から火炎が飛び出すなんてのもまた不自然極きわまりない光景だが、この状況ではなんとも頼もしく映る！

　烈れつ火かを受けて鼠ねずみがのたうつ。ガレキの上で腹を見せて転げている。

　顔が熱くなる。距離を離している俺おれたちにまで温度が伝わってくる。

「どうじゃいどうじゃい！　ヒゲの二本は燃えたろう！」

「いや、丸焼けだ、すごいぞファブロ！」

「……無駄だ。異海鬼獣リヴアイアサンに魔ま術じゆつは効かない……！」

　前走で、俺たちが魔術を中心に戦うことを選ばなかったのは、魔ま術じゆつ師したちの能力が低かったからじゃない。この化け物たちは、魔力を食い物にしているからだ。相性の問題なんだ。

「逃げろジイサン!!　俺たちで食い止めるから!!」

　俺は慌ててデハイドを着ようとする。

　焦ったせいでうまく接続ができない。

　くそっ、急げ、急げ、急げ！

「まだだ!!　しつけの悪い獣けものはこうする!!　ふんぬおっ!!」

　今度の術は、ネトがよく見せてくれるものと同質の術だった。

　鼠の体が突然、軽くふわりと宙に浮く。そしてすぐに勢いよく落下する。地面ではなく機き工こうのガラクタに、叩たたきつける、叩きつける、叩きつける!!

　〝念動ツイスト〟だ……!!

　魔力をまとわせ対象を操あやつる……!!

　これを人体念動に特化させれば、ネトの〝飛行フロウ〟になる。

　ファブロは繰くり返かえし繰り返し、敵の全身の骨の砕けるまで、その矮わい小しような命の尽きるまで、鼠を廃棄された機工に叩きつける。

　いくらやっても、そんなので異海鬼獣リヴアイアサンを倒せるわけがないのに……!!

「なんという剛ごう力りきか……!!　尋常でない抵抗を感じる……!!　ネト・プラトリオが見通していた未来の脅きよう威いとはこの獣のことだったのか……!!」

　隙すきを逃さず、スザイルが走行機に向かって走っている。

　そしてすぐにカノンを取り出し戻ってきた。

「まだ死なんか……！　なんというしぶとさだこの鼠めが、ワシの方が先に死ぬぞ!!」

「そのまま抑えつけてろファブロ大臣!!　俺が仕留める!!」

「頭を狙ねらうのじゃ！　頭ず蓋がいを砕いて中身をぶちまけろ！　どうせ大して入っとらん！」

　二人がかりの攻こう撃げき。

　魔術師と機工師、その偶然の協力。

　だけどこれは必要な反応だ。

　機工師でも魔術師でもない外敵に対し、協力して挑もうとする気概。

「行くぞオオオオ!!」

　スザイルが叫び、カノンをぶっ放す。

　鋼こう鉄てつの球きゆう弾だんは鼠ねずみを直ちよく撃げきする!!

　だけど鼠は顔色も変えない。驚おどろいたように飛とび退のくばかりで、骨や筋肉を傷いためた様子は微み塵じんもない。血の一滴も流しやしない。

　そして今度は鋼鉄の球弾をオモチャのようにかじり出す。砕けないよう作った球たまを、いとも簡単に歯で砕いていく。

「これでも死なないのか……!!」

　怪け我がはなくとも、顔に何かをぶつけられたことに怒りを覚えたのか、鼠は突然意思をもったように暴れ出した。暴走する走行機のようにスザイルを跳はね飛とばし、ファブロにまで体当たりをかます。

　なんとかカノンをかまえようとするスザイルを、俺おれは制止した。

「俺に任せろ、スザイル」

「あ!?　何かあいつを追い払う策でもあんのか!?」

「追い払う策はないけど──殺す術すべなら持ってる」

　スザイルとファブロが時間を稼いでくれたおかげだ。

　デハイドの準備は整った。

　デハイドが起動する。

　腕を包むように展開し、俺を戦せん闘とう用ように作り変える。

　魔ま力りよくは導線回路を絶え間なく走り出す。

　昨日きのうネトが充じゆう塡てんしてくれた魔力がデハイドに満ちている。

　俺の精神にまで魔力が満ちるかのように、気分が際限なく高こう揚ようする。

　共鳴するように。

　感応するように。

　沸わき上あがる。

　せり上がる。

　血が燃える。

　機は満ちる。

　不自然なまでに体温は上昇している。感覚は既に平静を否定している。

　体が、本能が、俺の過去が叫んでいる。

　目の前の化け物を殺せと。

　来なければいいと願っていたことも事実だ。だけどそれと同じくらい、俺は異海鬼獣リヴアイアサンがやってくるのを待っていたのかもしれない。あの日の悪夢を忘れるために。あの未来を搔かき消けすために。戦いの最中何もできなかった、過去の無力な自分の姿を──搔き消すために──!!

　無様で惨みじめなあの日の俺を──いまここで……ブチ抜く……!!

　鼠ねずみに向かって……真っ向勝負!!

「バカ、やめろ!!　止まれ!!」

　スザイルの叫びが俺おれの背を追う。

　だけどそんなの知ったことか、まずはこの鼠を殺してからだ!!

　異海鬼獣リヴアイアサンだろうと鼠は鼠、前歯しか攻こう撃げき手段を持たない雑食動物。齧かじり削けずることに特化した歯は、逃げ惑う獲え物ものを殺すことには向いていない。ましてや、襲おそいくる敵を迎撃するための妙手など持ちようがない。

　こちらを敵と認にん識しきし、毛を逆立てて殺意を放つ化け物鼠。殺気を放っているからそれがどうした。俺のこのデハイドは、お前らをブチ殺すためだけに作られた兵器だ……!!

　俺はその背に一いつ瞬しゆん飛びかかり、上から押さえて鼠の首に自分の腕を巻きつける。両腕でなんとかその首を絞めようとするも鼠は激はげしく抵抗し、ガラクタの山を走り出す。

　なんて馬鹿力……！

　剛ごう力りきを振るい、俺を振り落とそうとひた走る。

　腕を齧りきろうとしてくる前歯がしきりに動いている!!

「その武器、もらうぞ……!!」

　嚙かまれないよう一瞬で、俺はその前歯を摑つかんだ。

「ブースト!!」

　剛力には剛力!!

　暴力には暴力!!

　ブーストをかけた腕力で、二本の前歯を奪う──!!

「キィィィィィィ…………!!」

　鼠が叫びを上げる。

　口から血を流す瀕ひん死しの鼠。

　だというのに、絶命する様子はない。

　どころか、激げき情じように身を任せて走り出す。

　スザイルを踏みつけ、ファブロを跳はね飛とばし、俺への怒りを放出するかのように暴れ続ける。

　並外れた生命力……!!

「痛みに悶もだえて倒れるくらいの可愛かわいげを見せやがれ化け物がっ……!!　前歯でダメなら……頭をもらうぞ!!」

　振り落とされるわけにはいかない!!

　このまま殺す!!

　俺の右手が鼠の頭部を摑つかむ。

　ブーストは乱発したくねぇけど……仕方ねぇ、行くんだ!!

「潰つぶれろオオオオオオオオ!!」

　魔ま力りよくが弾はじける。

　握力が過剰に増幅する。

　俺おれの右手が鼠ねずみの頭ず蓋がいを規格外の力で握にぎり潰つぶす。

　パキリという骨の砕ける感覚がする。そして、力を失い鼠はよろけていく。

　まだ死なないのかよこの化け物鼠!!

「す……すげぇ……」

　スザイルがつぶやく。

　大丈夫だ、もう誰だれも死なせない。

　死ぬのは……この化け物の方だ……!!

　頭蓋骨を折られてもまだ生きてるってんなら、このまま首の骨も捻ねじ折おってやる。

　何を暴れてやがる。俺の手を振りほどくつもりかよ。デハイドから、前走の歴史から、たかだか一匹の鼠が逃げられると思うな。

「終わりだ……ブーストォ!!」

　顔を摑つかみ、首を時計回りに全力で捻じ回してやった。

　顔の上部にあったはずの目が、いつのまにか口より下に動いていた。

　そしてようやく、鼠は動きを止めた。

　前歯を折られ、頭蓋骨を砕かれ、そして首をひねられてようやく、その生命活動を停止した。

「や……やりおるではないか小僧!!」

　ファブロが大きな声を上げた。

　鼠に跳はね飛とばされたせいで脚あしから血を流しているというのに、大げさに喜びを表現している。

「終わったのか……？」

「違ぇよ、スザイル。ようやくはじまったんだ。俺たちと、この化け物たちの戦いが」

　殺したのは、一匹だけだ。

　何十匹といた鼠のうちの、たった一匹だけだ。

　敵にはまだジェネラルクラスの蛇へびもいるってのに。

　ひるんでる暇ひまなんて、ない。

　走り出したら止まれない！

　このまま勢いに乗っていくしかない!!

　俺は走り、スザイルの走行機に飛び乗った。

　でも運転はできないからスザイルに頼む！

「行こう、スザイル!!　ロロエのところだ!!　ロロエが暴走したら歴史が終わっちまう……!!」

「どういう意味だ？」

「あの異海鬼獣リヴアイアサンを倒すには、魔ま術じゆつ師しと機き工こう師しが手を組む必要がある！　このタイミングで諍いさかいを起こされちゃ困るんだよ!!」

「あ、ああ、わかった！」

「急ごう！　異海鬼獣リヴアイアサンはもう街まちを襲おそってる！　事件はもうはじまってる！　歴史はとっくに走り出してるんだ！　置いていかれてたまるか！」

　すぐに俺おれの言葉を理解して、スザイルが走行機のエンジンを回す。

　スザイルも肩から血を流しているが、まだまだ戦う気力は失っていないようだ。

　だけどもう一人の怪け我が人にんの方が、もうリタイヤだろう。

「医者ぁ……!!　ワシはもう動けん、医者を呼んでくれぇ若者よぉぉぉぃ!!」

「あ、ああ！　わかった！　てゆーかジイサン、そこまで重症じゃないだろ？　それくらいなら、魔ま術じゆつでなんとかならねーの!?」

「なるかもしれんが、ワシは若い後進たちに心配してほしいんじゃああああ～……」

「……じゃ、俺たち行くから」

「待ってくれぇぇぇぇぇぃ!!」

　ファブロの恨うらみがましい怨おん念ねんを尻しり目めに、俺たちは公都へと戻るべく、全速力で走り始めた。
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　公都は、鼠ねずみの行進でそこかしこが破は壊かいされていた。瓦が礫れきの山。飛び散る人の血。ヤツらは、街中に傷きず痕あとをつけながら奥へ奥へと進んでいる。

　七年振りに見る異海鬼獣リヴアイアサンの被害痕。

　だけどこんなのは序の口だ。

　もっと甚大な被害が出たことは何度もある。

〝獣けものの王おう〟との戦いでは、これと比じゃない惨さん状じようを見た。

　俺たちはここで立ち止まるわけにはいかない。ヤツらはすでに通り過ぎた後だから。

　こんなに人がいるのに、こんなに食べ物があるのに、異海鬼獣リヴアイアサンは行進を止めようとしない。その理由を推測するのは簡かん単たんだ。ヤツらは、獲え物ものがほしくてここに来たんじゃない。〝巣〟になる場所を探してるんだ。

　その証拠に、ヤツらは人間を齧かじって殺して次に進んでいる。食べていない。腹を空すかしてやってきたわけじゃないんだ。クソ鼠ども……！　この害がい獣じゆうめ……！

　いますぐにでもあの鼠どもを殲せん滅めつしてやりたい。

　だけどそれは、最さい優ゆう先せんすべきことじゃない。

　考えろ、考えろ、俺がすべきことはこれで合ってるはずだ。

　ネトの言葉が正しいなら、歴史が前走を辿たどるなら、あの鼠の群れはいずれ倒され全滅する。こちら側に大量の犠ぎ牲せいを出し、異海鬼獣リヴアイアサンの恐怖をたっぷり植え付けた上で。

　歴史を乱しちゃいけない。未来は今に優先する。

　だから俺おれがまずすべきなのは、ロロエを止めることだ。この状況で機き工こう公こう国こくと魔ま術じゆつ聖せい国こくの戦いが始まっちまったらどれだけ被害者が増えるかわからない。

　だけどそれは、コロシアムに向かう異海鬼獣リヴアイアサンをいったん放置するってことでもある。それはつまり──つまり、アノを見殺しにするってことじゃないのか？

　彼女が死ぬと知って、わかったうえで放置するのか？

　助けに行くことを放棄するのか？

　これが再走世界だから？　前走ですでにアノは死んだから？　この世界でも死ぬのが正しいから？　それとも俺が、アノのことをそれほど大切に思っていないから？

「違う……違う……!!　なに迷ってんだ、覚悟を決めろ、クソッ……!!」

「なにぼそぼそ呟つぶやいてんだよ？　集中しろよ、もう見えてるぞ!!　すぐそこだ!!」

「あ、ああ」

「あそこだ、あのコンテナだ！」

　街まちの中心から少し離れた工場群の一角。

　シェトンプルラボより一回り大きく、それでいてさらに質素なつくりの大型コンテナハウスが並んでいる。あんな警けい備びシステムのゆるそうな工場にカノンとかいう兵器と、魔ま術じゆつ師しと戦おうっていう機工兵を隠してたのか。いつバレてもおかしくなかったぞ、あれじゃ……。

「火が上がってる……」

「燃えてるトコが、カノンの隠し場所だ……どうやら乱暴な先客がいるらしい」

　あそこにも鼠ねずみがいるのか……？

　すべての鼠がコロシアムに向かったわけじゃないのか……!?

「まさかあそこにも、鼠が入り込んでいるのか……!?」

「だろうな……心の準備しろよ、ジャーク!!　到着だ!!」

　スザイルが走行機を止めた。

　カノンを抱いて、スザイルは俺より先に走り出す。

　スザイルにとっちゃ仲間が食い殺されてるかもしれないって状況なんだから当然だ。

　大きな工場用のコンテナハウス。

　その扉とびらを開けた時、悲劇はそこに広がっていた。

　鼠の群れ。異海鬼獣リヴアイアサンの群れに、人間の集まりが浸食されている。見る限りでは、数匹しかいない。だけどその凶暴性と巨大さ……ただ数匹で押し寄せてくるだけでそれは災害となる。

　カノンは問題なく作動している。ロロエとその仲間たちはカノンをもって鼠に対抗している。

　スザイルが持っていたものとはサイズが違う。ロロエの構えるカノンが放つ砲ほう弾だんは、尋常でない威勢で鼠を吹き飛ばし壁に叩たたきつける。

　だというのに、鼠はピンピンしている。

　さっきと同じだ。スザイルがカノンをぶっ放した時とまったく同じ。

　鋼はがねの砲ほう弾だんをぶつけただけじゃ、ヤツらを仕留めきることは難しい。

　さっき倒したあの鼠ねずみだけが強かったわけじゃない。すべてがすべて、同等の生命力と力を持っている。すべてがすべて、異海鬼獣リヴアイアサン。

　蛇へびに操あやつられた鼠の兵隊は、カノンの鋼こう球きゆうなどものともせずに、ひたすら工場内の人間を食い荒らし続けていた。ヤツらの前歯は平気で機き工こうを食い破る。鋼球どころかカノンそのものを食くい壊こわす。

　戦いの最中、ロロエの声が聞こえた。

「生物兵器を使うとは、罪なき生命にまで手を染めたか、魔ま術じゆつ師しどもめ……！　だが、これだけの生物を完かん璧ぺきに操れるのはグランデだけだろう！　必ず近くにいるぞ！　見つけ出せ！」

　生物兵器……!?

　何のことだ……？

　あっ!?

　そ、そうか、ロロエは勘違いしてるんだ!!　この鼠たちを、魔術師のけしかけたものだと思ってる。

　幸か不幸か、機工兵たちはロロエの命令など聞く余裕がない。目前の脅きよう威いを追い払うので精一杯だからだ。

　出ていくなら今。

　助けに入り、鼠を殲せん滅めつし、ロロエたちの誤解を解く！

　ビビる必要はない、行くなら今だ!!

　たぶん近くにあの蛇はいない。司し令れい塔とうがいなければどいつもこいつも本能に従って生きるただの巨大鼠だ。さっきと同様、デハイドさえあれば戦い切れる……！　魔力がもつかどうかだけが心こころ懸がかりだけど……これだけ機工兵がいて、カノンとかいう兵器があって、バックアップをしてもらえるならたぶん数匹の鼠くらい殺しきることもおそらくはできる。

　よし、行くぞ!!

　俺が行かなきゃロロエたちが全滅しちまうんだから!!

　魔力残量をたしかめて、気合いを入れて恐怖を吹き飛ばし、中に飛び込もうとしたその瞬しゆん間かん、俺の足が急に止まった。ある気づきが、俺の足を止めた。

　俺が行かなきゃ……ロロエたちが全滅する……？

　ってことは……。

「おいどうした!!　なんで止まるんだ!!」

「もしかしてこれも……歴史の正解なのか……？」

「ああ!?　何言ってんだ!?」

　ロロエ・ヴァーナの名前はネトですら知らなかった。

　機工国選大会での最有力優ゆう勝しよう候こう補ほと言われながらも、歴史に埋もれていった天才機工師。

　ロロエが名を上げることができなかったのは──ここで異海鬼獣に葬られたからじゃないのか？

　鳥肌が立つ。

　気持ち悪いくらいの寒気が一いつ瞬しゆんにして体を包む。

　この寒気が、証拠だ。俺おれは、この気づきが正しいと確信している……。

「そうだ、きっとそうなんだ……！　ロロエたちはここで全滅する……！　だから歴史に名前が残っていないんだ……！」

　彼らはここで全滅するんだ。だから歴史は、彼らの存在を知らなかった。機き工こう公こう国こくの誰だれかが魔ま術じゆつ聖せい国こくに争いを仕掛けたなんてこと自体が記き録ろくに残っていなかったんだ！

　なんてことだ……。

　ネトが正しかった。やっぱり俺は、何もする必要がなかった。ただ歴史を見届けるだけでよかったんだ……。

「おいジャーク!!　何をわけのわかんねぇこと言ってんだ！　急げ！」

「だ、ダメだ！　俺は行けない……!!　それは……た、正しい歴史じゃ、ないから……！」

「あァ!?」

　脚あしが震えてる。敵が怖いからじゃない。それよりもっと恐ろしくおぞましいものが俺の首に巻きついている。俺はまたしても、自分の無力さを突きつけられている。

　何もできない無力さを。

　手を離してしまう恐怖を。

「……もういい！　俺は行くぞ！　お前はそこで、一生ビビってろ!!」

　スザイルが単身、工場の中に飛び込んでいった。

　勇敢な男。前走において、デハイドを着て異海鬼獣リヴアイアサンと戦った最初の男。

　どうしてあれが、俺にはできないんだ……。

　何もしないのが正解。

　敗北することが正解。

　そう自分に言い聞かせている最中、工場の中からドアの外にまで血が飛んできた。鼠ねずみに嚙かまれた誰だれかが弾はじき飛とばされて、俺の足下にどさりと倒れた。見下ろすと、すでに彼が事切れているのがわかる。とめどなく流れる血が、俺の足下を赤く染めていく。

　俺はなんで……ここにいるんだ……？

　歴史は正しく繰くり返かえされている。

　世界は正しくトレースされている。

　怖いくらいに着実に。

　背筋が冷えるくらい正確に。

　前走でも死んだ人間が、この再走の世界でもう一度死に直す。

　ただそれだけのことだ。




　……なんだよ、それ。




　何が「正しく」、なんだよ。歴史に健全性なんてものを求めるなら、そもそも「やりなおし」なんてはじめからすべきじゃない。

　未来を取るか、今を取るか。

　何が二択だ。

　俺おれはなんて馬鹿なんだ。

　はじめから俺には一択しか用意されてないじゃないか。

　未来と今は、同じものだ……!!

　今を変えずして、望む未来を手に入れられるはずがない……!!

　それに気づいた瞬しゆん間かん、自然と脚あしの震えが止まった。代わりに、体がどんどん熱くなっていくのを感じる。

　なんて言い訳しよう。

　ネトに。

　エウヴァルセウ様に。

　自分自身に。

「ゴメン、ネト……」

　言い訳なら後で考える……後悔なら後でする!!

　アノを見殺しにすること。

　ロロエを見殺しにすること。

　歴史の流れを傍ぼう観かんすること。

　そっちを選んでしまったら。

「それじゃあ……それじゃあ、あの日と……」

　あの赤い一日と。

　ネトが泣いていた一日と。

「何もっ……!!　変わらねぇだろうがああああああっ!!」

　もう止まれない。

　安全で目に見えた未来はもうどこにもない。

　何があるかわからない暗くら闇やみに飛び込むしかない。

　そうして戦うことでしか……俺は、あの日の無力さを振り払えねぇんだよ……!!

「退どけ、ロロエェェェェェ!!」

「ぼうや……!?　なぜここに……!?」

　なぜここに!?

　なぜ乱入してきたのかって!?

　なぜネトの言葉を無視して、歴史の流れを無視して、化け物の前に飛び出してきたのかって!?

　俺おれが知りてぇよそんなことは!!

「ブーストォォォォ!!」

　固く拳こぶしを握りしめ、ブーストをかけたうえで全力で、鼠ねずみの横っ腹に拳をぶち込んでやる。弾はじけ飛とんだ鼠は壁に叩たたきつけられ、壁の一部が大きく音を立てて崩くずれた。当たり所の問題か、鼠もかなり痛みを覚えたようだがまだまだしぶとく息をしている。クソ、ブーストを使ったのにまだ生き残ってる……！

「魔ま力りよく放出反応……!!　やはりあちら側の人間だったか、ぼうや!!」

「うっせぇよ、黙ってろ!!」

「何……!?　なっ……ぼうや、泣いてるのか……!?」

　泣いてるって？

　俺が？

　熱く俺の顔を伝うものが、涙だっていうのか？

「泣いてねーよ!!」

　泣いてない!!

　俺は歴史と戦うんだ!!

　異海鬼獣リヴアイアサンどもをブチ殺すんだ!!

　泣いてる暇ひまなんてねぇんだよ!!

　ネトだって、そう答えただろうが!!

「おおおおおおお!!」

　考えなんてなかった。

　ただ自分を奮ふるい立たたせるためだけに、獣けもののように吠ほえた。

　そして苦しむ鼠に向かって真っすぐに駆け出した。

　さんざんカノンの攻こう撃げきを受け、俺のブーストをかけた拳まで喰くらった惨みじめな鼠に、これ以上抵抗する体力は残っていないとみる!!

　逃げる様子は見せるものの、脚あしが動かないのか鼠はキィと甲かん高だかく鳴いただけ。

　その正面から俺は飛びかかり、そして両手で鼠の頭を摑つかむ。

「がぁぁぁぁぁっ……!!　砕けろォォォォっ……!!」

　ブーストは要いらない。

　デハイドのパワーを、人類の歴史を、なめんじゃねぇよ鼠がっ……!!

　力を込めて両側から鼠の頭ず蓋がいを圧迫する。はじめは前歯を振り回し抵抗していた鼠も、パキリという音とともに体の力を緩ゆるめていった。頭蓋骨を砕かれた鼠は、キィ、キィと金切り声をあげながら、ゆっくりと死んでいく。

　なんだよ、一度覚悟を決めてしまえば、こんなにも楽に戦えるのかよ。

「なんだ、その力は……!?　ぼうや、君はいったい……!?」

「下がってろよロロエ……！　アンタは一度、ここで死んでる……！　もう死なせねぇ……！」

　鼠ねずみの末まつ期ごの声を聞いて、他の鼠たちが一斉に俺おれの顔を見た。

　戦いが、一いつ瞬しゆんだけ止まった。

　その一瞬を逃す手はない。

「下がれええええええええっ!!」

　それは、憎き怪物への命令ではなく。

「俺がやるっ!!　俺に寄越せっ!!」

　助かるべき人たちへの、お願いだ。

　一匹殺して、なんだよ、残りはたったの三匹かよ。

　クソ、顔が熱い。

　なんだよ、なんなんだよ、どうして俺は涙を流してんだよ。

　仲間を一匹ブチ殺されて、俺を危険な敵と認にん識しきしたのか、三匹の鼠は同時に俺に向かって走り出してきた。いつ口を開き齧かじりつこうとしてくるかと警けい戒かいしていると、鼠たちは速度を緩ゆるめることなく、駆ける勢いそのままに俺に突とつ撃げきし、そしてそのまま強引に壁まで突っ込んでくる。

　三匹同時の突撃!!

　壁に挟んで俺を圧死させる気か……!!

「鼠ごときが……!!　調子に乗るな!!」

　ダメだ押し返せない!!

　獣けものどもの圧力は微み塵じんも緩むことなく絶えず俺の体を壁に追いやり押おし潰つぶそうとする。

　ブーストを使えば押し返せる!!

　だけど残りは三発分しか残ってない。ここで使っちまったら、鼠を倒しきれないかもしれない。くそっ、どうする!!

「退どけよクソ鼠ども……!!　グ……!!」

　鼠を押し返そうと力を入れ続けている腕が痺しびれてきた。このままじゃもうもたない。

　ダメだ、迷ってる暇ひまはない、ブーストを使うんだ！　異海鬼獣リヴアイアサン相手に手加減なんてしていられる余裕はない！　使うしか……でも使ったら魔ま力りよく残量が……！

　俺がどうしようもない二択に悩んでいると、急に圧力が弱くなった。

　俺を潰そうとしていた鼠たちが一斉に散らばっていく。

　スザイルの声で、その理由が俺にもわかった。

　スザイルが、鼠たちのど真ん中にカノンをぶっ放してくれたんだと。

「逃げろ、ジャーク!!　俺たちがコイツらの注意を引く!!　お前は一匹ずつ鼠を潰せ!!」

　注意を引くって……そんなことをしたら、デハイドを着てないお前らが喰くわれて死ぬだけじゃねぇかよ。

　案の定、三匹のうちの一匹はまっすぐにスザイルに向かっていく。

「やめろスザイル!!　死ぬぞ!!」

「俺おれが死ぬ前に、お前が鼠ねずみどもを殺せばいいんだよ!!」

　ど、度胸がありすぎるだろあの筋肉……!!

　いいぜ、やってやるよ。

　お前は俺が生かしてやる。

　この鼠どもを、異海鬼獣リヴアイアサンをブチ殺すことで……!!

　脂肪のある胴体を殴っても仕留められないことはもうわかった。だけど海岸で戦ったあの鼠は、頭ず蓋がい骨こつを砕いて首の骨をブチ折ったらきちんと絶命した。殴るつもりで戦うな、傷つけるつもりで戦うな、殺すことだけを考えろ。

　狙ねらうべきは心しん臓ぞうか脳。

　こんだけデカい鼠なら……頭を狙うのも難しくない!!

　二匹の鼠はさっきと全まつたく同じ形で、俺を潰そうと突撃の体勢で突っ込んでくる。

　まっすぐに、力の限り向かってくるだけ。

　頭の悪い、不気味なまでに膨ふくれ上あがった化け物鼠が。

　警けい戒かい心しんの薄れた獣けものに……生き延びる道はない!!

　愚ぐ直ちよくに突っ込んでくる巨体のその額ひたいに……眉み間けんに……!!

　タイミングを合わせろ、それだけでいい!!

「ブーストオオオオオオ!!」

　突き出した拳こぶしが直ちよく撃げきする!!

　カウンターのタイミングも完かん璧ぺき!!

　グシャリという気味の悪い音と共に、鼠の頭部が砕けてへこむ!!

「よっし!!　あと二匹だ!!」

　いける!!

　ジェネラルのないこいつらはただの知恵なきケダモノだ、俺でもやれる！　このデハイドがあれば戦える！

　あとは残った二匹を仕留めるだけ！

　もう他にはいないよな!?

　俺は周囲に目を走らせる。

　だけど見つけたのは、床にへたり込み右腕を抑え、怯おびえたような目で俺を見るロロエの姿だけだった。

「ロロエ……腕をやられてるのか!?」

「少し切っただけだ……それより君は──ぼうや!!　危ない!!」

　言われて振り向くと、いつの間にか鼠ねずみが俺おれに向かって走ってきていた。

　やべぇ、逃げたらロロエがこの体当たりをくらう……！

　まずい、この勢いは止め切れない……ブーストを使うしか……！

「う……うおおおっ……!!」

　鼠の巨体を両手で受け止める。

　このデカブツとの押し合いは死ぬほど疲れるぞ……!!

　その勢いを殺すのにまさかブーストを使うハメになるとは思わなかったが……使ったからにはすぐ殺す!!

「ロロエ、離れろォ……」

「あ、ああ」

　ロロエが距離を取ったのを見て、俺から仕掛ける。

　このまま頭を潰つぶしてやる……!!

「ブーストっ……あっ!?」

　ブーストをかけて手に力を入れた瞬しゆん間かん、横からもう一匹の鼠が突っ込んできた。

　スザイルから興きよう味みを失ったのか、二匹が俺に突っ込んできてやがる……！

　いや、それより──ブーストを無む駄だ撃うちさせられた……!!

　あのままだったら少なくとも一匹は殺せたのに……!!

　残りの異海鬼獣リヴアイアサンは二匹。

　だってのに、魔ま力りよく残量はもうほとんど残ってない。

　少なくともブーストは使えない。基き礎そ能力のみで戦うしかない。

　厳きびしい……!!

「グ……!!　魔力がなきゃ戦えない……!!　魔ま術じゆつ師しは……魔術師はいないのか!?」

　いるわけがない。

　自分でもわかってる。

　ここにいるのは、魔術師と戦おうとしていた連中だ。

　いくら叫んだって答えてくれる人なんているわけがない。

　くそ、あのジイサンを海岸に置いて来なけりゃ良かった!!

　俺の魔力が尽きかけているのを感じ取ったのか、鼠たちが俺をじっと見つめている。

　ぎょろついた目で、俺が戦えるかどうかを確かめている。

　結論に辿たどり着つくまでに、そう時間はかからなかった。

「キィィィィィ!!」

　鼠が猛たけり叫さけんだ。

　今を勝機と見たらしい。

　そして二匹は俺おれに向かって再び突とつ撃げきを敢行する。

　ダメだ、受け止めきれない。

　ブーストなしじゃ殺すことも難しい。

　くそ、くそ、くそ!!

　なんて無力だ、たった二匹の鼠ねずみごときに!!

「くそっ……!!　くそっ、くそっ、くそぉっ!!　何もせずに……何もできずに、死んでたまるか!!　おおおおおおおおおおおおおお!!」

　かまえろ!!

　覚悟しろ!!

　必ずこの鼠を、殺すんだ!!

　全身を力ませて、俺は鼠を待ち受ける。

　ヤツらはまっすぐに俺だけを見て突っ込んでくる。

　来い、来い、来てみやがれ──!!




「…………と、止まった……？」




　そう呟つぶやいたのは、俺じゃなかった。

　スザイルだ。カノンをかまえたままで硬直している。

　二匹の鼠の動きが、急に止まった。

　見えない力で縛しばられているように、鼠も不可解そうにキィキィと鳴きながら、なんとか逃げ出そうと体を震えさせている。

　次の瞬しゆん間かん、鼠たちの体が浮かび上がった。一メートルほど浮かんだと思うと、今度は中空を滑すべるように急発進し、そして壁に勢いよく激げき突とつした。

　なんだ……何がどうなってる……？

　浮かばせる……？　〝念動ツイスト〟か……!?

　だけどファブロのジイサンがやってみせたのよりずっと強力に、鼠の体の自由を封じている。

　強きよう烈れつな念動術。異海鬼獣リヴアイアサンの動きを封じるほどの。生身の人間すら浮かせるほどの。

　間違いない……間違いない……!!

　来てくれたんだ!!

　俺は、姿の見えない彼女の名前を、思い切り叫んだ。

「ネトッ!!」

「……バカ。名前をバラすな」

　気づかなかった。

　いつの間にか工場の天井近くに、ネトが飛んでいたことに。

　他の機き工こう兵へいにも見られてしまったからには、さらには名前を知られてしまったからにはしょうがないと、ネトはすぐに俺おれの隣となりにまで降りてきてくれた。そして俺の肩に手を置いた。

「暴れすぎ。すぐ私のところに来いって言ったでしょ」

「ご、ゴメン」

「……もういいから。あれ、仕留めて来なさい」

　ふっと、体に力が戻ってきた。

　俺の体じゃなく、纏まとっているデハイドが力を取り戻したからだ。

　ネトが魔ま力りよくを充じゆう塡てんしてくれたから。

　後は駆けるだけ。

　ネトがいてくれるなら、後はただの作業だ。

　ブーストをためらいなく使えるなら、こんな鼠ねずみ、敵じゃない……!!

　怒りに身を任せ俺を齧かじろうと口を開くばかりの鼠に向かって、俺は拳こぶしを振り上げる。

　そしてすぐに、残った二匹を絶命させた。

「…………終わったぞ」

　答える者はない。

　わずかな静寂。

　真っ先に混乱から抜け出したのは、ロロエだった。

「グランデだ！　魔ま術じゆつ師しを狙ねらえ!!」

　ロロエの指示で、機工兵たちが一斉にカノンをネトに向ける。

　まずい……この数……！　俺おれ一人じゃ防げない！

「逃げろ、ネト!!」

「逃げろ？　残念だけど──そんな暇ひまはないの」

　弾はじき出だされた鋼こう鉄てつの球たま。

　迎むかえ撃うつはグランデの称号を持つ魔術師。

　緑のネクタイを締めた十六歳さいの少女。

　生身の体でまともに受ければ痛いじゃ済まない。骨が折れる程度で終わるはずもない。

　だけどネトはまったく怖れていなかった。

　向かってくる鋼球に手をかざし、たった一言、魔術の名前を呟つぶやいた。

「──〝チャージ〟」

　たったそれだけで、決着はついた。

　ネトを狙って放たれた複数の砲ほう弾だん──そのすべてが、中空で勢いを失い、その場にふよふよと浮かんでいた。

「と……止めた……!?」

　俺にはわかる。いや、俺にしかわからなかっただろう。

　ネトは、瞬しゆん間かん的てきに魔ま力りよくを供給したんだ。

　砲ほう弾だんが飛んできて、自分に当たるまでのその一瞬に魔力を通して、魔術の対象にして、操あやつってみせた……!!

　鋼こう鉄てつの弾たまに魔力を充じゆう塡てんして機き工こう化かし、魔術の影えい響きよう下かに置く。

　魔術機工を見据えてきたネトならではのやり方。

　魔術機工を知らないロロエたちでは何が起きたかもわかっていないだろう。

　わかっているのは一つだけ。

　対処法を見つけられてしまった以上、カノンはもうネトには効かないってことだ。

「素晴らしい発明よ。良い三十年を過ごしたわね、おばさん」

「……まだ二十八だよ」

　理屈はわかる。だけど、それを実践するにはどれだけの実力が要いるというのだろう。あの一瞬で、これだけの数の砲弾を相手に、〝チャージ〟をかけてインスタントな魔術機工を作り上げて自みずからの支配下に置く……まさしく神かみ業わざだ。

　ネ、ネトさん……ちょっと強すぎない……？

　もうちょっと早く降りてきてくれたら、もっと楽にあの鼠ねずみたち倒せたんじゃない……？

　言葉を失い、ただ呆ぼう然ぜんとネトを見つめる機工兵たち。

　何も起こらない静かな時間。

　口を開いたのは、ロロエだ。

「私たちを殺さないのか……？」

「なぜ？」

「機工公国の兵を殺しに来たんじゃないのか？」

「はぁ？」

　年上の、しかもこんなに美人のお姉さんが相手でもネトの態度は変わらない。

　誰だれに対しても臆おくさない。ネトさんカッコ良すぎるな……。

「さっき言ったでしょ？　暇ひまじゃないって」

「あ……？」

「あなたたちと敵対する理由はない。そんなことより、この鼠たちの本隊はコロシアムに向かってる。うちの姫様がそこにいるのよ。早く助けに行かなきゃならないの。だからこれを借りに来たのよ」

　これとは何を指すのかと思えば、当然のようにネトは俺おれに人差し指を突きつけていた。

「この子は借りていくわよ。あなたたちはここに隠れているといいわ。さよなら」

　それだけ言うと、ネトは俺の首根っこを摑つかんで飛び上がった。そのまま滑空するように工場から出て、高く空へと舞い上がった。

　俺、あんまり高いところは得意じゃないんだけど。

　ネトはそれを知っているはずだけど、そんなことはまったく気にせず高度を上げて、フルスピードで飛行する。

「探したわよ」

「ゴメン、面倒に巻き込まれてて」

「言い訳はいい」

　グ……！

　言い訳すらさせてもらえないってことは、もうおしおきが決定してるってことだ……！

「聞いて、ジャーク。予想より敵の登場が早い」

「ああ、そうみたいだな」

「……わかってないの？　何が問題か」

「え？」

「機き工こう国選大会がまだ終わってないのよ。まだジェン・シェトンプルの優ゆう勝しようが決まっていないの……このままじゃ、デハイドが注目されないまま事件が終わってしまうわ」

「あっ!?　ってことは、デハイドの名が知られる前にこの事件が終わっちまう……!?」

「だからあなたを探しにきたの。ジェン・シェトンプルの作った完装型フルチユーンデハイドは既に戦いの場から逃れようとしている」

「ってことは、あっちのデハイドを着ているのは……」

「アノ・シェトンプルよ」

　アノは生きてる！

　まだ生きてるんだ！

　だけど、デハイドの名を轟とどろかせるためには……。

「アノを戦わせなきゃならないってことか……？」

「それは無理だとあなたもわかっているでしょう」

「じゃあどうするんだよ？」

「決まってるでしょ。あなたが、あのデハイドを着て戦うのよ」

「……へ？」

「魔ま術じゆつ機き工こう式しきを下に隠して、あなたがあの戦場を駆けるしかない。蛇へびが一匹、鼠ねずみがおよそ五十匹。守らなければならない人の数は数百人。……なんとかできるわよね、ジャーク？」

　……七年間をともに過ごした相棒が誰だれよりも優やさしくない……こんなことってあるのか……。
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　ネトに首根っこを摑つかまれたまま、俺おれは空を飛び異海鬼獣リヴアイアサンの暴れる戦いの場へと向かっている。

　母猫が子猫の首をくわえて運ぶ姿を彷ほう彿ふつさせる格好に、言いたいことがないわけでもなかったが、ネトがこれ以外のポーズを是としなかったので仕方ない。

　飛行中、ネトはまくし立てるように作戦を話し続けた。

「競技場を囲む観かん客きやく席せきがわかるわね？　あそこにアノ・シェトンプルがいるはずなの。だからあなたはそこに向かって。とにかく、シェトンプル製せいのデハイドを戦いの場に引きずり出すわ」

「わかった、アノを探すんだな！」

「ええ。避難しようとしている人たちの中にいるはずだから、あなたが説得してデハイドを借り受けて」

　アノはまだ生きている。

　だけどそれは、アノが完装型フルチユーンデハイドを身につけているからだろう。

　おそらく前走では脚装型レツグチユーンしかつけていなかったはず。

　その状態で逃げようとして、逃げ切れず、命を落としたはずなんだ。

　デハイドを奪ったら……機動力を失なくしたら、アノは生き延びられないかもしれない。いや、歴史を前走通りに進めるのなら当然にそうなる。

　きっとこれが最後のチャンスだ。アノを助けるべきかどうか、俺が本当にすべきことは何か、それを決められるのはいましかない。

「まだ悩んでるの」

「……悩んでた」

　見透かされてる。

　すぐにネトのところに来いと言われていたのに、寄り道をして人助けなんてしていたのだからそう思われるのも当然だ。

「もう悩んでる時間はないわよ」

「わかってる」

「私もあなたも、この日のために七年間準備を進めてきたのよ。その日々を無駄にするような真ま似ねは決してしないで」

「わかってる」

　無駄になんてしない。

　絶対に。

　俺おれは言葉を探してる。言い訳のセリフを探してる。

　無駄にしない……それなら、どうするというのか？

　このやりなおしの日々に、俺はどんな答えを出そうというのか？

　ネトがフルスピードで飛んでくれたせいか、五分と経たたずコロシアムが見えてきた。なるほど中で人や獣けものが暴れ回っているのが遠くからでも見えてくる。

　死し闘とうの果てにようやく鼠ねずみを四、五匹倒したばっかりなのに、あそこにはまだまだ鼠がうじゃうじゃいそうだ。

「まずい……ジャーク」

「なんだ!?　何がまずいんだ!?」

「コロシアムの観かん客きやく席せきに鼠の異海鬼獣リヴアイアサンが登ってる……！　避難口に向かってるわ。アノ・シェトンプルがあそこにいたらまずい。デハイドを壊こわされるのは困るわ。助けてきて！」

「わ、わかった！」

「フツーは足を下にするんだけど、あなたのは腕装型アームチユーンだし、頭が下でいいわよね」

「え？　頭が下って？」

「…………」

「…………」

「…………」

「ネトさん、冗談キツイな……」

「真正面にある円柱形の塔とうが見える？　あそこに魔ま術じゆつ聖せい国こくの要人たちがいるの！　機き工こう公こう国こくの諸公はすでに逃げ切ったから安心して！　私は観戦塔に先に行ってアウクス姫に現状を報告するわ！　あなたはアノ・シェトンプルからデハイドを借り受け、そしたらすぐにこっちに合流して！　アノを守りきろうなんて馬鹿な真ま似ねはしないでよ！」

「ま、待て、まさか放り投げるつもりじゃ……あああああああああああああああ!!」

　ネトはためらわなかった。

　送り出す言葉もなしに、突然に手を離した。

　高度五十メートル、頭からの落下は、たとえデハイドを着てたって怖いに決まってるだろぉ……!!　強きよう烈れつな風圧……!!　強烈な恐怖感……!!

「お、お、お、………おおお!?」

　進路が急速に捻ねじ曲まがっていく。強風に流されるように、俺の体はコロシアムの隅に向かって方向を変えていく。自然落下してない。これは落下ではなく──念動だ!!

　ネトの魔力に包まれながら、俺の体がコロシアムの観客席に向かっていく。

　弾だん丸がんのように、砲ほう弾だんのように、直線の軌道を描いて飛んでいく！

　そしてすでに客が避難を終えた空からの客席が目の前に来て、そのまま激げき突とつするギリギリ直前に、本当にギリギリで急な減速がかかり、俺は無事落下に成功した。

「し、死ぬかと思った……!!」

　いや、念動術で操あやつってくれるのならもっと遅いスピードで俺おれを飛ばすこともできたはずだろ……容赦がなさすぎるぞ、ネト……！

　なんだか脚あしはガクガクしてるし、息もだいぶ荒げちゃいるが、こうして休んでるわけにもいかない。俺はすぐに立ち上がり、観かん客きやく席せきに上がったという鼠ねずみを探す。

　ふいに、観客席の下、コロシアムの中央にいる蛇へびが視界に入った。

　蛇は、殺さつ戮りくにも破は壊かいにも参加していない。中央に陣取って、なめるように周囲に視線を配っている。何かを探しているようにも見える。あんな目立つ場所にいながらその余裕。この場には、自分の天敵がいないと知っている振る舞い。

　…………。

「蛇はひとまず後回しだ……あれが避難口だな!!」

　見れば出入口近くで鼠が死体を貪むさぼっており、生存者が避難できずにいるようだ。

　鼠の方は間抜けにも油断してやがる。よし、あれならすぐに排除できる！

　俺は駆け寄り、馬ほどもある鼠のデカい尻の後ろに立つと、しっぽを握り、そしてブーストをかけて全力でステージ側へと投げ捨てた。しっぽを引かれたことで鼠がキィキィ叫びやがったが知ることか！　もう一匹も同じことだ、いまさら顔を上げたって遅ぇんだよ、俺にしっぽを摑つかまれた時点でおしまいだ！

　二匹目の鼠もまずはこの場から遠ざけることに成功する。

　感かん謝しやを告げては、避難口から観客たちが避難していく。その中には、シェトンプルさんの姿もあった。

「シェトンプルさん！」

「ジャークくん!?」

　俺の姿を見るなり、シェトンプルさんはすがるように俺の体にしがみついてきた。

「ああ！　アノが！　鼠の襲しゆう撃げきを受けてはぐれてしまったんだ！」

「アノがここにいない……？　アノはどこに!?」

「ああ、ああ、なんてことだ、まさかあの化け物に食われてしまったんじゃ……!!　ああ、ああ、噓うそだ、噓だ、ああ……!!」

　彼はひどく狼ろう狽ばいしている。

　それも当然だ。だけどそれじゃ困るんだよ……!!

「シェトンプルさん!!　アノはどこにいるんですか!!」

「し、下だ……!!　助けに行こうとしたんだが、あの鼠が邪じや魔まをして……!!」

　下だと……!?

　下は機き工こう兵へいと鼠たちが暴れ回ってる。デハイドを着てるくせになんでアノがそんなところにいるんだよ……！　どうしてそこまで死に近づきたがるんだアノ……！

「俺おれが助けてきます!!　シェトンプルさんは先に避難を!!」

「しかし、アノが……」

「必ず助けます!!　だから先に避難を!!」

「う、うぅ……!!」

「アノとあなた、二人を同時には助けられない……！　お願いします、あなただけでも先に避難を！　アノは俺に任せて!!」

「た、頼んだよ！」

「……これが終わったら」

「え？」

「あの化け物を倒せるような、強いデハイドを一緒に作りましょうね」

「……あ、ああ、ああ！　そうしよう！　アノを頼んだよ！」

　頼んだと言いつつなかなか避難しようとしないシェトンプルさんを無理矢理避難口に押しやり、俺は約束通り観かん客きやく席せきから下へと飛び降りた。足で着地すれば骨が折れるだろうから、両手を下にかまえながら下りたから、はっきり言って死ぬほどカッコよくなかったけど。

「さて、アノはどこに──」

「あっ、ジャーク!?　どうしてここに!?」

　……近いな。

　こんなに近くにいたなら、声で誘ゆう導どうするだけで避難させられたかも……。

「アノ……生きててよかった」

「し、心配してくれたの!?」

　するだろ……。

　歴史が正しく進めば、アノはそのうち死んでしまう予定なんだから……。

「そうだよ……心配してるからここまで探しに来たんだよ……」

「えっ!?　私を!?　へ、へぇ、そう!!」

　なに喜んでんだよそんな場合じゃないだろアノ……！

「でもジャークと会えてよかった……もう私怖くて逃げ回ってたらこんなところまで来ちゃって……一緒に逃げましょ！」

　ああ。

　わかった。

　一緒に逃げよう。

　アノにはデハイドがある。多少の無茶は大丈夫なはず。

　俺はアノの手を摑つかみ、観かん戦せん塔とうに向かって走り出した。

「あっやっなっなに!?　どこに行くの!?」

「信じろ！　こっちが安全なんだ!!」

「いやどう見ても鼠ねずみが多い方に……ホントにあってんのこれぇ!?」

　アノの言葉を無視して俺おれは戦場を駆け抜ける。

　コロシアムを横切って、観かん戦せん塔とうへと全力疾走。

　鼠たちが俺たちを狙ねらってくることもあるが、他にも獲え物ものが多いせいか最後までついてくるようなヤツはいない。運良く一度も足止めを食うこともなく、観戦塔へと辿たどり着ついた。

　よし、ここまでくればあとは魔ま術じゆつ師したちが守ってくれる……！

　魔術聖国のお姫様がいるというこの塔に、敵が近づくことを魔術師たちは許さないだろう。これでいい。ここならアノは安全だ。アノが死ぬ時はここに異海鬼獣リヴアイアサンが来る時。その時は姫様も死ぬ。ネトがそんなの許すわけがない。

　俺たちが入ってきたのを上から見ていたのか、背の高い魔術師が俺たちの前に駆け寄ってきた。タイの色は緑だった。

「なんだ君は……!?」

「ネトは!?　ネトはどこにいる!?」

「ネト様を知っているということは、ネト様の言っていた魔ま術じゆつ機き工こうの持ち主か……!?」

「たぶんそうだ！　ネトの命令でここに来たんだ！」

「では上へ行け！　ネト様はアウクス様のそばにいる！」

　ネトが様付けで呼ばれているのが少し気になったけど、それは後だ！

　俺たちは階段を駆け上がる。

　上階に向かうと、魔術師たちが数人かたまっているのが見えた。

　その中心に、やたらと白い服を着た美しい女性がいる。前走で見たことがある……たしかあれが魔術聖国ご自慢のアウクス姫だ……。となると、姫様に見られるより先にアノからデハイドを借りとかないとまずいかな……。

「アノ、そのデハイドだけど──」

　振り返った先にいたのは、アノじゃなかった。

「デハイドだけ持ってきてって言ったでしょ……!!　何やってるのよ!!　私の話を聞いてなかったの!?」

　一いつ瞬しゆんでネトの顔が俺の眼前に来る。胸ぐらを摑つかまれたのだと、すぐには気づかなかった。

　ここまで激げき怒どするネトははじめて見た。事情を知らないアノは怯おびえて口を塞ふさいでる。

「俺は、アノも助けたいんだ」

「バカ言わないで!!　私の話をなんだと思ってたのよ!?」

　ヒステリックに声を荒げて、ネトは俺にさらに言う。

「ジャーク!!　私を裏切るの!?」

「違う」

「私たちは、この日のために犠ぎ牲せいを払ったのよ!!」

「そうだよ……俺おれたちは歴史に、この世界に、それだけの対価を支払った!!　支払ったからには、それなりのものを手に入れなきゃ満足できねぇんだよ!!」

「何よそれ!?　いったいどういう──」

　その時だった。

　塔とうの下の方から轟ごう音おんが響ひびいたのは。

　揺れる。建物が揺れる。

　続いて、下の誰だれかの叫び声が響いた。

「蛇へびだあああああああああああっ!!」

　蛇……!?

　ジェネラルクラスが動き始めたのか……？

　どうしていま……？

　足下の揺れはますます大きくなる。がらがらと、階下で何かが崩くずれる音がする。

　何が起きているのか、皆が察し始めていた。

「まさか……建物ごと壊こわしに来てるのか……!?」

　この建物に狙ねらいを定めたのか？

　それはいったいなぜだ？

　その疑問に答えを出す余裕すら与えず、砕けた窓から、そいつは姿を現した。

　生理的嫌悪感。そんな言葉すら浮かんでくる、桁けた外はずれの大きさの──蛇。

　感情を感じさせない赤い瞳ひとみ。

　人とは棲すむ世界が違うことを示すぬめっとした肌。

　さっきからその姿は視界に入っていたはずなのに。

　俺はその時はじめて──はじめて、蛇と目が合った。

　その狂気をはらんだ赤い瞳に、俺は一いつ瞬しゆんだけ体を竦すくませてしまった。

　それが致命的だった。

　目にも止まらない速度で、蛇の口が俺たちに向かって飛んできた。

　蛇は何かを口に入れ、そして再び窓の下へと去っていく。

　俺は何も反応できなかった。怒りを感じる暇ひますらなかった。

　俺はすぐに周囲を見回した。誰が喰くわれたのかを知るためじゃない。彼女が喰われていやしないかと確かめるためだ。

「アノ……？」

　誰も答えない。

　その呼びかけに応こたえるべき者の姿がどこにもない。

　さっきまでここにいたのに。

　いない理由なんて一つしかない。

「クソ蛇へびがっ……!!」

「やられた……!!　しかもデハイドごと……!!」

　俺おれとネトでは怒っている理由が違う。

　根っこは同じはずなのに、表に出るとこんなにも違う。

　俺はすぐさま蛇の元に向かおうとする。だけどネトがそれを許さない。

「やめて!!　どこへ行く気なの!!」

「蛇はアノを丸のみにした!!　嚙かみ砕くだいちゃいない!!　アノはまだ生きてる!!　まだ救える!!」

「いい加減にして!!」

　そう叫ぶネトの眼めには、涙がたまっているのが見えた。

「この再走の世界で、俺は出来る限り多くの人を救いたいんだ」

「……だけどアノ・シェトンプルは」

「違う!!　俺は、ネトを、救いたいんだよ!!」

　前の世界では救えなかった人間を。

　あの時からずっと涙を流し続けてる人間を。

　俺は、救いたいんだ。

「ネト。俺は、無駄にする気なんてない。ただ……ただ、活かしたいんだ」

　エウヴァルセウ様の遺志を、かつての地じ獄ごくの記憶を、敗北の記き録ろくを、あの赤い光景を、血の臭いを、ネトの涙を、その七年間の努力を。

　俺は、活いかす。

　俺は無駄にしたくない。

　俺はそれを、活かしたい。

　前走のすべてを　俺は絶対に無駄にしたくない。

「ネトが歴史に差し出したすべてを、俺が活かしてみせる。もうネトに涙は流させない」

　ネトは応こたえてくれなかった。

　ただ立ち尽くしては、俯うつむいたまま頑かたくなに顔を上げようとしない。

　俺の言葉をそう簡かん単たんに信じられるわけないってのはわかってる。

　それでも俺は、信じてほしいという他ないんだ。

「ネト。俺、先に行くからな」

　もう二度と。

　歴史に置いて行かれるのはゴメンだ……！

　倒とう壊かいした観かん戦せん塔とうの窓から、俺はコロシアムへと飛び出した。







　わずかな間目を離した隙すきに、コロシアムの色はさらに赤の面積を広げていた。

　対人武器しか持たない機き工こう兵へいたちはすでにほとんどが鼠ねずみに食い殺されている。残って戦っているのはほとんどが魔ま術じゆつ師しだ。だけど魔術師だって頼りにはならない。彼らは距離を置いて、魔術によって、通じることのない攻こう撃げきをするばかりだ。

　蛇へびは、崩くずれた塔とうのすぐ脇で動きを止めていた。

　食った獲え物ものを深く飲みこんで消化しようってわけか？

　そうはさせるか、化け物が……!!

「開けろっ……!!　その口、開けやがれ、ブーストォ!!」

　デハイドの力で強引に、蛇の上うわ顎あごをわずかに持ち上げ出来た隙間に自分の体をねじ込んだ。

　くせぇな、この蛇の口の中……!!　爬は虫ちゆう類るいなんてこんなもんだ、ガマンして進め、俺おれ！　快適な環かん境きようなんてハナから期待してねぇし！

　蛇の野郎、口の中に俺がいるのに全然動かねぇぞ……？　まさか気づいてないってことはないだろうけど……。

「アノっ!!」

　アノだ!!　デハイドを着ている!!

　思ったより浅いところにいる!!

　この蛇、飲みこんだんじゃなく口に含めてここに持ってきてたのか？　後で食おうと隠しにきたってことかよ……？　ふざけんな、このコロシアムを異海鬼獣リヴアイアサンの巣になんかされたら、間違いなく島の人間は全員異海鬼獣リヴアイアサンのエサになっちまう。

　アノは蛇に食われたショックのせいか意い識しきを失っている。アノの足を摑つかみ、俺は無理矢理蛇の口まで引きずってくる。ここまで来るとさすがに蛇の方も、獲え物ものを逃すまいと、必死に口を閉じようと抵抗している。

「重いっ……がああっ……ちくしょう……!!　間に合わない……!!」

　ところが、蛇の抵抗が急に軽くなった。

　抵抗が弱まったのではなく、誰だれかが蛇の上顎を動かそうとしているのだと気づくと今度は、アノの体が蛇の口から逃れるように空を走った。

「〝念動ツイスト〟……ネト!!」

　蛇の口の外。

　空を飛びながら、ネトが、俺を睨にらんでいた。

　ネトが蛇を抑えているうちに、俺も蛇の口から脱出する。

　蛇が怒って追いかけてくるかと思ったがそんな様子もない。

　なんだ、あの蛇は……？　ジェネラルクラスで知能が高いせいなのか、他と行動原理が違うぞ……？

　蛇から離れ、地上に降りたネトのもとに行く。ネトは気絶したアノからデハイドをはがして、彼女を別の魔ま術じゆつ師しに預けていた。逃がしてくれるつもりらしい。

　デハイドを外す。ジェン・シェトンプルのデハイドをその場に捨てる。

　それはつまり、もう予定通り前走の歴史を辿たどることはできないって意味だ。

　俺おれはその姿をみて、自然と感かん謝しやの言葉を呟つぶやいた。

「ありがとう、ネト」

　俺はありったけの感謝をこめてそう伝えたのに、ネトは俺のことをキツく睨にらんだ。

「こんな生意気を許すのは今日きようだけよ。肝きもに銘めいじて」

「あ、ああ！　わかった！」

　今日の分は許すと言ってくれた！

　喜ぶ俺を無視して、ネトは大地に手をかざす。

　かつてエウヴァルセウ様がそうしたように、膨大な魔ま力りよくをその身に集め出す。

「何をする気だ!?」

「魔術師だけでは歯が立たないことを演出する。派手に行くわよ。巻き込まれないで！」

　ネトが魔力を解放する。

　するとコロシアムにいた鼠ねずみが浮かび上がった。

　一匹じゃない。数匹同時に空に上がる。コロシアムを埋め尽くしていた鼠たちが、空の一か所に集まっていく。

　その光景は、恐怖におびえ俯うつむいていた人々の顔を上げさせる。悲劇が一いつ瞬しゆんだけ止まる。

　そして空中に集められた鼠どもに、ネトは再び手のひらを向けた。

「火か炎えんの槍やりが命を貫く!!　焼ける大気が敵を斬きる!!　〝炎一連バンドパラン〟」

　火炎術!?　だけどファブロとは炎ほのおの大きさがまるで違う……!!

　大火が弾はじける。山をも焼き尽くすような赤い炎が鼠どもをまるまる包む!!

　しかしその大火をもってしても、まだ鼠は空でうごめいている。皮ひ膚ふに焼けた様子がない。

　まったく効いちゃいない。

　その様子を、コロシアムにいた全員が目もく撃げきしていた。

「室内なら煙で燻いぶって窒息させることもできたけど……外じゃ仕方ないわね」

　ネトはそのまま壁に向かって鼠を一匹ずつ叩たたきつける。

　これもファブロとはレベルの違う念動術だけど、それでも鼠を殺すにはまだ弱い。

　鼠にもなんとかダメージはある。だけど、何をしても絶命させるに至らない。

　そんな光景が続き、そして、誰だれかが呟いた。

「ま、魔術じゃダメだ……あの化け物に魔術じゃ分が悪い……！」

　それが合図だった。

　多少芝居がかった様子で、ネトが言った。

「魔術だけでは倒せない。機き工こう師しと手を組むしかない！」

　ネトは攻こう撃げきを切り上げて即座に後退する。

　代わりに俺おれが、その前に躍おどり出でる。

　俺がやる。俺がネトの代わりに戦う。俺が、未来を変えるんだ!!

「よし、行くぞ!!　注ぎ込んでくれ、ネト!!」

　俺にだけ聞こえるよう、俺の耳元に口を寄せて、ネトがささやいた。

「一対五十。行けるわね？」

「二対五十だろ。任せろ！」

　こういう戦いを勝ち抜くために……俺はこのデハイドを作り上げたんだ!!

　荒れ狂う鼠ねずみの群れに飛び込む。飛び交う魔ま術じゆつを背景に戦場を横断する。

　ネトのバックアップがあれば怖れることなど何もない。

　一匹、また一匹とバーストをかけて鼠を殺していく。

　順調だ、ものすごい良い調子だ!!　この隙すきに、できるだけ多くの人が逃げてくれれば被害も少なくなる。

　ところが五匹も殺したところで、蛇へびが空に向かって鋭く鳴いた。

　それを聞いて、鼠どもが蛇のもとへと集結する。

「一対一じゃ勝てないと読んだか」

「十匹がかりなら勝てると読んだんでしょ」

「かつて七〇〇のデハイドが、一〇〇〇〇の異海鬼獣リヴアイアサンを倒したことを知らねぇらしいな」

「未来の話よ。この世界にとっては」

　そういう細かいことはいいんだよ!!

「行くぞ!!　デハイドは、一いつ騎き当とう千せんでなきゃ意味がない!!」

　蛇が叫ぶと一斉に鼠が襲おそい掛かかってきた。

　暴れ回るなんてのは、鼠という生物の本能に反する。

　隠れようともせず、道のど真ん中を突き進む鼠がどこにいるってんだ。

　本能に逆らえる理由はただ一つ。理性がそれを抑えつけているからだ。

　鼠たちに理性を与えている存在が──指示を与えている存在がいる。

　ジェネラルクラスの異海鬼獣リヴアイアサン。

　間違いなくあの蛇だ。

　鼠を殲せん滅めつさせるより、蛇を仕留める方が先だ！

「ネト、いちいち鼠の相手をしていたらきりがない!!　なんとか蛇との一対一に持ち込めないか!?」

「私もさっきからその方法を考えてる……思いついたらすぐに実行するから、まずは目の前の敵に集中して！」

　ところが考えるまでもなく、その方法は俺たちのもとにやってきた。

　カノンという武器を抱えて、俺おれたちを助けにやってきた。

「ぼうや!!」

「ロロエ……!?」

　生き残った遊ゆう撃げき隊たいの機き工こう兵へいが、カノンを抱えてやってきた。

「恥ずかしながら、微力ながら、助力に来た……！」

　俺は直感する。

　これだ……！

　カノンは対たい魔ま術じゆつ師し用ようの武器にはなりえない。

　だけどもしかしたら、対異海鬼獣リヴアイアサン用の兵器としては機能するんじゃないか……!?

「ネト!!　カノンと魔術師が組めないか!?」

「はぁ!?」

「さっき工場でネトがやったみたいに、カノンに魔力を充じゆう塡てんして強制的に魔術機工化すればいいんだ！　それなら、あの鼠ねずみたちを倒せる！　他の機工兵たちが鼠と戦ってくれれば、俺たちは蛇へびに集中できる！」

「無理よ。元々魔術機工として作られたわけではないから、無理に魔術機工化しても一発撃うてば壊こわれてしまう！」

「それでいい！　わずかな時間でいいんだ！　その隙すきに俺たちが蛇を殺せばこの戦いは勝ちになる！」

「ダメよ！　そのやり方はできなくもない、……だけど、それでは〝カノン〟が歴史の主流になりかねない！」

　そうじゃない。

　そうじゃないんだ、ネト。

　もう歴史は大きく動いてる。

　新しい歴史は、もしかしたらデハイドを中心に置いていないかもしれないんだ。

「リスクが大きい……！　事前準備もなしにできる選択じゃないわよ！」

「それでもやろう。後のことは、後でなんとかしよう」

「なんとかできるって、本当に思ってるの!?」

「大丈夫だ。俺たちなら、できる」

　わずかな逡しゆん巡じゆんの後、俺に当たってもしょうがないのに一応俺をキッとにらみつけてから、ネトは魔術師たちを呼びつける。

「スァン!!　ボラン!!　二人は機工兵と協力して鼠を殲せん滅めつしなさい!!　ミーシャはアウクス様の護ご衛えいに!!」

「協力するとはどういう意味ですか……!?」

「魔術では異海鬼獣リヴアイアサンたちを殺せない!!　魔術師は相性が悪い!!　あなたたちはチャージとブーストによって機き工こうのバックアップに回るの!!」

「ネトさまは!?」

「私は敵のリーダーを、あの蛇へびを殺す！　そのために、鼠ねずみたちを引き離してほしいの!!　スァン、あなたがそっちの指揮を執とりなさい!!　わかった!?」

　スァンと呼ばれた背の高い男が頷うなずいた。

「これは、あなたが先読みした未来と同じですか？」

「いいえ。ほんの少しだけ変わっているわ」

「……良い変化であることを祈っています」

「そうしてみせる。行くわよジャーク!!」

　な、なんだよその会話。

　なんでネトだけこんなカッコいいんだよ。

「……なに見てるのよ？」

「ネトはカッコいいなと思って」

「はぁ？」

「やっぱり、そうやって強気で命令してくるネトの方が俺おれは好きだ」

「ありがとう。私も、そうやって言いなりになってくれるジャークの方が好きよ」

　……そのナイフみたいな切れ味のセリフ回しはどうかと思うけど……。

　そんなことを話しているうちに、黒い影が俺たちの上に下りてきた。

　鎌かま首くびを高く持ち上げた蛇が陽ひの光を遮っているのだと気づき、血の気が引いた。

　その高さに、俺はあらためてこの異海鬼獣リヴアイアサンの巨大さを思い知る。

　この世のものとは思えない破格の威圧感。

　人食いの虎とらよりデカい鼠ねずみを、一口で丸のみにしてしまいそうな海蛇。

　俺たちの担当はコイツか……鼠の大群の方が楽だったな……！

「ど、毒蛇かな」

「毒蛇なら、ここまで体が肥大化した理由を説明できない。獲え物ものを締め殺すためにここまで進化したのでしょう。毒はないわ。早く行きなさい」

「ネト……蛇毒の血清って持ってる？」

「持ってないけど、毒なら後で魔ま術じゆつで吸い出してあげるから。早く行きなさい」

「じゃあ、嚙かまれて毒を入れられたら頼むからな！　ホントに頼むからな！」

「蛇のサイズから考えれば、注入される毒の量も想像がつくでしょ。即死よ。だから早く行きなさい」

　ひ、ひどい。

　いくら魔術機工式のデハイドを着ていたって、さすがにジェネラルクラスを単独で倒すのはそう簡かん単たんなことじゃないぞ……！

　だけど……だけど、ロロエやスザイル、それに他の魔ま術じゆつ師しや機き工こう師したちが命をかけて戦ってくれているからこそ、俺おれはこうして蛇へびと対峙できているんだ。臆おくして退ひくには、背負ったものが大き過ぎる。行くしか、ないっ!!

「行くぜ!!　ブーストォ!!」

　これだけ獲え物ものがデカけりゃとにかく的まとを外す心配はない!!

　拳こぶしを振り上げ、ただまっすぐに、俺はその鱗うろこを全力で殴りつける!!

　何重にも重ねた麻袋の奥にドロドロの液体がたっぷり詰まっているような気色悪い感触が俺の拳に伝わる!!

　だけど、そこまでだった。

　いくら押しても、いくら魔力を放出しても、拳が鱗をブチ抜く感覚がやってこない。殴った相手が後退する感触がやってこない。

　不審に思って顔を上げると、蛇へびが舌をちろちろと震わせながら俺の顔をのぞき込んでいた。

　し、死んだ。

　これは絶対に死んだ……！

　蛇の首が動く。アノを丸のみにした時と同じように、目にも止まらない速さで牙きばが俺に向かって飛んでくる！　反射的に目をつぶり、俺はその痛みを覚悟して身構えた。

　だけどいつまで経たっても、爬は虫ちゆう類るいのあのえぐい臭いがしてこない。代わりに、身に覚えのある浮遊感が俺の体を支配していた。

　恐る恐る目を開けてみると、呆あきれた顔をしたネトがそこにいた。

「胴体なんて狙ねらってどうするのよ。頭を潰つぶすの。わかった？」

「……ハイ」

　俺をマリオネットにして、ネトが助けてくれたらしい。

　自分が飛ぶだけじゃなく、他人を飛ばせることもできたのか……そういえば鼠ねずみを何匹も浮かび上がらせてたもんな……。

　いまネトが助けてくれなきゃ完全に死んでたな。

　次もよろしくお願いします……。

「ネト、この蛇デカすぎる気がするぜ……コイツ、前走ではどう倒したの……!?」

「倒してないわ。倒せなかったの。鼠の数が減りはじめた頃ころになって、勝手に海に戻って行ったのよ」

「それを俺に倒せって言ってんのか!?」

「前走では逃げ出した……言い換えるなら、異海鬼獣リヴアイアサンの群れに情報を持ち帰ったのはあの蛇ってことになるわね。うまく倒せれば、異海鬼獣リヴアイアサンの第二陣が来ないなんてこともありえるかも」

「……ネト、やる気満々じゃん」

「戦うと決めたらもう逃がさない。あの蛇は確実にこの場で仕留めるわよ」

　……そりゃあ頼もしいな。

　俺おれがけしかけて、ネトがこんなにやる気になってくれているのに、俺の方がビビって動けないってんじゃ申し訳が立たないよな！

　とはいえ、殴ってもまったく効いてなかったんだけど……いったいどうすりゃコイツにダメージを与えられるっていうんだ？

「殴ってダメなら……まずは鱗うろこからはがしてやるか。思いっきり摑つかんで引っ張ったら、あの蛇へび皮がわ破れないかな。どう思う、ネト」

「無駄だと思うけど、やってみなさい」

　ネトがなんといおうとやる!!

　ネトの念動術から解放されて、俺は再び地を駆ける。

　いつの間にか蛇は俺たちに興きよう味みを失い、再びコロシアムのあちこちに視線を送っている。明らかに何かを探している。もう俺たちに勝ったつもりで、巣を作るならどこかと探っていやがるに違いない!!

　逃げる気のない蛇の胴体に近づく。

　胴回りだけで俺の身長くらいある。

　その胴に俺は手を当て、バーストをかける。

　殴ってダメならつねってやる!!

　握力のすべてをつぎ込んで蛇の胴体を握りしめる!!

「うおおおおおっ……!!　蛇皮ぁ……!!」

　しかしこれにはさすがに蛇も怒った。

　俺が夢中で蛇の皮をはがすべく蛇の胴体を握っていると、横から蛇の頭が突っ込んできた。

　あまりにも素早い動きに、俺は受け止めることもできずに、まともにその突きを腹に受けてしまった。俺の体はいともたやすく吹っ飛ばされる。

　くそ、蛇まで俺の腹を攻こう撃げきしやがる……！　膨大な質量が、矢のような速度で突っ込んでくるとこんなにも痛いのかよ……!!　激げき痛つうに一いつ瞬しゆん意い識しきがとびかけた……デハイドで上半身をカバーしてなかったら間違いなく体の上側の骨は全部砕けてただろうな……！

　殴ってもダメ、つねってもダメ、じゃあどう攻撃しろってんだよ？

　そんな俺の後ろでネトが叫んだ。

「ジャーク!!　遊んでないで!!　アウクス様を!!」

「おう!!　……どうしろと!?」

「助けてきて!!」

「え」

　ネトが俺に向けて手をかざす。

　念動されて、ぐいと体が引かれていく。

　なんだよなんだよどこまで便利に俺おれを使うつもりなんだよ……!?

　だけどネトの声に焦りが混じっていた理由はすぐにわかった。蛇へびが目標を見つけたかのように移動しはじめている。その先には、ネトくらい若い女の魔ま術じゆつ師しに先導されて避難しているアウクス姫がいる……！　ネトは俺を姫様の方に飛ばしてる。避難できそうな場所まで護ご衛えいしろってことだな!?

　俺は姫様のすぐそばに着地して彼女と並走する。

「あ、あなたは!?」

「ネトの命令で助けに来た！　このまま走って!!」

　巨大な蛇と速度を比べてもかないっこない。

　だけどいまはとにかく走るしかない。

　後ろから来る蛇の重圧を感じながら、とにかく逃げ道に向かってひた走る。

　その横を、蛇が通り過ぎて行った。

「あら……!?　通り過ぎちゃいました！」

「ち、違う……まずいぞ……!!」

　敵は蛇だ。

　俺たちを追い抜いたんじゃない。

　回り込んで──巻きついて、絞め殺す気だ!!

　身長より高い蛇の胴体は、俺たちを囲うように移動したかと思うと今度はぐっと迫ってくる。万まん力りきのような力を持って、土ど砂しや崩くずれのような抗あらがい得えぬ暴力でもって、距離を狭めて押おし潰つぶしに来る。

　俺はとっさに、アウクス姫を自分のそばに引き寄せ、そして両手を広げて突っ張った。尋常じゃない圧力が両手にかかる。素手でやってたら間違いなく両腕は一いつ瞬しゆんにして潰されていただろう。

　魔ま術じゆつ機き工こう式しきのデハイドで、それもブーストをかけてでないとこの衝しよう撃げきと圧力には耐えられない……!!

　アウクス姫は両手で頭を抱え、危険回避の姿勢をとってはいるがさすがにこの蛇相手にそれじゃ危険を回避はできないぞ……！

　一度獲え物ものを捕まえた蛇はその力を緩ゆるめない。

　こちらの力がわずかにでも緩めばそれを好機と見て締め付ける力を強めてくる。その度たびに俺はブーストをかけて押し返す。

　これだけブーストを使ってるってのに、こっちは曲がった肘ひじを伸ばすことすらできない。このままじゃホントに押し潰されて絞め殺されちまう!!

「ダメだ押し返せねぇ……!!」

　どうする!?

　どうすればいい、ネト!!

　いや、やるべきことはたぶんわかってる。

　ブーストを何発か使っても押し返せないなら──ありったけを一度に解放して一気にぶっ飛ばせばいい!!

　迷ってる時間はない。

　手をかざし、魔ま力りよくを集め、そして集中させた魔力をすべて、俺おれのデハイドにつぎ込んだ。

　これだけあれば……これだけあれば……!!

「あああああああああああああ!!」

　脈動する。

　俺の体は生命力を削って動く。

　機き工こうに操あやつられて、俺の体が限界を超こえて蛇へびの胴を押し返す……！

「あなたはいったい……？　機工兵ではないのですか？　魔術師なのですか？」

　姫様が問う。だけどいまはそれどころじゃない。

　デハイドは体に纏まとっているだけ。体の外側のパーツに過ぎない。

　だけど俺の感覚では、内側から力が湧わき上あがっているように感じてる。

　体中の血が燃える。

　細胞が弾はじける。

　これならいける……!!

「フルブーストォ……!!　全部ぶっ放すぞ……!!」

　魔力が弾ける。

　デハイドが躍やく動どうする。

　そして渾こん身しんの力を込めて、俺は両手を伸ばす……!!

　今度こそ、この蛇の胴体を押し返す……!!

「があああああっ……!!」

　魔力が暴れて、俺の腕まで引きちぎれそうだ……!!

　だけどこうしなきゃこのお姫様を助けれられねぇ!!

　もう少し、もう少し押し返せれば、隙すき間まができればきっとネトが助けてくれる……!!

「んがっ……があああっ!!」

　力を込める。

　蛇の締めつけがダイレクトに腕を襲おそう。

　痛みに耐えながら、俺は蛇と真っ向から力比べをしている。

　そして、俺は不意に姫様と目があった。

　不ふ思し議ぎとおびえた目つきはしていなかった。

　魔力を自在に操る魔術師のような振る舞い。魔力を通した機械を纏う機工兵の装よそおい。そんな俺おれを見て、美しい姫君は、透き通るほどクリアな声で、俺のことをこう呼んだ。




「魔ま術じゆつ機き工こう師し……」




　俺の知らない言葉を。

　前走では聞かなかった言葉を。

　──新しい未来を作っていく言葉を。

「ジャーク!!　そのまま押さえてて!!」

　上から、空からネトの声がした。

　そして俺がわずかに作った隙すき間まを利用して、ネトはアウクス姫を念動して蛇へびから解放してみせた。

　ネトが高速で空を飛んでいくのが見える。

　これで歴史は狂わずに済む。

　そしてもう一つ──俺が着てるこのデハイドも、壊こわされちゃ困るんだよ……!!

　フルバースト状態はまだ少し続いてる。

　暴走する魔力は全身にたぎっている。

　この力で、蛇の真ん中で、もう一度握りしめてやったらどうなる……？

　ちょうどよく俺の両手は蛇の胴体に触れている。

　試してみる価値はある!!

「ここには──再走世界ここには、守らなきゃならないものが多過ぎる」

　ネトも。

　アノも。

　ロロエも。

　──未来も。

「お前らなんかに……奪われてたまるか……!!　ああああああっ!!」

　ついに、俺の手が蛇の皮ひ膚ふを握り取ることに成功した。

　俺の両手の中には蛇の一部が握られている。

　わずかとはいえ鱗うろこをはぎ取られたことに痛みを感じたのか、蛇は俺を締めつけるのをやめて俺から離れのたうちはじめた。

　たった一部でも、体を捻ねじ切きられるのはどんな気分だ化け物め。

　蛇はついに怒りが頂点に達したのか、いままでにない鋭い声で俺を威い嚇かくする。

　口角を上げ牙きばを見せつけ、鎌かま首くびを下げて俺に合図を送ってくる。

　──お前を殺す、と。

　俺は直感する。ここが好機だ。倒すならいましかない。

　この蛇へびはこの後、島から逃げる予定なんだから。

　俺おれに怒っていて、俺を殺そうとこちらを向いているいましかチャンスはない。

　だけどどうやって!?

　殴ってもダメ、ブースト数発分かけて握りつぶしてやってもようやく鱗うろこがちょろっと剝はがれただけ。

　前走だったら、数人のデハイド兵が武器を持って襲おそい掛かかっていたけど……ここには俺一人しかいないし、そもそも魔ま術じゆつ機き工こう式しきの武器がない。やっぱり作り方を学んどくべきだった……！

　八はつ方ぽう塞ふさがりだ、どうする!?

　思考が止まる。

　考えがまとまらない。

　答えがどこにも見当たらない！

　そんな時、いつも俺の思考を先に進めてくれたのは──。

「あ……？　あああああああ!?」

　なんてこった、あるじゃないか。

　俺はここをどこだと思ってたんだ。

　蛇を殺したければ、化け物を殺したければ、それに相応ふさわしい何かを用意すればいいだけじゃないか……!!

「お前は昔から……人の思考を先に進める天才だ……!!　答えがあるぞ!!　ここの倉庫だ!!」

　活いかすんだ、すべてを。

　いまこの場にあるものを。

　いまこの時にあるものを。

　ルートは見えた。この蛇を殺すに至る道はある。

　そして俺がそれを認にん識しきした途端だ。俺の気のゆるみを感じたのか、蛇の口が一直線に俺に向かって飛んできた。

　咄とつ嗟さのことに反応できず、俺はただ目をつぶっただけで──動くことはできなかったはずなのに、急にガクンと俺の意識が後ろにブレた。この感覚を味わうのは何度目か、再びネトが俺の体を念動して自分のもとに引き寄せてくれた。

　蛇からかなり距離を置いてくれたせいか、蛇はまだきょろきょろと俺の姿を探している。まだ怒りは冷めていないと見る。それならまだ大丈夫だ、チャンスは消えていない。

　俺を隣となりに下ろし、ネトが冷静に問う。

「ぼさっとしないの。なんで蛇と睨にらみ合あってるのよ」

「へ、蛇は動くものを攻こう撃げきするかなと思って。姫様は？」

「別の魔ま術じゆつ師しに預けたわ。飛行系の術を使えるグランデにね。もうこの場を離脱させてある。後はあの蛇を殺すだけなんだから、気を抜かないで」

　ネトは俺おれを崩くずれた観かん客きやく席せきの物陰に押し込み、いったん蛇へびから俺の姿を隠した。

　さっきまでコロシアムを暴れ回っていた鼠ねずみはずいぶん数が減っている。飛び交うカノンの砲ほう弾だんは確かく実じつに鼠を殺している。だけど、少なくとも数発はカノンの流ながれ弾だまを受けているであろう蛇は、まるで傷ついた様子を見せない。カノンでは、あいつを倒せない。

　もちろん俺だって、傷をつけるくらいはできたけど、正面切って殺しきることは難しい。

　ゆえに作戦が必要だとネトも判断したのだろう。

「蛇。怒ってるみたいよ」

「ああ、いまがあいつを倒すチャンスだ」

「……手はあるの？」

「ある！　だけどそれには準備が必要だ。なんとか時間を稼げないか？」

　せっかく作戦があると言っているのに、ネトはわずかに眉をひそめている。

「作戦を思いついたのが俺じゃ不安か？」

「……いいえ、信じるわ」

　信じるというセリフ。それは、ネトがいまはじめて俺を信頼してくれたってことじゃない。そうじゃなくて、歴史が大きく変わるであろう選択を許すって意味だ。デハイド以外の手段で敵を倒すことを、許すって意味だ。

「五分あれば十分かしら？」

「ああ！」

「それ以上かかるようなら蛇の方が逃げかねない」

「わかった！」

「わかったじゃなくて、走れ！」

　ネトにせっつかれて、俺はガレキの物陰から飛び出した。

　行くべき場所はわかってる。持ってくるべきものがわかってる。俺はわき目も振らずに疾走する。

　その背後で、蛇に真っ向から立ち向かうネトの声がした。







　駆け抜けたその先、コロシアムの外に併設された大会参加者用の控え室。

　大会がめちゃくちゃになり皆が避難した今となっては誰だれもいないと思っていたが、そこにはなぜかロロエ機き工こう師しがいた。髪かみを振り乱し、息を切らして彼女は俺に駆け寄ってきた。

「ロロエさん……!?」

「ぼうや!!　聞け!!」

「う、うん」

「グランデたちは機工を強化する術すべを持っている。それを利用しカノンを強化したが、倒せるのはせいぜい鼠ねずみまでだ。あの蛇へびを殺すには対人兵器のカノンではダメだ、もっと大型の攻こう撃げき用よう機き工こうが要いる！」

「お、おう！　同じ考えだ！」

　ロロエも同じ考え！　俺おれ一人の間抜けなアイディアってわけじゃない！

「ロロエ、こっちだ!!」

　俺は走り出す。

　この控え室に入るのははじめてだが、おおよそどこを目指せばいいかはすぐにわかる。

「ぼうや、心当たりがあるのか!?」

　あるに決まってんだろ……！　公都に入って、一番はじめに手に入れた情報がそれだ!!

　それがあると知っていれば、探すのに時間はかからなかった。すぐに俺はお目当ての機工を見つけ出した。

「あった……!!　これだ、トロツのいるラボの機工だ……!!」

　近寄りがたく感じるほどの、鈍にび色いろの巨大な機工。

　意図して重量を増した頑丈な走行機の、その先端のアタッチメントに、岩がん盤ばんすら砕いて進むようなドリルがついている。危険をあおる巨大な金属歯。それが回転し対象に触れた時、どんな掘削を、どんな貫通を、どんな殺さつ戮りくを可能にするだろうか……!?

「ドリルつきの走行機……!?　建設土木用の重機で参加する予定の機工師がいたのか……!?　しかもこんなバカでかい……」

「助かったよな、派手好きな機工師がいて！　ロロエ、これ運転できるか!?」

「……エンジンキーはあるようだ。普通の走行機と扱いが似ているならできないこともない。やってみよう」

　よし、よし！

「蛇には近づくなよ、目をつけられて壊こわされたら終わりだ!!　コロシアムに出してくれたら後は俺がやる……!!」

　ロロエの返事を待たずして、俺は走り出した。

　この重機の上にでも乗って運んでもらえれば楽だが──コロシアムではいまでも蛇が暴れてる。一刻でも早く、俺はあの場に戻りたい。

　再び戻ってきたコロシアムの景色は、さっきまでとは大きく変わっていた。

　──鼠がいない。

　カノンと魔ま術じゆつ師しの相性は想像以上に良かったらしい。五十匹はいた鼠たちが、いつの間にかほとんど死に絶えている。

　だから、みんなが気づきはじめた。

　この蛇が親玉だと。

　コイツを仕留めれば勝ちなんだと。

　勝機は今。

　勝つなら、今しかない……!!

　そして戻ってきた俺おれを見つけて、すぐにネトが飛んできた。俺の隣となりに、素早く優ゆう雅がに舞い降りる。

「待たせてゴメン。ネト一人に任せて」

「たった五分よ。逃げてただけだし」

「七年と、五分だろ」

　歴史は、時間は、世界は動き続けてる。

　たぶん俺たちは、分岐点なんてものをとっくに通り過ぎてるんだ。

　前走とは違う白紙の未来に、俺たちはもう歩きはじめてる。

　白紙──そう、白紙だ。

　未いまだ世界の色は決まっていない。

　それを、意地でも赤に染めないことが、きっと俺の使命だ。

「で、逆転の一手は用意してきたんでしょうね？」

「すぐに来る。走行音が聞こえてるだろ」

「……走行音？」

　激はげしいエンジン音を伴ともなって、それはやってきた。

　機き工こうの搬はん出しゆつ口ぐちを通って、ロロエはその重機を運んできてくれた。

　その乗りこなしづらそうな重機で、俺とネトの真横にまでやってきた。

「ありがとう、ロロエ機工師。エンジンをかけたまま、ドリルだけ回すってできるか？」

　ロロエはすぐに要求に応こたえてくれた。

　重機はその場で金属歯を高速回転しはじめる。

　機工の中ではトップクラスのパワーを持つ、土木工事用の機工！

　こいつを無理矢理武器にする！

「ありがとう！　ロロエ機工師、後は離れててくれ！」

「しかし──」

「カノンを持ってる他の機工師たちの指揮を執とってくれ！　敵にこっちを向けさせたい！　一度攻こう撃げきを止やめれば、あの蛇へびはきっとこっちを見てくる。こんだけ轟ごう音おんを上げて回り続けるドリルがあれば、少しは興きよう味みを惹ひかれるだろ」

「……わかった。ぼうや、頼んだぞ！」

「こっちのセリフだ！」

　ロロエが駆け出す。

　これでいい。

　周囲に人はいない方がいい。

「ネト、あの蛇へびの口、少しの間なら無理矢理開けられるんだよな？」

　ネトが目を見開いている。

　あなたそれ本気なのと、目で俺おれに訴えてくる。

「ほんの少しよ？」

「一いつ瞬しゆんでいい。そこに投げ込んでやる」

「……やるだけやってみるといいわ」

　呆あきれたようにため息をつく姿は、ネトの大人おとなびた顔つきによく似合う。

　ネトは俺のデハイドに魔ま力りよくをチャージし、そしてドリル付きの重機にも強制的に魔力を流し込む。魔術機工化し、システムが壊こわれないよう細心の注意を払いながら、それでも最大の出力を実現させるべく魔力をコントロールして流し込む。

　高速回転していた金属歯から、鼠ねずみの断だん末まつ魔まよりも甲かん高だかい高音が飛び出してくる。いまにも内部から崩ほう壊かいしそうな、このままドリルがどこかに吹っ飛んでしまいそうな、危険で不ふ穏おんな音がする。

　これなら、いける。倒せる！

　成功を確信する俺の腹に、ネトが手を当てた。

　いや腹じゃなくていいだろ、肩でいいだろ。

「ジャーク」

「ん？」

「口を開けさせる必要は、ないみたいよ」

　顔を上げると、蛇と、目が合った。

　蛇は、牙きばを見せつけるように大きく口を開けていた。

　ようやく見つけた獲え物ものの存在に、喜び笑っているようにも見えた。

　一度はその目に怯おびえ竦すくんで、大事なものを奪われそうになった。

　だけど、二度はねぇ。

「恐怖はない……恐怖はない……!!　デハイドのチャージは充分!!」

　ネトが離れていく。ロロエが指示してくれたのか、いつの間にか俺の周りには人がいなくなっている。俺と蛇。コロシアムの中心でにらみ合うのは、俺と蛇……!!

　蛇は口を開けたまま、待ちきれなかったように動き出した。

　その存在は災害そのもの。

　落雷のような速度で、土石流のような勢いをもって、蛇は俺に向かって急突進してくる。

　急速に近づいてくる蛇の口。

　ドリルが回ったままの重機をデハイドの力で持ち上げ、俺は蛇の口の中目がけて──!!

「おおおおおおおおおおおっ!!」

　全力で投げ込む──!!

　顔にバカでかい重機が飛んできて目測がズレたのか、蛇へびの攻こう撃げきは俺おれには当たらなかった。蛇の胴体が突風のように、目の前を流れていく岩いわ雪崩なだれのように、苛か烈れつに俺の横を通り過ぎていく。

「重機は……!?　ドリルは……!?　当たったのか!?」

　すぐに体勢を整えて状況を確認する。

　俺の目に映ったのは、蛇と距離を置いてコロシアムの隅に移動した機き工こう兵へいと魔ま術じゆつ師したち。

　俺の隣となりに戻ってきて蛇を見るネト。

　そして、コロシアムの真ん中で、苦しそうにのたうち回る蛇。

「ネト、重機は!?　当たったのか!?」

「当たってる。口の中に入ってる。だけど重機の方が蛇の口より少し大きいみたいで──」

　口より大きい？

　ってことは奥にまでは入り込まないで……。

「と、止まってるじゃねぇか!?　奥まで入り込んでない!!　喉のどを貫くほどでもない!!」

「喉の一部を削ったくらいじゃあの蛇は死なない……」

　蛇の口から重機が見えている。奥まで進んでない。

　蛇のサイズから考えて、あれじゃ喉の一部を傷つけただけだ。

　のたうち回る様子からいって想像を絶する痛みなのだろうが、それでもこの程度じゃ異海鬼獣リヴアイアサンを殺すことはできない。痛みでショック死するくらいのまともな神経持ってねぇのかよ。

「あれくらいじゃ死なない。ってことは暴れてるのは」

「吐き出そうとしてるわね。中ちゆう途と半はん端ぱに傷つけてしまった。これでもう立ち向かってこない。海に逃げられる……！」

「させてたまるか!!　ネト!!」

「わかってる!!　飛ぶ準備はＯＫね!?」

　え。

　飛ぶ？

　誰だれが？

　いや違うって、魔術師たちが協力して蛇の口を──。

「これで終わりよ!!　とどめ、さしてきて!!」

「俺が飛ぶのか!?　ホントに!?」

　小首を傾かしげて、純粋な瞳ひとみで、ネトが言う。

「昨日きのうは自慢気に話してたじゃない？　三週間、女性に振り回されたって。もう一回くらい、いいでしょ？」

「いやそれは物理的にじゃ──ああああああああああ!!」

　俺の体が再び宙を舞う！

　いや何度目なんだよ俺が無理矢理空を飛ばされるのは！

　だけど今度は逃げるためじゃない、敵にとどめを刺すためだ、我慢しろ、これが最後だ!!

　放たれた矢のように、風を切って俺おれの体が飛ぶ。デハイドを纏まとった人体が、砲ほう弾だん代わりに飛んでいく！

　そして蛇へびの口許に俺は着地させられた。

　目の前に牙きばがある。だけどもう怖くない。

　コイツの口は封じられている……ドリル付きの重機を突っ込まれて、口が閉じられなくなっている！

「逃がさねぇぞ、異海鬼獣リヴアイアサン……!!」

　すぐ近くまで来てようやく現状を把握する。

　やはり抉えぐり切きれてない！

　ドリルの歯は蛇の肉にく壁へきに深く食い込んでいる。そのせいで吐き出されずに済んではいるが、代わりに歯が止まっちまってる!!

　止まってるっていうなら、押し進めるしかないだろ!!

　内ない臓ぞうだ、心臓だ、もっと奥までこの歯を進ませないと!!

　ここはもう蛇の口の中、殺し切れないようならどうせ終わりだ、未来も俺の命も。

　残ってる力を、全部つぎ込んでやる。

「うおっ……!?　この蛇、動くんじゃねぇよ!!」

　口から異物を吐き出そうと蛇が暴れ回る。

　おかげでなんとか重機にしがみついてるこっちは激はげしく揺さぶられる。前後左右も、上下の感覚もわからない。くそ、デハイドの爪を重機にめり込ませてるからなんとか耐えてるが、いまにも手を離しちまいそうだ……！

　だけど離さねぇ……!!

「絶対にこの手は離さねぇ……!!　ここでお前を離したら、今度もまた大事なものを失っちまう……！　ネトも、アノも、ロロエも、お前ら異海鬼獣リヴアイアサンのせいで人生をめちゃくちゃにされちまう……！」

　殺すのは俺だ。

　死ぬのはお前だ。

　お前を殺して、俺がこの歴史を作るんだ……!!

「言うじゃない。私の名前を最初に挙げたことは褒ほめてあげる」

「ネ、ネト!?　どうやって!?」

　なんでここに!?

　なんでいつの間に俺の背中にくっついてるんだ!?

「飛んできたに決まってるでしょ。あなた一人に任せるのは、不安だから」

「で、でも──」

「うぅ……蛇へびの口の中って臭ぁ……！　さっさと仕留めて！」

　暴れ回る蛇。

　重機にしがみつく俺おれ。

　そして、俺の腰元に抱きついたネト。

　つまり、そういうことか？

「このまま、押し込めってことだよな？」

「いくらでも魔ま力りよくを注いであげる。ずっと後ろにいるから。あなたの背中は、そこまで嫌いじゃないわ」

　俺の背中ぁ？　背中が嫌いじゃないってどういう意味なんだ？

「……背中と腹、どっちが好き？」

「へそ」

　なんだよそれはっ……!!

「これで最後だ!!　行くぞ!!　行くぞ!!　勝つぞ!!」

「いいから早く行きなさい」

　ネトの手のひらの感触が、俺の背中を押す。

　俺はあの赤い光景を覚えている。

　俺は、自分が無力だった過去を持っている。

　俺はもう、無力でなんていたくないんだ。

　十年前に戻って、七年かけて鍛きたえ直なおして、それでも俺は無力だった。

　魔ま術じゆつ機き工こうのデハイドを作って、未来の技術をありったけ使って、それでも俺は無力だった。

　無力を怖れるなんてことはもうしない。

　無力なのは、一人でいたからだ。

　ネトがいてくれるなら、背中を押してくれるなら、俺はいくらでも戦える。

　どんな異海鬼獣リヴアイアサンだって倒してみせる。

　前走の歴史を。

　エウヴァルセウ様の功績を。

　シェトンプルさんの功績を。

　ネトの涙を。

　俺が!!

　俺が、活いかしてみせるっ……!!

「ブーストォっ……!!」

　デハイドを巡る魔力のすべてを解放する。

　俺は重機を叩たたく。殴る。

　力の限り、思い切り。

　ドリルが蛇へびの喉のどを穿うがつ。

　奥へ、奥へとめり込んでいく。

　一度でダメなら二度叩たたく。

　それでもダメなら何度でも。

　魔ま力りよくは消耗する。だけどその度たびに、後ろでネトが俺おれに魔力を注いでくれる。

　何度でも。

　何度でも、どんな失敗をしても、どれだけ無力を感じても、俺たちは諦あきらめずにやり直し続けるんだ……!!

「効いてる……蛇が苦しんでる!!　もう少し!!」

「おお!!　何度でも……何度でもやりなおしてやる……!!　俺の……俺たちの、諦めの悪さを教えてやる……!!」

　攻こう撃げきの手は休めない。

　むしろ次第に激はげしさを増していく。

　叩く。殴る。

　蛇の頭を、何度でも、何度でも。

　拳こぶしを強引に叩きつける。

　怒りに身を任せるように、何度も、何度も!!
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「おおおおおおおお!!」

　拳こぶしを振り上げる。

　そして、目いっぱいの魔ま力りよくを解放して、俺おれは最後の拳を突き立てた。

　体が揺れる。俺が揺れたのではなく、足場にしていた蛇へびの頭が揺れたんだ。この一発で、ついに蛇も限界に達したらしい。

　ゆらりと頭を揺らすと、そのまま蛇は地面へと倒れ込んだ。頭を地につけると、やがて動くのをやめた。

　そうして、はじまりの異海鬼獣リヴアイアサンは絶命した。

「た、たおした……倒した……!!」

「みたいね……」

　それは、たしかに歴史の変わる瞬しゆん間かんだった。

　蛇の口の中で、俺たちは二人してへたり込む。

「終わったな……」

「バカ……。これからはじまるのよ。歴史は今日きようからズレはじめる。新たな道を模索する。私たちはその世界を、引いていかなきゃならない」

　責任感の強いネトの言葉。

　だけど今なら、俺にもその気持ちがわかる気がする。

　ネトが背負ったものを、ようやく俺も理解できた気がするんだ。

「なぁ、ネト」

「なに？」

「魔ま術じゆつ聖せい国こくのお姫様がさ……デハイドを着た俺を見て、〝魔ま術じゆつ機き工こう師し〟って呼んだんだ」

「……魔術機工は技術の名前であって、職しよく業ぎよう名めいとしては使われていなかった」

「前走ではな。だけど再走世界では、そうなっちまったらしい」

　それはつまり、もう歴史はズレはじめてるってことだ。

「歴史は走り出してしまった。もう、前走のスピードではやっていけない。駆け抜けるしかない。俺たちを先頭に」

「……ええ」

「ネト、遅れてゴメン。やっと俺にも覚悟ができたみたいだ。この再走の世界を、君と一緒に走り続ける覚悟が」

　過去を。

　前走を。

　忘れるのではなく、悲しむのではなく、ただそれを活いかす。

　前走を知っているから、前とは違うことができる。

　過去を忘れていないから、もっと前に進むことができる。

　俺おれはそうやって、この新しい未来を作っていきたいんだ。

「遅すぎるわよ」

　俯うつむいたまま、ネトが言う。

　表情は見えなかったけど、涙を流していないことだけは確信できた。

「よろしく頼むわ、パートナーさん」

「ああ」

「じゃ、早速だけど……パートナーとして一つ、お願いしていいかしら」

「なに？」

「……手を貸してくれる？」

　はじめて見たかもしれない。

　上目遣いをするネトを。

　さっきまで血が飛び交っていたこの戦場で、そんな表情が見られるなんて。

「腰が抜けたの？　実は怖かったの？　カッコよくて可愛かわいいネトさんでもそんなことがあるの？」

「アンタが魔ま力りよくを遠慮なく使いまくるから、私の方が消耗激はげしかったんでしょうが……!!」

　それでもネトは、出した手を引っ込めようとはしなかった。

　怒っているのか、喜んでいるのか、それともどんな顔をすればいいのかわからないのか、ネトはただ俺をにらんで下唇を嚙かんでいた。

　その見慣れない表情に感動を覚えながら、俺はその手を握りしめた。










　　　あとがき




　あるところに、とても幸せな男がいた。男は家庭に恵まれ、友人に囲まれ、美しい恋人と出会い、仕事でも成功をおさめ、何一つ不自由ない生活を送っていた。

　だが男は、どうしてもある不安を振り払えないでいた。

　時間はすべてを変えてしまう。いまは幸せでも、五年後、十年後にはどうなっているかわからない。五年後も友人たちと変わらずハイキングに出かけられるのだろうか？　十年後も恋人が笑顔を見せてくれる相手は私なのだろうか？　男の不安は、未来だ。時間による変化だ。

　ある日、男のもとに魔ま法ほう使つかいが現れた。

　魔法使いは言う。

　──不安があるなら、私が連れていってあげよう。五年後の世界へ。そこで君は見るだろう。五年後、君の周囲がどう変わっているのかを。

　見返りを求めない魔法使いの提案に、男はためらいながらも頼むと答えた。

　男は魔法使いと共に五年後の世界に旅立った。

　そこで、いま自分の周囲にいる人たちの、五年後の姿を見た。

　男が見たのは、変わらず健康に過ごす家族の、いまだに同じハイキング道具を使い続けている友人たちの、そして男の大好きなシチューを煮に込こんでいる恋人の姿だった。

　魔法使いは告げる。

　──この世界にいられるのはあとわずかな間だけだが、君が望むなら、誰だれかと話をしてきてもいい。

　だが男はそれを断った。なぜかと魔法使いが問うと、迷いない瞳ひとみでこう答えたのだった。

　──五年後の彼らと出会うのは、五年後の私でありたいのだ。




「なるほど教訓じみた話だ。底知れない深さを感じる。どういう意味があるのか」

　私がそう問うと、友人は神妙な顔をしてこう答えた。

「昨日きのう観みた夢の話だから、意味は特にないのだ」

「そうか。死ね」

　というわけで謝しや辞じを。

　こんなアホなエピソードがきっかけというのはどうかと思いますが、今回もまたこうして一冊の本を出せることを心より喜ばしく思います。そして本を出版するという大変な作業にお力を貸してくださる多くの皆様に、深く感謝いたします。今後とも精しよう進じんを重ねて参ります所存でございますので、これからもよろしくお願いいたします。十じゆつ階かい堂どう一いつ系けいでした。
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十じゅっ階かい堂どう一いっ系けい

東西南北の四方八方、天地を足して全部で十、すべてをまとめて世界と呼べば、誰もがどこかへ向かう塔を建て、居並ぶ塔の作る景色で、我らは一つの系となる（略して十階堂一系）。
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イラスト／嵐らん月げつ

レモンタルトテロ一年目。コーヒーと猫が好き。

ＳＮＳで深夜に美味しいものの写真をアップするのも好き。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「十階堂一系先生」係

「嵐月先生」係
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